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 Abstract 

The present study focuses on the formation process of adolescent psychology and identity through examining Kenji Miyazawa’s 

biography and his literary works. Adolescence is a transitional period from childhood to adult in which people go through a critical 

psychological condition which is peculiar to adolescence. Through the process of overcoming this critical condition, adolescents become 

adults while forming their identity. Kenji Miyazawa also experienced this psychologically critical condition when he confronted the pressure 

to choose his career and his way of living. He was trying various careers or ways of living in order to seek an ideal of self-realization. 

However, he gave up on the way and did not realize his goal of achieving self-realization. In addition, he tried to cope with the problems 

adults should overcome, while he retained the problems adolescents should take care of during that earlier stage. Unfortunately, however, he 

passed away at the age of 37 before overcoming the problems he should have achieved. In other words, Kenji could not become an adult by 

realizing his identity. Young people nowadays are more likely to have a longer “moratorium period” in his lifetime, and it takes more time to 

make the transition from adolescence to adulthood. This is considered one of the social problems that we should take care of in 

contemporary society. Kenji spent his adolescence in the Taisho Era. This paper also contrasts and compares the adolescence stage in the 

Taisho Era with the Heisei period, considering the historical background of the Taisho Era. 
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１．はじめに 

 本研究では伝記資料を通して、宮澤賢治の青年期心

理とアイデンティティの形成過程について分析を行う。 

青年期はライフサイクルの中で も大きな変容が起き

る時期である。言い換えれば、誰もが青年期には危機

的な状況を経験する可能性がある。 
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このような青年期の心理を著名人の伝記を通して分

析するという伝記的研究は、Erikson,E.H.によるマル

チン・ルター1)やガンディー2)等、西平直喜による石

川啄木 3)やマックス・ウェーバー４）等、鑪幹八郎に

よる森有正 5）、大野によるベートーベン 6)等がある。 
伝記的研究については、科学性に関する問題が指摘

されているが、西平は研究上の限界や短所を謙虚に受

け止めながらも、「伝記の発見は、人間科学的心理学に

おける人間発見の、もっとも重要な一こまである」と

述べている。 

また、大野は西平をふまえ、「①伝記資料が十分に吟

味されており、歴史学における資料に匹敵する信頼性

を持つ。②伝記の資料的価値として、a)一生涯の時間

的展望の中で青年期の言動を読み取ることが可能、b)

歴史的・社会的背景が明確であり、関係人物の調査も

進んでいること。③このような質的内容をもつ資料か

ら、心理的力動性の因果性やアイデンティティの形成

過程などについて、伝記資料のいくつかの事例から共

通した布置を見いだすことによって心理社会的、心理

歴史的に理解することが可能である」7)と述べている。 

さらに、宮下は大野の伝記資料を利用した研究を「臨

床心理学の事例研究に匹敵する内容と含蓄を備えてい

る」8)と述べている。このように伝記研究を事例研究

として位置づけるならば、事例から個を超越した普遍

性を見出すこともできうると考えられる。 

 本研究で取り上げる賢治に関しては、信頼性の高い

伝記資料が存在している。また、文学者、哲学者等の

専門家から賢治の友人や在野の研究家まで、多くの

人々が多方面から研究を行い、心理学や精神医学の観

点からも研究がなされている。たとえば、病跡学的な

研究では、福島章 9)が賢治の青年期の危機を躁うつ病

であるという視点から分析している。矢幡洋 10)は賢

治の心理を、関係嗜癖をモデルとして理解しようと試

みている。また、賢治の作品の心理的分析は、「銀河鉄

道の夜」11）「やまなし」12)（白石秀人）、「セロ弾き

のゴーシュ」13)（森恭子）等がある。 しかしながら、

青年期心理とアイデンティティの形成過程に焦点を当

てて、宮澤賢治について心理学的な分析を行う試みは

なされていない。 

 長いモラトリアム期間、アイデンティティの模索、

経済面での親への依存、生涯、独身で親の家に留まっ

たこと等、現代の若者に共通する青年期心性が、賢治

をにもあったと考えられる。このような賢治の伝記的

な研究は、現代の若者の心性を理解する一助となるの

ではないだろうか。さらに、その背景として、大正時

代の若者が抱えていた問題を探り、現代の若者の問題

との類似性についても言及したい。 

 

２．方法 

 賢治の伝記については、『新校本 宮澤賢治全集第十

六巻（下）補遺・資料 年譜篇』を中心に、宮澤清六

『兄のトランク』、関登久也『新装版宮沢賢治物語』、

森荘巳池『宮澤賢治の肖像』、佐藤隆房『新版宮澤賢治

―素顔のわが友―』を参考にする。新校本は宮澤賢治

の実弟宮澤清六が編集に関わっており、信頼性の高い

資料と考えられる。また、関は賢治の親類（父方祖母

の弟の子）であり、森、佐藤は賢治の友人であり、賢

治と親しく接した人々の証言として彼等の著書も信頼

性は高いと言える。 

賢治は日記を残していないので、書簡と日記代わり

と言われる短歌を中心に、詩や童話、覚書、手帳等に

ついても分析を行う。 

 

３．賢治の発達段階―先行研究の検討 

 宮澤賢治に関しては、前述したように多数の研究が

あり、全てを網羅することは難しい。ここでは、賢治

の発達段階に言及している幾つかの研究を取り上げて

検討したい。 

賢治は 37 歳で亡くなっているが、彼の人生が志半ば

で未完のまま終わったと考える研究者は多い。しかし、

賢治の未完の人生をどのように考え、賢治がどの発達

段階に到達していたと捉えるかは、研究者によって意

見が分かれるところである。 

福島は賢治の多彩で豊かで広大な体験領域から、「賢

治の精神のありようは、人間がこのような限定、狭縮、

干渉をうける以前の、生命体としての人間存在の原初

の姿を保ったままに、つまりいささかも人為的な制限

を受けることなく、大人の年齢に成長してしまった稀

有のケースと考えられる」14)と述べ、精神分析的な発

達理論からいえば、エディプス期以前の前エディプス

的な段階であると指摘している。福島は賢治の作品に

表現された精神から考察しており、実際の賢治の発達

段階については言及していない。 
見田宗介 15)は「『大人』のする二つの仕事―生殖と

生計の営為にその身体を汚さぬということによって、

＜子供でありつづけること＞を、賢治はひとつの思想

として選んだのである」と、賢治を子どもとして捉え

ている。さらに、賢治自ら子どもとして生きることに

意義を見出していたと考えている。 
同様に吉田司 16)も「生まれてから死ぬまで政次郎

の掌の中から一歩も外に出れなかった“三十七歳の子

供”」と、賢治を子どもと捉えている。吉田は賢治が父

親から自立できなかったという視点から子どもと考え

ている。 
佐藤通雅 17)は「ふつうなら、とりわけ地方圏なら

三十はもう分別のあるいい大人である。賢治はその常
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識のわくからはみだし、『すでに三十歳になっているの

に大人になりきれない賢治』だった。わくを一挙に飛

び越えて、舞いあがるとことは、少年そのものだった。

地上の場に身を置こうと意志しながら、けっしてなり

きれないのも少年性ゆえだった」と述べ、賢治を少年

として捉えている。 
吉田和明 18)は「賢治の作品を読んでいると、＜あ

あ、ここに永遠の少年がいる>という思いに、僕はい

つも捕らえられてしまう。<純真さ>という言葉でしか

いいあらわせない何かを身にまとい、たたずんでいる

賢治の姿を、僕はそこに見ないわけにはいかないから

だ。いや、少年の彼ではない。正確にいうならば、そ

れは少年から青年への、その過渡期における一時期に

たたずんでいる彼の姿でこそある」と児童期から青年

期過渡期として捉えている。 
山下聖美 19)は「家出、フリーター生活を経て定職

についたものの、転職を繰り返し、パラサイトシング

ルのまま三十七年の短い生涯を閉じる。さらに付け加

えるなら、極度のシスコン」と述べ、賢治を青年と捉

えている。 
このように、研究者によって賢治の発達段階の捉え

方は異なっている。賢治の作品を分析した場合、賢治

の精神の純粋さや純真さなどによってより幼い子ども

と認識される傾向が見られるし、賢治の人生を検討し

た場合、青年として位置づけられる傾向があるのでは

ないか。また、福島以外は子ども、少年、青年の定義

はなされておらず、曖昧なまま使用されている。大人

にはなっていない状態を表す言葉として、各々が子ど

もや少年、青年を使用していると捉えることができる。 
さらに、吉田の言う＜永遠の少年＞は分析心理学で

用いられる永遠の少年の概念とは異なるものである。

ユングは人類に共通した普遍的無意識に見られる心象

を創り出すパターンとして元型を考え、その１つとし

て、「永遠の少年」を、子ども元型を表すものと考えた。

この子どもは肯定的には救済者として、対立するもの

を統合させる可能性や生命力、創造性を持つが、否定

的には破壊的な面も併せ持つ象徴である。フォン・フ

ランツは、母親とのつながりが強くていつまでも大人

になれない男性を永遠の少年と呼んだ。永遠の少年は

常に自らの可能性や夢を追い求めて新しいことを何度

も始めても、責任や束縛を嫌い、忍耐強く続けること

が困難であったり、理想の女性を求め続けたりする。

つまり、夢を追い続け、現実との折り合いをつける気

がないため、周囲と軋轢が起こし、自分自身が精神的

に追い込まれ、精神的な病に陥ることもある 20）。 
賢治は可能性や夢を追い求め、現実と理想の間でも

がき続けたことは確かである。しかし、自分を犠牲に

してまで他者のために働いており、自己中心的な永遠

の少年とは異なるだろう。また、母親コンプレックス

が強かったために、大人になれなかったとは言えない

のではないだろうか。後述するが、むしろ、父親との

複雑な関係の中で大人になることが困難であったと考

えられる。 
これらの先行研究は必ずしも心理学を基盤としてい

ないので、発達段階の捉え方が曖昧であることも無理

はないだろう。また、心理学の分野でも児童、青年、

成人をどのように捉えるかは議論のあるところであり、

研究者によっても定義が異なるのが現状である。 
青年期は第二次性徴による身体の変化により始まる

とされており、児童期から青年期への移行は、明確で

ある。しかし、青年期から成人期への移行については、

明確な基準は存在しない。大人になるための青年期の

課題としては、親からの自立、性役割同一性の獲得、

職業選択などをあげることができる。本論文では主に

Erikson,E.H.が提唱したアイデンティティの確立を

もって、成人への移行と考えたい。 
 賢治は経済的には親に依存していたし、親の庇護の

元で生活していたが、後述するように父親に反抗し、

父親から自立しようとする試みは行っていた。 また、

職業の選択についても、転職を繰り返してはいたが、

生涯、自らの適職を模索し続けていた。このことから、

賢治は成人には達していなかったにしても、児童期か

らは脱しており、青年期の段階にあったと考えること

が妥当である。 
 
４．賢治のアイデンティティ―先行研究の検討 

 アイデンティティとは、Erikson,E.H.の人格発達理

論における青年期の心理的社会的概念を示すもので、

「幼・児童期に経験してきた変化する多様な自己像と、

若者たちに対して選択と傾倒のために提供される様々

な役割機会とを、徐々に調和させていくものである」

21)と Erikson.は述べている。子どもから大人への移行

期にある青年は「自分は何者か」「自分が目指す道は何

か」等の問いかけに対する答えを自分なりに導きだす

ことが求められ、その答えを出すことが、アイデンテ

ィティの獲得と言える。 
 賢治のアイデンティティは生涯を通して変化してお

り、彼のアイデンティティをどのように捉えるかは、

研究者によっても異なっている。賢治はアイデンティ

ティを獲得できなかったという立場もある。山下は「彼

は、終生『ほんたう』へとたどり着くことができなか

ったのである。『ほんたう』に行き着くための『迷いの

跡』こそが、彼の歩んだ道である」22)と述べている。

また、菅原千恵子は「賢治の短い人生は迷いの中にあ

ったといえる。それは偉大ではあるが、どこへ行った

らよいかわからない切符を持った賢治の宿命であった
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かもしれない」23)と述べている。両者とも、賢治は一

生「自分は何者であるか」と言う問の答えを見つけよ

うとしたが、結論にたどり着かず、むしろ、問い続け

ることが賢治の人生であったと捉えている。 
 八幡は「彼は、父親の監視通りに育てられた生活か

ら、自分自身である人生への烈しい跳躍を止めようと

しなかった。しかし、彼の弱い体や、彼の目指す理想

と経済的収入が合致しないなどの悪条件のため、つい

に彼はそれを成就することができなかった」と述べ、

「父親のまつわりつくような間接的コントロールから

脱出」24)できなかたために、自分自身の人生を歩むこ

とができなかったと捉えている。 
職業的な側面から、山折哲雄は外面的にみれば、賢

治は、天体物理学、地質学、土壌学、音楽、天文学等

に対してディレッタント（好事家）の態度を崩さなか

ったと指摘し、「彼はむしろそれらのすべてのものにな

ろうとした、途方もない欲望をかかえこんだ人間だっ

た。そういう修羅のごとき蕩児だったところにその生

き方の本質があったのではないかと思うのです」25)

と述べている。つまり、すべて中途半端に終わってし

まったものの、実現不可能な見果てぬ夢を追い求めた

ことを賢治のアイデンティティと捉えている。 
 佐藤は「おそらく宮沢賢治は、文学者でも科学者で

も宗教家でもないもっと別の＜宮沢賢治＞に向かって

疾走しながら、その姿自体が思想であるような何かを

残したのだ」26)と述べ、既成の概念ではとらえられな

いアイデンティティを想定している。 
 一方、堤忠一は「わずか三十七歳で亡くなるまで、

彼はおのれを生かす職業を求めつづけたが、ついにこ

の世ではみつからなかった。賢治が亡くなったのち、

凡庸な世間は、彼が不世出の詩人であり、おそらく絶

後の童話作家であることに気付いた」27)と述べている。

堤は賢治を文学者と位置づけているが、あまりにも偉

大であったために、世間が彼を認めることができなか

ったと指摘している。千葉一幹も「賢治の残した作品

を見れば、それは、詩であり、童話であり、小説であ

り、そうしたものがほとんどだ。つまり賢治は、どこ

までも文学者である」28)と賢治を文学者として捉えて

いる。 
 賢治の内面に焦点を当て、「自分は何者か」という問

に対して、山内修は「存在すること自体が悪であるか

のような自己にとって、真に生き得る世界とは何かを

追求してきた賢治は、観念のイーハートヴを構築し、

それを現実の岩手に架橋するために羅須地人協会活動

へと足を踏み入れた。しかし、そうした力業にすべて

挫折したとき、『デクノボー』たることを祈念したのだ

ともいえよう。これが彼の生き得る 後の願望であっ

た」29)と述べている。 

小沢俊夫も「弱きものの生きる道を、他人の為に尽

すところにみとめようとする点に虔しい消極的なその

人生観を成した。しかして、それが更に止揚され昇華

すると、所謂デクノボウの人生にまで至るのであると

いえよう」30)と述べている。二人とも賢治が 終的に

目指した自我理想として「デクノボー」をあげている。

ただ、賢治が「デクノボー」になる前に力尽きてしま

ったので、アイデンティティの確立はなし得なかった

ということになるだろう。 
多くの研究者が指摘するように、賢治は「自分は何

者か」「自分の目指す道は何か」を求め続け、多角的な

才能を発揮して様々なことに取り組んだために、彼の

アイデンティティを一言で表すことは難しい。賢治が

臨終の間際まで新たな道を探っていたことを考えると、

賢治は生涯を通してアイデンティティを模索し続けた

と捉えることができる。筆者は人生の各段階で賢治は

アイデンティティの確立を模索したが、様々な理由で

挫折してしまったと考えている。賢治の生涯を辿りな

がら、アイデンティティを中心に賢治の精神的な発達

や心性について分析したい。 
 

５．賢治の生涯―基盤としての子ども時代 

（１）誕生 
 賢治は明治 29（1896）年 8 月に岩手県にて父政次

郎、母イチの長男として誕生した。出生時には、父は

商用で関西本面へ旅行中であった。佐藤は「父の政次

郎さんは、お産前から関西の方に商用で出張していて、

お産も知らずに三十一日には大阪で洪水にあい、それ

から丸亀まで旅をのばして、九月の中旬頃帰郷し、鍛

冶町でわが子に初対面をしましたが、父が留守だった

ので、政次郎さんの弟の治三郎さんが叔父としてその

子に命名してくれたのです」31)と述べている。 
 父が賢治の出生時に仕事のために不在で、賢治の誕

生も知らなかったこと、父ではなく叔父が長男の命名

をしたことから、父が長男の誕生をどのように捉えて

いたかが伺える。子の誕生を待ち望んでいたのならば、

商用の時期を変更したり、大阪から帰郷するという選

択肢もあったのではないだろうか。あるいは商用で出

産の時期に戻れないことが解っていたのなら、予め名

前を考えておくことも可能であったろう。政次郎は子

どもの誕生とそれに伴い、自分が父親になることを無

意識のうちに避けていたのではないだろうか。また、

叔父の名前の一字をもらって命名された長男に対して、

父はどのような感情を抱いたのだろうか。父と賢治と

の複雑な関係は、賢治の誕生時に暗示されているかの

ようである。 
 
（２）幼児期 
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 宮澤家は浄土真宗を信仰しており、父は熱心な仏教

徒グループに属し、夏期仏教講習会を運営していた。

日常生活でも、「キン（祖母）はのべつに称名し、政次

郎の姉ヤギは賢治に『正信偈』や『白骨の御文章』を

子守唄とした。朝夕のお勤行は欠かさない」32)と言わ

れている。賢治の仏教信仰はこの家庭環境から生じた

ことは理解に難くない。 
また、母イチは幼児を寝かしつけながら「ひととい

うものは、ひとのために何かしてあげるために生まれ

てきたのス」といつも語り聞かせたという 33)。母の

言葉は、賢治の生き方に大きく影響したと考えられる。

森は「後年この母が、『どうして賢さんは、あんたに、

ひとのことばかりして、自分のことは、さっぱりしな

いひとになったべス』と深いなげきをこめて言い言い

した。『なにして、そんなになったって言ったってお母

さんが、そう言って育てたのを忘れたのスか』と、清

六さんは、母の言葉に答え、二人で笑ってしまうので

あった」34)と述べている。 
母親の愛情は子どもを無条件に受け入れるものであ

る。しかし、母の教えは、人の役に立てば、人として

認められるが、役に立たなければその存在が認められ

ないのである。いわば、条件付きの愛情である。それ

ゆえに、賢治は母に見捨てられないよう、自分を犠牲

にしてまでも、人の役に立ち、母の愛情を得ようとし

たのではないだろうか。 
矢幡は賢治は「献身」や「自己犠牲」は、「愛されな

い」という痛ましい自己規定の上に形成されたと考え、

「賢治は『あるがままの自分は決して人から愛されな

い。ただ、他者にとって役に立つことによってしか受

け入れられない』と感じつづけていた」35)と述べてい

る。矢幡はその原因を賢治の父に求めているが、母か

らのメッセージも大きな影響を与えたと考えられる。 
 幼児期の賢治について、幼馴染の本正信蔵は「宮澤

君は長男なので、ご両親にかわいがられ、行儀が悪く

なるといって、よその子ともあまり遊ばせてもらえな

かったようです。あまり物をしゃべらず、よく笑う子

でもなく、庭の梅の木のブランコに乗ったり、一人で

なわとびなどしていました。泣き出すと手に負えない

んです」36)と回想している。賢治は両親に可愛がられ

てはいたが、友達関係までにも介入する程、厳しくコ

ントロールされていたことが伺える。一方で賢治が泣

いて要求すれば、要求を受け入れてしまう甘い面も両

親にあったのではないだろうか。賢治は泣けば、自分

の要求が通ることを学習したから、「泣き出すと手に負

えない」子どもになったと考えられる。 
 賢治よりも 1 年年長の本正が小学校入学する時、「賢

治も一緒に入学できると思っていたらしく、学校へ行

くといって泣きやまなかったそうです。仕方なくお父

さんの政次郎さんが、本屋をしていた私の家に来て、

教科書などを一通り買って与えたんですが、なかなか

きげんがなおらなかった」37)という本正の回想もある。

父は賢治に小学校に上がるのは来年であることを言い

聞かせて納得させたり、我慢させたりすることができ

ずに、教科書を買い与えることで問題を解決しようと

した。教科書を買ってもらっても、賢治の機嫌が直ら

なかったのは、自分の気持を両親が解ってくれないこ

とに不満を抱いたのではないだろうか。両親は賢治に

対して愛情はあったのだろうが、どこかですれ違って

しまったと考えられる。 
 その年、賢治は赤痢に罹り、花巻町本城の隔離病舎

に入った。看病にあたった父も感染し、そのために胃

腸が弱くなり、これ以降、毎年春の彼岸から秋の彼岸

までは、お粥でないと腹具合が悪かったという 38）。
賢治が中学卒業時にも、賢治の入院に父が付き添い、

感染するというパターンはが生じている。 
 幼い子どもが入院した場合、母が付き添うのが一般

的だろうが、賢治には父が付き添ったし、父の感染後

は、祖母の妹ヤソが看病したと言う。当時、母は幼い

妹を抱えており、店の手伝いが忙しかったという事情

があったようだ。しかし、母に看病してもらえなかっ

た賢治は、寂しさや心細さを感じたのではないだろう

か。高山秀三は「生来敏感すぎる子供だった賢治が母

親の病弱に大きな不安を覚え、弟妹の世話に忙殺され

ている母親の様子に自分の存在が忘れられているとい

う疎外感を抱いたことは想像にかたくない。たしかに

賢治の生涯にわたる感情の不安定な根本がこの時期に

形成された可能性は排除できないのである」39)と述べ

ている。母の存在の希薄さは、賢治に疎外感と不安を

与えたと考えられる。 
八幡は賢治の父が母性的な愛情を示したと述べてい

るが、このエピソードも父が母親の役割を果たしたこ

とを示すものである。父が母性的愛情を示せば、父親

的な役割を充分果たすことができなかったと考えられ

る。また、父の感染は賢治に罪悪感を抱かせると同時

に、父が子どもを守ってくれないという不信感や寂し

さを感じさせたのではないだろうか。 
この家族システムの中で、賢治は子どもを守り育て

る母性的な愛情に包み込まれる経験も乏しく、一方、

物事を分割し、善悪を区別したり、秩序や規範を示す

厳しい父性的な導きも不十分だったのではないだろう

か。幼児期の賢治は親に愛されているという思いを十

分に持てず、親に素直に甘えることもできなかったと

考えられる。 
 

（３）児童期 
①大人びた子ども 
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 小学校に入学した賢治は、品行方正で成績も良い子

どもであったという。賢治の従兄弟の関は、「にこやか

な面持ちで言葉は大人のようにていねいであったこと

はとりわけ記憶に残っております。親類間でも賢治と

いえばさかしいのでたいへん評判でした」40)と小学生

の頃の賢治の印象を語っている。賢治の優秀さを示す

ものであるが、彼が子どもらしくなかったことをも示

唆している。矢幡はこの回想について「賢治は、甘え

ることを許されなかった。早い時期から、大人である

ことを要求された」41)と述べている。 
 入学初日、「学校へ行く途中で、大きな犬が歩いてい

て怖かった。夜そのことを思い出し、明日もまたあの

犬がいるのではないかと不安になり、中々眠れぬので

庭に出て歩きまわり、一二時頃ようやく気を落ち着け

てから眠った」42)というエピソードが残っている。子

どもは不安や恐怖心に怯える時こそ、親を求め、親に

抱きしめられたり、慰められたりすることで安心を得

る。しかし、まだ、幼い賢治は夜間、犬への恐怖心や

不安に 1 人で耐えなければならなかったのである。賢

治は親から安心を得ることもできず、良い子を強いら

れて大人びた言動を取っていたと考えられる。 
 
②ギャングエイジ 
 佐藤は「仲間の悪い感化でしょう。やさしかった賢

治さんも五、六級になると急におそろしくきかない子

供になって餓鬼大将になり、時に部下を引き連れて、

他の学校まで遠征に出かけたりするようになりまし

た」43)と、高学年になってからの賢治の変化を述べて

いる。前思春期になれば、子どももそれなりに自我が

芽生えてくるし、親とは違う価値観や考え方も徐々に

獲得していく。いつまでも親の支配を受けて親の言い

なりになるとは限らない。それに伴い、いわゆるギャ

ングエイジと呼ばれるように仲間との関係が重要にな

ってくる。賢治も親の支配の届かぬ世界では、仲間と

徒党を組んで遊んだり、いたずらをしたのである。 
 小学校４年の時に、担任が「立志」と題して生徒の

将来の希望を書かせたが、賢治は「私はお父さんの後

をついで、立ぱな質屋の商人になります」と書いたと

いう 44)。賢治は父親に同一化し、父親のようになり

たいと思っていたのだろう。 
しかし、佐藤は、賢治が５年生の時、「どこの親たち

も同じですが、賢治さんの父親も、賢治を偉くしよう

と思っていろいろ鼓舞激励します。ところで父親があ

る日『お前は何になる？』と聞きますと、賢治さんは

あっさり『むやみに偉くならなくってもいい』と答え

たので、父親は顔を真っ赤にして『そんな意気地のな

いことでどうする』と叱りました。そしてたたみかけ

て『それでは何になる？』と言われると、『寒い時には

鍛冶屋になればええし、暑い時には馬車屋の別当にな

ればええ』と答えました。父親はカンカンに怒ってし

まいましたが、賢治さんは一向平気です」45)と述べて

いる。子どもの頃から、賢治は立身出世や金持ちにな

ることに関心がなかったのだろうか。むしろ、偉くし

ようと鼓舞激励する父に対する反発があったのではな

いだろうか。作文のように父親には質屋の跡を継ぐと

言わなかったことも、賢治の反抗心の現われであった

と考えられる。賢治は自分に期待する父親を冷ややか

な目で見ていたようだ。 
児童期になった賢治は、仲間との関係の中で成長し

て親とある程度距離を置くようになったと捉えること

ができる。 
 
【図１ 宮澤家 系図】 
 父系宮澤家         母系宮澤家 
喜助    キン     善治    サメ 
 
 
ヤ 政  治 ヤ    イ  直  ト ヨ 恒 磯 コ 
ギ  治  三 ス  チ  治  ミ シ 治 吉 ト 
   郎 郎 
 
 
 
賢    ト  シ  清   ク 
治   シ  ゲ  六   ニ 

 
６．自我の危機と回復及びアイデンティティの模索 

（１）中学時代の反抗 
①家庭からの解放 
 盛岡中学に入学した賢治は自宅から離れて寮生活を

始める。その頃の賢治の様子について、同級生の沢田

藤一郎は、「奥山君というよくふざける男がおり、よく

それと机を並べて二人でふざけていた」46)と述べてい

る。また、後輩の瀬川政雄は、賢治が「腰に差した矢

立から毛筆を取り出してはだれ彼の見さかいなく教科

書やノードのうらなどに落書きをする癖があったので、

よくクラス中の物議をかもした」47)と述べている。賢

治はいたずら好きの少年だったようだ。 
賢治が 2 年の時、友人の藤原健次郎に宛てた手紙に

は、「僕は先頃一週間ばかり大沢に行った。大事件は時

に起こったね。どうも僕はいたづらしすぎて困るんだ」

と旅行先でのいたずらを報告し、「家の人と行かないと

これだからいゝ」（書簡０a）と書いている。米田は「

初の手紙に見るこの少年は、規則を破ることに喜びを

見出し、まず家からの自由を求めたのである」48)と述

べている。賢治は父親の監視から離れ、友人とふざけ
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たり、いたずらを楽しんだりして、自由を満喫してい

たようだ。 
学業の面では賢治の成績は芳しくなかった。同級生

の安部孝は「いったい精神年齢的にはうんと早熟だっ

た彼は、三年頃から少しずつぐれだして、四年五年の

頃は、学科の勉強にはさっぱり身がはいらなくなり、

そのために成績がぐんと落ちてしまった」49)と述べて

いる。また、宮澤嘉助は「学校の教科書などは殆ど勉

強しなかった。無心に勉強してるなと思ってのぞいて

見ると私などには難しくて到底理解出来そうもない哲

学書だった」50)と述べ、藤原文三は「とにかく変って

いて汚れ物はかまわず押入につっこみ、教科書を見ず、

『中央公論』の読者で、エマーソンの哲学書を読んで

いたのに驚いた」51)と言う。学業よりも自分の好きな

本を読み、身の回りのことには無頓着であり、変人と

して見られていたことが伺える。阿部の回想では、賢

治は 15 歳（中学 3 年生）の時に変化を示している。

短歌の制作が始まったのも、この年からと言われてお

り、この時期に児童期か思春期への移行が始まったと

考えられる。 
成績の下降について、佐藤は「五年生になって成績

が非常に落ちたのは、一つには岩手山に対する非常な

憧憬のため、登山の回数が多くなったこと、二つには

暁烏敏氏との直接間接の接触によって、仏教に目覚め

ていったこと、三つには思索と詩に熱中し、雑然たる

短文と歌とをもって埋められた日記の日課に、極端に

傾倒したことなどに因をおくと言われております」52)

と学業以外のものへの関心が高まり、それに熱中した

ことをあげている。 
賢治は思春期に入り、人生についてより深く考え、

思索にふけるようになったのだろう。そして、学業よ

りも思索や趣味に比重を置いたために、学業がおろそ

かになったと考えられる。自分の心の探求や趣味の世

界に没頭すると、我を忘れてしまうのが、賢治の特徴

であると考えられる。 
 
②教師への反抗 
賢治は教師に対して失望していたようである。嘉助

は「よく教師に反抗した。というより反撥したといっ

たほうが適切かもしれない。教師に対してある種の不

満というか、或る物足りなさを感じていたらしい」53)

と回想している。小原武一の回想によると、賢治は 4
年の時雄弁会で「らしく」という題で演説し、「生徒は

生徒らしくしなければいけないが先生も先生らしくし

なければいけない」と述べたと言う 54)。賢治は教師

を尊敬できなかったのはないか。その失望感も学業へ

の興味を低下させた一因だったかもしれない。 
賢治の反抗は特に舎監に向けられた。阿部によると

「運動神経のにぶさにかけては、いつもクラスの筆頭

であった彼は、軍人あがりの体操教師のかっこうのな

ぶり物であった」55)と言う。この体操教師が 3 年まで

の舎監であった。彼は賢治が入学の時に読んだ短歌に

も登場する。 
 
父よ父よなどて舎監の前にして 
   かのとき銀の時計を捲きし  （歌稿Ｂ01）  

 
 この短歌は舎監の前で銀の時計を見せびらかす父の

俗物性への賢治の抗議と解釈できる。山内は「父のい

かにも資産家風の不遜さに恥ずかしさと反感を感じた

らしい。自意識とともに、父へのアンビバレントな感

情の芽生えであろう」56)と解釈している。しかし、小

川は歌稿の中扉の裏の文語詩から、その時、舎監が笑

ったことを指摘し、「父の銀時計を見かけて笑った舎監

に対する賢治の抗議、もだえ」57)と解釈している。こ

の舎監に対する反感は根深いものがあったのではない

だろうか。 
 賢治が 4 年生になると、舎監が交代した。新舎監に

寮生がいたずらをしかけるという舎監排斥が起き、そ

の黒幕参謀は賢治であったと言う。排斥の理由は明白

ではなく、一種のうさ晴らし、元気溌剌の表れと言わ

れている。しかし、前舎監への鬱憤した気持が新しい

舎監に向いたのではないだろうか。前舎監には反抗で

きなかったために、防衛機制でいう置き換えにより、

反抗の対象として新しい舎監を選択したのではないだ

ろうか。 
青年期前期には、親を初めとして大人の見方が変化

する。児童期には大人に依存することが多く、大人は

太刀打ちできない偉大な存在として捉えられる。しか

し、青年期に入り、身体的にも精神的にも大人に近づ

く中で、相対的に大人の価値は引き下げられる。また、

親から自立したいという気持も芽生え、依存して甘え

たい気持と自立したい気持との間で揺れ動き、第二次

反抗期が生じる。賢治は身近にいる舎監に反抗の矛先

を向けたと考えられる。 
 

②父との関係 
 中学時代、賢治は父に対して、反抗らしい反抗をし

ていない。4 年生の時の手紙には、「多分この手紙を御

覧候はヾ近頃ずいぶん生意気になれりと仰せられ候は

ん。又多分は小生の今年の三月頃より文学的なる書を

求め可成大きな顔をして歌など作るを御とがめの事と

存じ候。又そろそろ父上には小生の主義などの危き方

に行かぬやう危険思想などはいだかぬやうとご心配の

ことヽ存じ申し候。ご心配御无用に候。小生はすでに

道を得候。歎異抄の第一頁を以て小生の全信仰と致し
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候（中略）仏の御前には命をも落とすべき準備充分に

候（中略）然し私の身体は仏様の与へられた身体にて

候 同時に君の身体にて候。社会の身体にて候 左様

に無謀なることは致（不明）れば充分御安心下され」

（書簡６）とある。賢治は生意気になったり、文学に

傾倒して危険な道に進むのではないかという父の危惧

を察して、否定している。 
青年期になり、自我が育ってきた賢治にとって、父

の監視や支配は疎ましいものだったろう。一般的には

青年は親の監視や支配から徐々に自立していき、自分

の考えや判断で自分の行動を決めるようになるし、親

と意見が違えば、自分の意見を主張する。それが、第

二次反抗期として表れる。しかし、賢治は自分の好き

なことをしても、父の正しい道から外れることはない

と父を安心させようとし、自分の意見を主張したり、

父に反対意見を述べたりしていない。 
それでも、「すでに道を得候」と、いきなり高い位置

へと飛躍している点は、自己愛的なうぬぼれであり、

自分が父よりも優れていると父に誇示しているかのよ

うである。そして、仏、君、社会の身体と言っている

が、米田は「父から与えられた身体と言わぬことで、

父と同格だと主張していた」58)と解釈している。賢治

は父よりも優れた者の力を借りて、父に対抗しようと

しているのではないか。賢治は一人で父に立ち向かう

ことができなかったのである。  
その背景には、父から金銭的な援助を受けていると

いう賢治の負い目もあった。賢治は父宛に頻繁に手紙

を出し、小遣いの明細を報告している。商人としての

金銭感覚を身につけさせようと会計報告をさせたのだ

ろうが、賢治は小遣いの不足を訴えては、金銭の無心

をしている。賢治と父は金銭に関わるやり取りでつな

がっているかのようである。父に逆らったり、怒らせ

たりしたら、金銭を貰うわけにはいかなくなるという

配慮が賢治にはあったのではないか。依存しながらの

反抗であるが、父は生意気だと思いながらも、賢治の

要求を受け入れたと思われるし、賢治も物やお金を与

えることが、父の愛情の形と受け取っていたのではな

いだろうか。 
 
③視線恐怖 
成績低下について山内は「上級学校への進学が認め

られていなかった賢治の学習意欲の減退」59)という見

方をしている。佐藤も、家人の問に賢治は「あの頃は

中学校だけで終わらされるのかと思ったし、そんなら

勉強したってつまらないと思って、ただ義務的にやっ

ていたのす」60)と答えたと述べている。長男である賢

治が家業を継ぐことは既定のことであり、学問は必要

ないと家族は考えていた。希望する上級学校への進学

を許されず、賢治は自暴自棄になって学業を放棄した

とも考えられる。 
福島は賢治を周期性性格と診断し、生涯のあいだに、

躁とうつの気分の波を体験したと捉えている。賢治の

成績の低下は、「賢治はかなり前から『脳が悪い』とい

う感じに悩まされていた」61)と述べている。つまり、

うつのファーゼの前駆症状のために、勉強ができなか

ったと考えている。しかし、賢治は勉強以外のことに

は熱中している。前駆症状であるならば、全般的な活

動が低下するのではないだろうか。家業を継ぐために、

自由に進路を選択することが許されない閉塞感の中で、

抑うつ的な状態に陥ったのではないだろうか。この時

期に賢治が作った短歌には、精神的な危機が伺える。 
 
褐色のひとみの奥に何やらん 

悪しきをひそめてわれを見る牛 （歌稿Ａ35） 
 

ブリキ鑵がはら〔だヽ〕しげにわれをにらむ 
つめたき冬の夕暮れのこと  （歌稿Ａ59） 

 
 西ぞらのきんの一つ目うらめしく 

われをながめてつとしづむなり （歌稿Ａ69） 
 

うしろよりにらむものありうしろより 
われらをにらむ青きものあり （歌稿Ａ79） 
 

 どの句にも自分を見つめる存在が詠まれている。し

かも、彼を見つめるものは「牛」「ブリキ鑵」「きんの

一つ目」「青きもの」等、人間以外の存在である。そし

て、その視線は、「悪しきをひそめて」いたり、「恨め

しくながめたり」「睨んだり」と、あたかも賢治を非難

するかのようなものであり、その視線を過剰に意識し

ていることが伺える。青年期には自意識が高まり、他

人の視線、すなわち評価を気にする傾向が見られる。

視線恐怖の好発年齢も青年期であり、多くは成人にな

ると、軽減する。賢治の場合、人間以外の視線を被害

的に感じており、敏感さや不安が伺える。福島はこの

前後の短歌から「当時の賢治にはまなざし（注察妄想）

や妄想気分ともいうべき幻覚意識が存在した」62)と考

察している。いつも何かから見られているという感覚

に脅かされていれば、落ち着いて勉強ができなかった

であろう。 
中学時代、賢治は進学の希望がかなわない中で、学

業への興味を失い、教師への反抗やいたずらでうさ晴

らしをしていたようだ。また、宗教や哲学への興味や

短歌制作を通して、自らの内面を探求するようになっ

た。一方、父親への反抗は抑圧される傾向にあった。

家業への嫌悪と先の見えない不安の中で、賢治は不安
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定になり、他者からの視線にさらされるという精神的

な危機を経験したと考えられる。 
（２）中学卒業後の危機―家業をめぐる葛藤 
①アイデンティティの拡散 
中学卒業後、賢治は岩手病院に入院して肥厚性鼻炎

の手術を受けるが、高熱が続き、擬似チフスの疑いが

もたれる。そして、付き添った父は、腹部に腫れ物が

でき治療を受ける。その時の詠んだ短歌は病院の歌と

されている。その中に次のような歌がある。 
 
赤きぼろきれは今日ものどにぶらさがり 

かなしきいさかひを父と又す （歌稿Ａ115） 
 

賢治は父と言い争ったようだが、それを「かなしき

いさかひ」ととらえているのは、病気を感染させたと

いう父への負い目、罪悪感があったのだろう。また、

病に苦しみ、将来に希望も持てず、思うようにならな

い苛立ちを八つ当たりのように父にぶつけてしまった

とも考えられる。 
その頃の短歌には身体、特に頭の違和感を詠ったも

のがある。 
 

 わがあたまときどきわれにきちがひの 
つめたき天を見することもあり  （歌稿Ａ134） 

 
なにの為に物を食ふらんそらは熱病 

馬はほふられわれは脳病  （歌稿Ａ162）   
 
わなゝきのあたまのなかに白き空 
うごかずうごかずさみだれに入る （歌稿Ａ164） 

 
ぼんやりと脳もからだもうす白く 

消え行くことの近くあるらし  （歌稿Ａ165） 
 

あかまなこふしいと多きいきものが 
藻とむらがりて脳をはねあるく （歌稿Ａ166）  

 
物はみなさかだちをせよそらはかく曇りて 

われの脳をいためる （歌稿Ａ167）  
 
 賢治の歌から、脳やからだが消えていく感覚や気味

の悪い多数の生き物が脳を跳ね歩いたり、脳をいため

るという幻覚のような体験があったことが伺える。福

島は歌稿Ａ134 の短歌について「賢治がときどき＜日

常の世界＞とは別の、＜非日常の世界＞を知覚してい

たことを示唆するもので、明らかに幻覚体験を歌った

ものと思われる」と述べている。また、歌稿Ａ166 に

ついて「体感幻覚とかセネストパチーと呼ばれる幻覚

であることはあきらかである」63)と述べ、賢治に統合

失調症者やてんかん患者や躁うつ病者と同様な体験が

あったと指摘している。 
 賢治が精神的に追い詰められた理由として、居場所

がないという問題が考えられる。中学在学中は中学生

というアイデンティティがあったが、卒業と同時に失

ってしまい、何者でもないという状態にある。しかも、

進学も仕事も決まっておらず、社会との接点も失って

いる。次のような短歌に賢治の気持ちが表れている。 
 
 学校の志望はすてぬ木々の青 

弱りたる目にしみるころかな （歌稿Ａ86）  
友だちの入学試験近からん 
われはやみたれば小さきユリ堀る （歌稿Ａ145）  

 
 職業なきをまことかなしく 

墓山の麦の騒ぎをじつと聞きゐたれ（歌稿Ａ150） 
 
われもまた日雇となりて桑つまん 

稼がばあたま癒えんとも知れず （歌稿Ａ177）  
 
上級学校への志望がかなわないこと、職がないこと

の悲しさが詠まれているが、その背景には何者でもな

いことの不安がある。青年期にはアイデンティティを

模索し、確立することが大きな課題となる。模索の間

はモラトリアムとして、社会的責任や義務を猶予され

る。中学生の間は、賢治も周囲もモラトリアム状態に

あることを容認していただろう。しかし、卒業後は、

進路の選択が大きな課題となる。何者でもない状態は

不安定であり、自分を見失うことにもつながる。長男

である賢治は家業を継ぐことが既定路線となっていた

が、家業を嫌悪しており、傾倒することができなかっ

た。賢治は将来の見通しがつかない八方塞がりの中に

いたのである。Erikson は「一般に若い人々を混乱さ

せるのは、そもそも職業的同一性を決めることが不可

能なことである」64)と述べている。 
このような点から、賢治の精神的危機はアイデンテ

ィティ拡散の状態に陥ったためではないかと考えられ

る。アイデンティティ拡散は、進路や職業を選択した

り、決断しなければならない状況に立たされた時に、

自らの責任で決定できず、回避しようとすることを契

機に起きる。急速に同一性の混乱と退行を引き起こし、

自分がかかわっている状況に適切な対応ができなくな

り、ますます自分を見失っていくことになる。さらに、

変化する状況の中で私が私自身であり続けることがで

きなくなり、自己像が断片化し、心の統合的な中心性

を喪失してしまう。同一性の混乱と喪失が極度に達し、

自我境界がくずれ去ったとき、世界没落体験のような
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状態に陥ることがある 65）。賢治も職業選択に迫られ、

危機的状況に陥ったと考えられる。 
②失恋体験 
賢治は入院中に看護婦に恋をし、結婚を考えるが、

若すぎると親から反対される。この恋愛が賢治の一方

的な片思いであったとする説と相思相愛だったという

説とがあるが、賢治の初恋は成就することなく終わっ

てしまった。 
青年期には身体の成熟、性への目覚めの中で異性や

恋愛への関心が高まる。恋愛は今までの世界を一変さ

せる程、大きな衝撃として体験される。それによって、

親からの心理的距離感が広がり、自立へと推し進める

役割を持つ。賢治は八方塞の中で結婚により、一気に

自立することを望んだのではないだろうか。親に反対

され、望みが絶たれたことは、さらなる打撃を賢治に

与えただろう。 
現代とは異なり、自由な恋愛は許容されず、親の決

めた相手と結婚するのが一般的であった時代である。

親の反対を押し切って結婚した場合、民法では戸籍か

ら排除されることもあった。失恋とともに親の力が偉

大なこと、その影響力から逃れられないことも賢治を

苦しめたのではないだろうか。 
退院した賢治は憂鬱な日常の中で看護婦に焦れたり、

家業の店番、母の養蚕の手伝い等をしていた。家業へ

の嫌悪とともにますます進学の念が強くなり、ノイロ

ーゼ状態となり、父も賢治の前途を憂え、家業そのも

のの転向も考慮し、盛岡高等農林学校の受験を許可し

た。その後、賢治は猛勉強をし、高等農林に首席で合

格する。 
賢治は職業の選択をしなければならない状況を回避

しようとしたために、アイデンティティ拡散による精

神的危機に陥った。しかし、進学により責任や義務を

猶予することのできるモラトリアム期間を与えられ、

結論を先延ばしするこができるようになったために、

精神状態の危機から脱却することができ、精神的な安

定がもたらされたと考えられる。 
 

（３）盛岡高等農林学校時代―生き方の模索 
①性役割について 
 19 歳で盛岡高農に入学した賢治は、寮の同室の高橋

秀松と親しくなった。秀松は「妹敏子さんが目白の女

子大から一週間に必ず一度の消息をよこすと私の目の

前で開き読み合う。ここに三人の兄妹が出来上がった」

66)と述べているように、親密な付き合いがあったと考

えられる。賢治も秀松には本音を語ることができたの

だろう。夏休み、「私の町は汚い町であります。私の家

も亦その中の一分子でありますから尤もなことになり

ます」（書簡９）と書き送っている。賢治が故郷を嫌い、

宮澤家を批判的に見ていたことが伺える。 
 3 月に京都・奈良方面へ修学旅行に出かけた賢治は、

高松宛の書簡で「この旅行の終わりの頃のたよりなさ

淋しさと云つたら仕方ありませんでした。（略）東京の

空も白く仙台のそらも白くなつかしいアンモン介や月

長石やの中にあつたし胸は踊らず旅労れに鋭くなった

神経には何を見てもはたはたとゆらめいて涙ぐまれま

した。（略）仙台の停車場で私は三時間半分睡り半分泣

いてゐました。宅へ帰つてやうやう雪のひかりに平常

になつたやうです」（書簡 15）と、賢治が感傷的にな

っている様子を伝えている。青年期は感傷に浸りやす

いが、何を見ても涙ぐんだり、半分睡り、半分泣いて

いる姿は、男性的とは言えず、女性的であると感じら

れる。高等農林の後輩、山中泰助は「見るからに温厚

な方で東北人特有の如何にも親切な人でどちらかと云

えば女性的な感じの人」67)と賢治を評している。また、

後輩の末永延寿は盲腸で入院した時、「左程親しい間柄

でもないのに宮澤氏は私の病室を見舞って呉れ、慰め

励まして呉れるという、真の兄のような友情の持ち主

で親切味の豊かな人であった」68)と述べている。やさ

しく他者に配慮する賢治は、女性的であり、母性的で

すらあったと考えられる。 
 青年期は自分の性別を受け入れ、性役割を確立して

いくことが求められる。一般的には、青年は周囲の大

人、特に同性の親をモデルとして性役割同一性を確立

していく。賢治の父は、前述したように母性的な愛情

を示し、父性性に欠ける面があった。賢治が父をモデ

ルとして男性性を確立しようとすれば、温厚さ、優し

さ、親切というようなどちらかと言えば、女性的な男

性になっていったであろう。父に同一化したからこそ、

父のように母性的な細やかな愛情を後輩に示すことに

なったと考えられる。 
 
②親友との出会い 
 2 年生になり、賢治は後輩の保阪嘉内と親しくなる。

2 人は趣味の文学で共鳴しあい、友情を深めていった。

3 年生の時には他の仲間とともに、同人誌『アザリア』

を創刊し、賢治は短歌や短編を発表した。盛岡中学時

代の友人阿部は「謙遜で内気な彼は、めったに校友会

雑誌などへも投稿したことはなかった」69)と言い、中

学校時代短歌を作っていたことも知らなかったと回想

している。賢治は作品を公表することに恥ずかしさや

ためらいがあり、また、自信もなかったのではないか。

そのような賢治が始めて自分の作品を公表したのであ

る。この変化には保阪の存在が大きかったと考えられ

る。保阪が賢治の作品を認めてくれたから、公表する

ことができたのではないだろうか。菅原は「嘉内出現

は賢治の心を大きく捉えた。新鮮で見知らぬ文化の匂
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いを持った友への接近が賢治を少しずつ変えていった

のだ。それはまず自分だけの短歌創作が、仲間を得て

合評しあう文芸活動へと発展したことをみれば察せら

れる」70)と述べている。 
 青年期には同世代の同性の親友の存在が重要となる。

親から分離する過程で不安を支えたり、悩みを共有し

たり、お互いに自我理想として影響し合うことで、青

年の成長を促進することになる。賢治も親友である嘉

内に支えられ、一歩を踏み出すことができたのだろう。

そして、文学を通してお互い切磋琢磨していったので

はないだろうか。 
 
③東京への憧憬 

2 年生の夏休み、賢治は祖父と母が病気療養中にも

かかわらず、独逸語講習を受講するために東京へ出む

いた。高橋宛の手紙には「私は母と一緒に温泉でも行

けば母も心丈夫に思ふし、暑い所に出て行つてどうと

かの心配もないしそれに加ふるに祖父の機嫌が好いし

非常に明るくなるのです。（中略）そして母はよくなつ

て床の上に座れるやうになりました。とにかく出て来

たのです」（書簡 17）とある。母の病気や家族の思惑

を分かった上で、それを振り切っての上京であった。

それ程、上京したいという思いが強かったのであろう。 
後年、トシが病気になったと時と比較すると、賢治

の母に対する態度は冷たい。賢治は入院したトシに付

き添って看病しているし、トシの病気を知ると、家出

中にもかかわらず、家に戻っている。しかし、母の場

合、まだ病気療養中であるにもかかわらず、自分の勉

強のために上京している。前述したように、賢治が入

院した時には父が付き添い、母は看病をしていない。

賢治は母を看病することに抵抗があり、勉強を理由に

看病を回避したのではないだろうか。このエピソード

からも、賢治が母に対して複雑な思いを抱いていたこ

とが伺える。 
青年が自立していくためには、母からの心理的な離

乳が必要である。それは、時には暴力的であったり、

破壊的であったりする場合もある。賢治が病気の母を

置いて上京するという行動は、心理的な離乳のために

必要だったのかもしれない。しかし、ためらいもあっ

たに違いない。「汽車の中で恐らくは他の土方の監督や

ら踏切を過ぎる音等をまどろみの中で母や妹の声に聞

いたでせう」（書簡 17）と書いている。病気の母を置

いて出てきた後ろめたさが罪悪感を生じさせ、汽車の

中で母や妹の声が聞こえるような気がしたのであろう。 
それ程、賢治は東京に憧れていた。親友の嘉内宛て

の手紙（書簡 19）の中の短歌には、東京への思いが伺

える。 
 

するが台雨に錆たるブロンズの 
円屋根に立つ朝のよろこび （歌稿 A133） 

霧雨のニコライ堂の屋根ばかり 
 なつかしきものはまたとあらざり （歌稿 A134）  
 

 かくてわれ東京の底に澱めりと 
   つくづく思へな空のゆかしさ （歌稿 A137） 

 
 いずれも東京にいる喜びを詠っている。翌年、家の

用事で上京した時には、保阪宛の手紙に「東京へ来る

と神経が鋭くなつて何を見てもはつとなみだぐみま

す」（書簡 28）と書いている。 
大正時代、賢治だけではなく、モダンな都市、東京

への憧憬が、地方の若者には強かったようだ。長山靖

生は「上京学生にとって、帝都は何よりも、消費と祝

祭の空間だった。（中略）毎日が祭りのように見える。

この街でふつうに生きることは、地方人にとっては躁

状態で生きるということに他ならない」71)と述べてい

る。刺激の乏しい地方での生活とは比べようもない東

京の都市空間で、賢治は様々な刺激を受けて神経過敏

になったのだろう。 
後述するが、賢治は東京で暮らして勉強したり、仕

事をしたいと望んでいた。賢治が「私の町は汚い町で

あります」（書簡９）と書いているように、故郷花巻や

故郷での退屈で窮屈な生活への嫌悪感があったのだろ

うし、故郷に埋もれたくないという思いもあったと考

えられる。 
 
④職業の模索 
妹トシは賢治が盛岡高農へ入学した年に、日本女子

大学に進学した。２人は頻繁に手紙のやり取りをし、

トシが賢治に悩みを相談することもあったようだ。ト

シからの手紙は残されていないが、賢治は「ソレカラ

色々利己的ダノト自分デ辯解シテ居ラレル様デスガソ

ンナ気兼ネハアマリセンデ好イデセウ 兎二角ニ何ト

云ツテモ結局ハ今ニミンナ一人前ニ成ル事ダカラツマ

ラヌ心配ハ要ラヌ事ト思ヒマス」（書簡 11）とトシに

書き送っている。この手紙で、賢治は「一人前になる」

ことは当然のことと考え、一人前になることに悩むこ

とは「つまらない心配」であると考えていたことが読

み取れる。中学卒業後、進路について悩み、ノイロー

ゼ状態になったのに、賢治は「一人前になる」ことを

簡単だと思っていたのだろうか。将来に対して安易に

考えていたとしか思えない。 
賢治が 2 年生の時には「私はまあ、大低学校を出て

からの仕事も見当もつきました―則ち木材の乾溜、製

油、製薬の様な就れと云へば工業の様な仕事で充分自

信もあり又趣味もあることです」（書簡 30）と、トシ
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に将来の方針を書いている。賢治は自信満々である。

しかし、賢治は盛岡高農で農芸化学を学んでおり、工

業の勉強をした訳ではない。見当がついたとはいえ、

3 種類の仕事をあげ、しかも「工業の様な仕事」と曖

昧であり、具体策もなく実現できるかどうか危ういも

のである。自信となる根拠があるとは思われず、現実

から遊離している机上の考えと言える。20 歳の若者と

して、夢や希望を持ち、それを実現するために努力す

ることは望ましいことではあるが、賢治は現実を十分

見つめることなく、将来を夢見ていたと考えられる。 
高等農林に在学するモラトリアム期間に、賢治は勉

学に励み、文学を通して親友ができたり、さまざまな

模索を通して自己を確立していったと考えられる。し

かし、職業についての模索は十分とは言えず、現実的

な将来の方針を確立することができなかったと捉える

ことができる。 
 

（４）卒業後の進路をめぐっての父との対立 
①関教授との関係 
卒業を前に賢治は主任教授の関豊太郎から、研究生

として学校に残るよう打診を受ける。関は助手として

土性・地質調査に当たらせ、実験指導補助の身分を保

証し、将来は助教授に推す用意を持っていたと言う。

関は気難しかったが、賢治のことは気に入っており、

同級生の西村清助は「変人の関教授が目の中に入れて

も痛くないと云う程賢治をかわいがつていたようであ

る」72)と述べている。大谷良之によれば、関の土壌学

の試験を賢治は英語で答案を書き、関が教室で満点を

やったと言ったというエピソードも残っている 73)。
また、卒業論文も関の指導を受けたが、「先生につくも

のがないから僕がついた」74)と賢治はもらしていた。 
賢治は自分を認めてくれる関に対して、それに応え

る努力はしたり、配慮したりしたようであるが、関が

見込んで期待したほど、学問への興味や関心があった

わけではなかった。このことからも、賢治の進学希望

は、勉強したいというよりも、家業を継ぐことからの

回避という意味が強かったことが伺える。 
 

②実業と宗教をめぐる葛藤 
学問の道へ進むよりも、トシ宛の手紙にあったよう

に、実業の道を志していたので、賢治は研究生になる

つもりはなかった。 
進路をめぐって賢治は父と対立することになる。父

は第一次世界大戦のさなかでもあり、賢治が徴兵され

ることを恐れ、徴兵が延期される研究生として学校に

残ることを薦めた。賢治は「研究科には残り候とも土

性の調査のみにては将来実業に入る為には殆んど仕方

なく農場、開墾等ならば兎に角差当たり化学工業的方

面に向ふには全く別方面の事に有之候」（書簡 43）と

父の勧めに抵抗を示した。賢治は具体的には飴製造業、

沃度製造或は海草灰の製造、木材乾溜乃至は炭焼業を

目論んでおり、研究生として勉強するメリットを見出

せないし、徴兵検査の延期も望まないと父に訴えた。

ところが、次の日の手紙には、法華経の行人として学

び、働いて自活しながら布教をするという生き方を望

むと書いたり、小さな工場で独身のまま仕事と勉強が

したいと書いたり、「本日も究めて不整頓ながら色々御

願申し上げ候」（書簡 44）と書いている。このように

方針が定まらないのは、賢治自身、揺れ動いており、

将来像を明確に描くことができずに混乱していたから

であろう。 
賢治が法華経と出会ったのは、18 歳の時であった。

中学を卒業後、将来のことで悩んでいた時期に、父か

ら与えられた島地大等編『漢和対照 妙法蓮経』を読

んで感動を受け、生涯の信仰を定めたと言われている。

しかし、その後も浄土真宗の講話を熱心に聞いたり、

曹洞宗の報恩寺で座禅を行ったりしているので、仏教

への関心のひとつだったのかもしれない。この父宛の

手紙の中で信仰の道を歩きたいと始めて明らかにして

いる。しかし、直ちに出家する覚悟はできておらず、

まずは自活して勉強すると言う。実業か信仰のどちら

を選ぶのか、あるいは両立させていくのかを賢治は悩

んでいたと考えられる。 
父は実業家ではあったが、信仰に篤い人であった。

妹シゲが「お父さんも、宗教家であると同時に大実業

家になりたいところもありました」75)と述べているよ

うに、実業と宗教という２つの道を、父も両立させよ

うとしてきたのである。しかし、賢治は家業を貧しい

農民から搾取して成り立っていると受け止めていたの

で、家業は人々を救う宗教とは対立するものと感じて

いたのではないだろうか。あるいは、父がそうして儲

けたお金で宗教講習会を開くことを偽善的と受け取っ

たのではないだろうか。父の中の矛盾や欺瞞を賢治は

敏感に感じ取っていたと考えられる。吉田は宮澤家の

中に転換期の花巻商人の家庭が持った「職業倫理」（＝

社会的責任）や慈善精神への芽生えを指摘し、「賢治は

この＜転換期の時代＞の「商人宗教（＝近代浄土真宗）」

がもつ社会的使命を過剰に担うべく周囲からも期待さ

れ、自らもそう運命づけていった＜倫理の申し子＞だ

ったといって良かろう」76)と述べている。父のように

宗教と実業を両立することも難しく、どちらかを選択

することもできず、賢治は進路の選択に直面して混乱

を引き起こしたと考えられる。 
賢治は「二度も死ぬ迠の病気にて殊に伝染病等に罹

り色々とご心配合相掛け候のみか父上迠も御感染なさ

れ今に至るまで腸に病残られ候事など只今とても高等
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の学校に入るのみならず他の生徒にては思ふに任せぬ

書籍など迠求め得て何の不足ありて色々御諭しに逆ら

ひ候や 信ずる所父上と異らばたゞ泣きてこそあるべ

きに却て怒りを致し候事など就れは前生の因縁ある事

と存じ候へども兎角父上と相近ければ様々な反感のみ

起し候 誠に誠に情无く帰盛の後、また逆らひ候後と

ても絶ず之を思ひ候」(書簡 44)と父への恩は感じるが、

信じることが異なるために反感を感じると述べ、その

理由として前世の因縁をあげている。前世の因縁であ

れば、父が悪いわけでも、賢治が悪いわけでもないが、

どうにも動かし難いものである。それ程、賢治にとっ

て父との間の溝は埋めがたいものだということなのだ

ろうか。 
それでも、「元来小生の只今の信も思想も父上の範囲

を出て申さず書籍とてもみな父上の読み候もののみを

後にて拾ひ読み候のみに御座候 父上は従来小生の極

端なる立場にあるときは常に一方の極端なる立場に立

たれ自ら悪者ともなりて間違ひなき様導き下され候事

誠に有難く存じ居り候」（書簡 44）と書いている。賢

治は父の指導を有難く思う一方で、父の支配を疎まし

く思い、そこから脱け出したいという気持も強かった

と考えられる。 
一方、母には「母上とては尚祖父様祖母様の御看病

を初め随分と御肝難下され如何にもしても少し明るく

ゆつくりしたる暇をも作り上げ申さんと中学一年の時

より之を忘れたる事は御座なく候へども何か言へば母

上を困らす様なる事のみにて何とも何とも自分の癖の

悪くひがみ勝ちなるには呆れ奉り候」（書簡 44）と書

き、忙しく働く母を休ませたいと思いながら、困らせ

る理由を自分の性格に帰している。母には素直に自分

の非を認めており、自分のことを理解し、許して欲し

いという甘えが伺える。 
６日後の父宛の手紙では、賢治は「お蔭にてあちこ

ちに満足に進行致し殊に小生は自由に研究も手伝も為

し得る訳にて誠に有り難くお礼申し上げ候」（書簡 45）
と研究生となることを喜びともに知らせている。この

間に関教授と将来のために工業化学や林産製造の勉強

もできるという約束をしたと手紙に書かれてはいるが、

賢治の気持がなぜ変化したのかを示す資料はない。結

局、賢治は父の勧めに従って研究生となる決心をする。

しかし、徴兵に関しては、手続きをして欲しいと頼ん

でいる。一旦、３月に家に戻り、父と話し合った時に、

徴兵検査の延期に傾きかけたが、翌日の手紙には「昨

日一度は就れなりとも御任せ致し候へども実はあれよ

り帰盛の途中又只今に至るまで誠に誠に心苦しく到底

之の様子にては自由に研究も郡への奉公も致し兼ね

候」（書簡 48）と心の揺れを書いている。父は研究生

として学問を修めることを勧めたわけではなく、徴兵

延期をもくろんでいたのであり、賢治は父の本来の意

向を受け入れることは拒否したのである。 
 賢治は研究生になることを受け入れた。賢治自身も

自分の進むべき道が明確ではなかったかし、父の反対

を押し切ってまで、自分の進路を主張し、切り開いて

いくこともできなかったのだろう。その一方で、父の

本来の目的であった徴兵の延期についてはあくまでも

拒否の姿勢を貫いたことは、父に屈服せずに賢治が自

らの自立性を保ったことになる。 
 
③保阪との関係 
この時期に保阪が除籍処分を受けるという事件が起

きた。『アザリア』に掲載した保阪の文章が虚無思想と

して学校で問題になったという。賢治は保阪の処分に

心を痛め、自分も退学しようとした。妹シゲは「突然

帰宅した兄がただならぬ気色で学校を辞めると言ひ張

って父をはじめ私達を驚かせました。お友達一人丈け

を退学にさせておけないといふ事で今先生方全部の会

合の中で何かを宣言して来た様子でした」77)と述べて

いる。結局、賢治は無事卒業し、保阪に「今度は私な

どは卒業してしまひ、あなたはこの様な事になり、何

とも御申し訳ありません」（書簡 50）と書いている。

賢治は手紙で傷心の保阪を懸命に慰め励まそうとした。

その一方で、「どうかどうか私の様なものを御捨て下さ

らず諸共に一心に他念なく如来第一義を解し奉る為に

修行をして参りませう」（書簡 49）と嘉内に見捨てら

れることを心配し、法華経の教えを薦め、一緒の道を

歩むよう頼んでいる。除籍処分を受けた保阪はショッ

クを受け、暗澹たる思いだったろうし、自分のことで

精一杯だったに違いない。賢治は保阪の気持を推量り、

保阪を支える方向には動かず、自分の不安を語り、自

分の信じる宗教を押し付けようとした。賢治の一途さ

は理解できるが、他者への配慮に欠けていると言わざ

るを得ない。それ程、保阪が離れていくのではないか、

自分を見捨てるのではないかという不安が強かったと

考えられる。 
  
（５）研究生時代―仕事への葛藤 
①父への依存 
紆余曲折を経て、22 歳の賢治は研究生となり、土性

調査のために歩き回る。同級生の工藤又治宛の手紙に

は調査の状況が記されている。そして、背嚢から薄荷

糖がつまった見慣れぬ容器を見つけ、「コレハ私ノ父ガ

入レテオイタノデス。私ハ後ニ兵隊ニデモ行ッテ戦ニ

デモ出タラコンナ事ヲ思ヒ出スダラウト思ヒマス」（書

簡 54）と書いている。知らぬ間に入っていた薄荷糖を

父が入れてくれたと確信したのは、これまでにも父が

このような細やかな配慮をしたからであろう。このよ
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うな愛情の示し方は、子どもにならともかく、大人と

なった息子に必要なのだろうか。賢治も父の心使いを

疎ましく思うこともなく、感謝している。細やかな愛

情を示す父とそれを有難く受け入れる子の関係は、賢

治が 20 歳を過ぎても変わらなかった。 
また、「雨合羽は当地にて尋ね申すべく候間何卒御心

配下さらぬ様願上候」（書簡 65）とあり、３日後の手

紙に「防水マント金七円にて求め候間何卒花巻にては

御心配下さらぬ様奉願候」（書簡 66）と書いている。

父が旅先で雨に濡れないよう、雨合羽の心配をしたの

だろう。矢幡は健康に細かく注意を払うことが、宮澤

家の家風となっており、賢治の父が相当の心配性であ

ったことを指摘し、「ふり切ろうとしても、細々とした

心配でまとわりつき、干渉しようとする母性的父親」

78)と述べている。しかし、この時点では父が賢治の身

を心配し、過剰なまでの配慮をすることを賢治は拒否

せず、むしろ、有り難く思っている。それだけ、賢治

は父に依存していたと考えられる。 
特に、経済面では賢治は父に全面的に頼っていた。

５月に賢治は実験指導補助の辞令を貰うが、父宛の手

紙に「辞令に相当する様の仕事は致し兼ね候為且つ来

年学校に研究生として残り候人には右辞令与へざる由

（中略）誠に郡にも気の毒に御座候間何卒今回私の受

くる金額（多分百五十円）中半分或は百円をその人の

方へ廻す様に致したくと存知候（中略）私の方は郡よ

りは百二十円を限度として受くる様御許可願上候 依

て多分今学年中には百数十円御補助を仰ぐ様の事と相

成るべく候 いつまでも御迷惑のみ相掛け申し訳無之

次第に御座候」（書簡 65）と書いている。賢治は給費

に見合う仕事を行なう自信がないのか、給費を受け取

ることを躊躇している。役に立たなければならないと

いう観念が賢治を縛り、役立たないのではないかとい

う恐怖心があり、それを回避しようとしたのではない

だろうか。 
一方では父からお金を出して貰うことは、平気であ

った。申し訳ないとはいうものの、給費を受けて洋書

を買うことを父に報告している（書簡 66）。職に就い

ても、賢治は自活したり、初めての給料を両親や妹弟

のために使うという発想は全くなかったのだろう。さ

らに、本が欲しいこと、実験設備、試薬品を購入した

いので、60 円欲しいと父に無心し、これ以上は父に迷

惑をかけず、顕微鏡は自分で働いて買うと書いている

（書簡 67）。父は書物を購入するための出費は厭わな

かったようで、賢治は拒否されないと分かっていたか

ら、安心して無心ができたのであろう。父も本を読ん

でいれば、賢治の身は安全であり、心配することもな

いと考えただろうし、賢治をコントロールしたい父は、

金銭で賢治を思い通りにしようとしてのではないか。 

 
②仕事への懐疑 
 4 月に受けた徴兵検査で賢治は第二種乙と判定され、

兵役を免除された。父の反対を押し切ってまで受けた

検査で、兵役免除という結果になったことに賢治は屈

辱的な思いを抱いたのではないだろうか。 
5 月頃、賢治は次の様な短歌を制作している。 
 
いづくにも不平はみちぬそがなかに 

何をもとむるわがこゝろぞも （歌稿Ａ661） 
 
 賢治は経済的にも恵まれ、助手という仕事も得て人

も羨む存在であることは、賢治自身も分かっている。

それでも、満たされぬ思い、現状に満足できない気持

が描かれている。「何をもとむるわがこゝろ」と詠んで

いるように、賢治は自分のやりたい仕事を見出せず、

自分探しを続けており、まだアイデンティティを獲得

することができなかった。 
賢治は６月の下旬には仕事を辞めることを考えるよ

うになった。父に仕事が忙しくて本を読んだり、自分

の研究ができない不満やこのままでは将来の仕事の準

備ができないこと、さらに「今年四月以来私の早く自

分の仕事に従事致し度き為か何分急ぎ候様の事のみ多

く分析等も充分心は入らず甚だしき失敗を致す事多く

御座候」と仕事の失敗で関に叱責されること、関に辞

職の相談をしたら、再考を求められたが、「本統は分析

等には余り適せず一人にて本を読みて考へて居る事

適なる由をも申され候」（書簡 71）と書いている。仕

事を辞めるための言い訳ばかりを並べ立てている。 
父は 2 ヶ月で音を上げる賢治に忍耐力が必要と諭し

たようで、次の手紙には「実は私も自分の忍耐力の少

き事は充分承知致し居り折角と気を付け候へども何分

にも今回の如き事を申し上ぐる様の程度に有之今後は

尚々覚悟を判然と致し随処みな忍辱の道場と心掛け候

間何卒御安心奉願候」と父の意見に従うと書いている

ものの、「何も仕事が苦しとは存じ申さず候。只無意味

なる事を致して心神を労らす事を堪え難く思ひたるの

みに御座候」（書簡 72）と仕事に意義が見出せない苦

しさを語っている。 
 賢治の不満は、将来の仕事と結びつかない仕事に意

義が見出せないことと、仕事が充分できずに関に叱ら

れることであった。前者は仕事のやりがいに関する問

題である。後に賢治が農民に目を向けて肥料設計を行

うようになった時には、土性調査が役立ったが、当時

の賢治は化学的な工場を立ち上げることを模索してい

たので、調査の意義が感じられなかったのも当然であ

ろう。 
父宛の手紙には、岩石、鉱物等を扱いたいと書いて
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いる（書簡 72）。賢治は中学生の頃、鉱物採集に夢中

になり、「石っこ賢さん」とあだ名をつけられたことが

あったが、その頃と同様、趣味への興味、関心が強く、

それを仕事と結び付けようとしている。賢治は自分の

気が進まないことは、勉強でも仕事でもやりたがらな

いが、その一方、好きなことには夢中になる。自分の

好きなことを仕事として成立させている人は、一部の

恵まれた人であろう。大多数の人は、仕事は仕事と割

り切り、余暇に趣味を楽しんでいるのではないか。そ

の中でも、自分なりに仕事の意義を見出していくので

はないだろうか。賢治は妥協できず、生きがいのもて

る仕事を模索しようとしていた。 
もう一方の問題は、関との関係である。今まで自分

を可愛がって評価してくれていた関に叱られたことは、

否定され、見捨てられるような不安を呼び起こしたの

ではないだろうか。そして、見捨てられる前に自分の

方から関を見捨ててやろうと思ったのではないだろう

か。自分を全て受け入れてくれることを相手に求め、

それがかなわないと感じると、相手に攻撃的になった

り、切り捨ててしまうという対人関係のパターンが、

賢治の特徴であったと考えられる。 
 
③病気による回避 
 ７月になり、胃の近くに痛みを感じた賢治は病院を

受診する。「左の方少しく悪き様にて今別段に水の溜れ

るとか云ふ事はなきも山を歩くことなどは止めよとの

事」（書簡 77）と父に報告する。手紙では肋膜という

診断が明確にされたかどうか明らかではない。他の医

師の診察では「只今は決して悪しと云ふことなきも殊

によれば罹るやも知れず薬は矢張用ふる様且つ山へ行

く前には必ず見て貰ふ様（中略）只今の分析は差支な

しとの事」と言う。しかし、仕事を辞めたい賢治には、

身体的な病気という大義名分ができたわけである。今

年一年は分析と山の調査に専心して勉強を控えるとは

言うものの、「到々私も弱みを生じ終り候 就れ来春よ

りは気仙郡あたりにても静なる仕事に従事致したくと

専ら願ひ居り候」と書いている。 
 父母もショックを受けたに違いない。校本によれば

「賢治の憂慮するべき状態に父は苦しみ、早く土性調

査を打ちきらせ、学校をやめさせて家にもどし、静養

かたがた家業を見るということにしたい、と考える」

79)とある。賢治の健康に気を配る心配性の父なら、当

然の配慮であろう。実際に賢治を家に呼び戻したよう

である。盛岡高農の後輩の河本から保阪に宛てた手紙

には、「宮澤氏は肋膜にて実家に帰った。私のいのちも

あと十五年はあるまいと。淋しい、限りなく淋しいひ

びきを持った言葉を残して汽車に乗った」80)と記され

ている。この予感は後に現実のものとなるが、その当

時は家で療養した結果、賢治は回復に向う。７月 17
日の保阪宛の手紙に「私は先日肋膜が悪いと云はれて

居ましたが今はすっかり治りました」（書簡 78）と書

いている。しかし、仕事は辞める方向に動き、7 月 20
日の父宛の手紙には、学校退学の意向を関に伝えたこ

とを伝えている（書簡 80）。 
 賢治は病気を理由に仕事を辞めることができた。福

島は「医師たちの診断もはっきしりないし、その後の

十年間、かなり無理をしながら三十二歳まで賢治が発

病しなかったのが不思議である。そこで、このいくつ

かの愁訴はむしろ気分的なもの、メランコリーの前駆

期によくみられる心気念慮・不全感ではないかと推測

される」81)と述べている。福島の指摘のように病気が

心気的なものであるならば、賢治は仕事を負担に感じ

ながら、辞めることもかなわない状況の中で身体的な

症状を出すことで、精神的な危機を回避したとも解釈

できる。 
 
（６）辞職後の危機と職業の模索 
①アイデンティティの拡散による危機 
結局、8 月 24 日に願いにより実験指導補助を解かれ

る。賢治は気の進まない仕事からは自由になれたもの

の無職となり、自分の進路に悩むことになった。保阪

宛ての手紙では「先づ私はこれから先に、何の仕事を

しなければならないと云ふ約束を持たない事になりま

した。けれどもこれは又苦しいことです。私は何もで

きないのです。（中略）それでもやつぱり稼ぎたくて仕

方がないのです。毎日八時間も十時間も勉強はしてゐ

ます。がこれは何だか私にはこのごろ空虚に感じます」

（書簡 83a）と、何者でもない、何もできない苦しみ

を述べている。賢治は、長男として家業を継ぐことも

嫌だし、その才能もないので、会社組織にしてもらい、

雇用して貰うことを考えたり、35 歳までは働いて後は

自由にして貰いたい、出家はしないが、勉強したり行

脚に出たいなどと書いている。気持も落ち込んでいて、

「私の様に落ちぶれる手筈ならば農学校等は入らなく

ともよかった」と悲観的なことを書いている。将来の

方向性が見えない中で賢治は自虐的になっていたのだ

ろう。 
９月には残りの調査を終え、家業の手伝いを始める

が、10 月になると精神的に危機的な状態に陥る。保阪

宛ての手紙には「私の世界に黒い河が速にながれ、沢

山の死人と青い生きた人とがながれを下って行きます

る。青人は長い手を出して烈しくもがきますがながれ

て行きます。青人は長い長い手をのばし前に流れる人

の足をつかみました。また髪の毛をつかみその人を溺

らして自分は前に進みました。あるものは怒りに身を

むしり早そのなかばを食ひました。溺れるものの怒り
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は黒い鉄の瓦斯となりその横を泳ぎ行くものをつゝみ

ます。流れる人が私かどうかはまだよくわかりません

がとにかくそのとほりに感じます」（書簡 89）と記し

ている。同じテーマで一連の短歌を詠み、「青びとなが

れ」としている。 
 
青じろき流れのなかを死人ながれ 

人々長きうでもて泳げり （歌稿 A681） 
 
 うしろなるひとは青うでさしのべて 
     前行くもののあしをつかめ （歌稿 A683） 
 
溺れ行く人のいかりは青黒き霧とながれて 

           人を灼くなり （歌稿 A684） 
 
何とも恐ろしいイメージである。賢治は「そのとほ

りに感じていている」と書いているので、想像による

世界というよりも、幻覚に近いものであったと考えら

れる。私の世界に流れる黒い河は、あちらとこちらを

分断する心の中の亀裂なのだろうか。あちらとことら

は生と死、意識と無意識、あるいは内的世界と外的世

界なのではないか。青人は生きているとはいえ、病人

あるいは死に近い存在なのではないだろうか。青人は

生き残るために仲間と争い、怒りをあらわにしながら、

流されて行く。流れる人は自分かどうかわからないと

言う。人を押しのけて行くというのは、賢治の生き方

とは相容れないものであるが、心の奥底にはこのよう

な気持が抑圧されていたのかもしれない。また、自分

かどうかわからないと言うのは、流される人であると

感じると同時に流れる人を見ている自分の視点を感じ

たからではないだろうか。このようなイメージは、自

我が崩壊する程の危険をはらんだ精神的な危機を表し

ていると言える。賢治が精神的な病へと移行していか

なかったのは、第三者的に状況を眺め、表現できる自

我の強さがあったからではないだろか。 
 
②トシの看病と東京での模索 
現実の賢治は家業を手伝いながら、自分の将来を模

索していた。妹トシから賢治に宛てた手紙には「大正

十年位までハゆるゆると御考へを練らるゝ事に賛成申

し上げ候 とにもかくにも真生活の方法と職業の一致

の外に望ましき生活法ハ考へられず候 一人一人も一

家もその天職を見出して之を遂げたくと折角ねが居り

候 現在の様な怠け者にてハ随分心細候へどもこの望

みの空なるものとハ思はれず候（中略）無責任な理想

を申し上げぐるならバ兄上様御自身の天職と一家の方

針とが一致する事が何よりも望まれ候 家族が必要な

援兵としてでなしに唯の足手まといとなる事ハお互ひ

に不本意なる事に御座候」82)と記されている。賢治は

3 年間職業について「ゆるゆる」と考えるつもりだっ

たのであろう。トシは賢治が天職を見出すこと、そし

てそれが「宮澤家の方針」との一致することを望んで

いる。「宮澤家の方針」とは、父の方針のことであろう。

つまり、父が認める職業を選択しなければ、家族の役

に立たない「只の足手まとい」になってしまうと考え、

自分のことを考えるのも大切だが、家族のことも考え

て職業を選ぶように勧めている。 
トシの進言は賢治に大きな影響を与えたと考えられ

る。数日後の保阪宛ての手紙には「今私が望む様には

東京へでも小工場を持つといふことは家として非常な

損ですし又当分は不可能です。又私一人、家にかゝは

りない私、箇人としてはさっぱりそんなもうけること

はしたくありませんししなくても畑の三段歩も耕して

ゐれば静に自分を完成していくことが出来るのです。

けれどもそれは私丈のことです。みんなの為を思ふな

らば先づ自分を完成しなければなりませんがその道 

方法は自分の為でもほかのひとの為でもいゝ訳だらう

と思ひました」（書簡 93）とある。私だけのことでは

なく、家のことも考えようとしているし、自分を完成

することは、自分の為でもあり、人の為でもあると考

えている。 
次の保阪宛ての手紙には「今わたくしは求めること

にしばらく労れ、しづかに明るい世界を追想してみま

した」と山へ登り、自然の美しさに感動するという不

思議な話を書いている（書簡 94）。そのイメージの一

部は「頂にいたり、一人の人は感激のあまり皮肉のあ

まりゲートルを首に巻きつけ、また強い風が吹いて来

て霧が早く早く過ぎ行きわたくしの眼球は風におしつ

けられて歪み、そのためかまたはそうでなく本統にか

白い空に灼熱の火花が湧き、すみやかに散り、風を恐

れる子供は私にすがりついたのでした」という眼球が

風に歪むという異常な感覚は、残っているものの、青

人の流れのような恐ろしさは感じられない。「わたくし

のきもちのよいことばかり書きました」と記されてお

り、イメージの世界も多少、明るくなってきたと考え

られる。 
年末にトシが入院したため、賢治は母と上京する。

年が明けてトシが小康状態になると、母は帰花し、賢

治が看病のために東京に残った。賢治は父が自分を看

病したように、トシを看病する。父に同一化できる役

割であり、父のように感染することもなく役割を果た

している。 
また、東京に滞在することは、賢治を活動的にする。

トシ看病の合間には図書館で調べ物をしたり、新しい

仕事を模索する。父宛の手紙では、「何卒私をこの儘当

地に於て職業に従事する様御許可願ひ度事に御座候」
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と頼み、宝石関係の仕事を提案している（書簡 131）。
その理由として、東京ならば商売が成り立つこと、東

京が暮らしやすいこと、仮に失敗しても無資本で色々

試みることが出来ること、家へ帰って店番をするのは

情けないこと等をあげている。賢治は家業も花巻とい

う町にも嫌悪感を抱き、東京に憧れ、東京に出て来た

かったのだろう。賢治は飾石、宝石の研磨、加工など

を行い、人造宝石の製造を立案し、必要な計画や資本

金等を考えて父に書き送っている（書簡 135、137）。
しかし、実業家としての父の目からは賢治の提案はあ

まりにも頼りなく、未知の職業の危険、労働力と経営

能力に対する不安から否定的であった。父がなかなか

許可をしないことに、賢治は苛立ち、「何卒私に落ちつ

きてまじめに働くべき仕事をご命令被成下度候。車の

後押にても純粋の百姓にても何にても宜しく候。又は

私に自由に働く事を御許し下され候や」（書簡 140）と

父に書き送っている。仕事を始めるのにも、父の資本

金を当てにしている賢治にとって、これが精一杯の抵

抗だったのであろう。 
 
③再度の精神的な危機 
結局、賢治は退院したトシとともに３月に帰花し、

その後は家業を手伝うことになった。同級生の成瀬金

太郎宛の手紙には「私は暗い生活をしてゐます。うす

くらがりのなかで遥に青空をのぞみ、飛びたちもがき

かなしんでゐます」（書簡 143）と苦しい胸の内を語っ

ている。保阪への手紙にも「私のうちは古着屋でまた

私は終日の労働に堪えないやうなみじめなからだな為

にあなたの様に潔い大気を呼吸して居りません（中略）

煮えきらないものは一生こんなことを苦に病んでゐな

ければなりません」（書簡 144）と自らの惨めさを記し

ている。 
次第に精神的にも追い詰められたようで、保阪宛て

の手紙には、「長い間ご無沙汰を致しました。それは私

があまりいそがしかったためです。からだがいそがし

いのではありません。けれども戦が一寸のひまも与へ

て呉れなかったのです。そして今もそうです。これか

れも勿論さうでせう。その戦は実に惨憺としてゐます。

今や私の心は紙魚に食はれた歌麿の錦絵のやうにまた

煤け果てたそれの様にこゝにこの輪郭が見えると考へ

てやっと慰めるのです」（書簡 152a）と記している。

戦いについては、「保坂さん。今日私の方の第一の関所

はすっかりこわされ、あやしい軍勢がすさまじく湧き

立って来ます。保坂さん。今日私の方の第二の関所は

すっかりこわされ、顔の漆黒な髪を被った軍勢は黒煙

のやうに押し寄せます。保阪さん。今日私の城はいつ

か地の底を掘って来た軍勢に充たされ私はある箱の中

に入って身をひそめてゐます」と述べている。軍勢は

「破れよ、ふみにぢれ、奪い去れ、引き裂け」等と叫

ぶ。軍勢に占領され、心の輪郭しか残っていないとい

うまさに危機的な状況である。福島はフロイトの自我

構造論との類似を指摘し、「ここで『城』に象徴されて

いるのは『自我』のイメージであり、あやしい軍勢は

無意識の領域に発する『イド』の衝動、特に攻撃性の

力を表現したものと考えられる。そして、賢治はフロ

イトの概念化より早く、後の精神分析学が『自我境界』

と呼んだものを『関所』として、まざまざと凝視して

いたのである」83)と述べている。自我機能が十分保た

れている場合、自我境界によって意識と無意識が分け

られており、無意識の内容が意識へと昇ってくれば、

検閲機能が働き、阻止すると考えられている。しかし、

自我機能が弱まり、「心の輪郭しか残っていない」様な

場合、無意識の内容が意識を圧倒し、自我を脅かすこ

とになる。まさに、自我の崩壊を招くような事態であ

る。それでも、賢治は「私を他人の様に考へて見る」

というように、自分の状況を客観的に書き記す力があ

った。また、「あの黒い軍勢に囲まれた小さな箱の中の

私にも唯一の道（中略）私はいまも数しらぬあやしい

ものの右から左前からうしろとはね飛ぶなかをおぼろ

に白い道をふみはてしもしらずはてしもしらぬかの大

城に向かつて行きます」と述べ、自分の殻に閉じこも

り、自分を守りながらも、希望を失わず、一筋の光明

を見出している。 
賢治は内的世界で忙しく戦っていたために、「私の生

活をよそから眺めたら実に静な怠けたものでせう」（書

簡 152a）と自ら述べるように、現実世界では何もでき

ないでいた。賢治の危機的状況を理解できない父は「き

さまは世間のこの苦しい中で農林の学校を出ながら何

のざまだ。何か考へろ。みんなのためになれ。（中略）

きさまはとうとう人生の第一義を忘れて邪道にふみ入

ったな」（書簡 154）と責める。賢治は「私は邪道を行

く。見よこの邪道者のすがた。学校でならったことは

もう糞くらへ」と開き直ったように記している。賢治

は幽霊にあやつられているように感じたり、死骸やあ

やしき蜘蛛が見えたりする。さらに「われはなし。す

べてはわれにして、われと云はるゝものにしてわれに

はあらず総ておのおのなり（中略）この舞台をわれと

名づくるものは名づけよ。名づけられたるが故にはじ

めの様は異らず。（中略）これがわれなりとは誰が証し

得るや」（書簡 154）と記している。自分が自分という

感じを失っていることが伺える。 
このような手紙を保阪は受け取ってどう思ったのだ

ろうか。「あなたはこんな手紙を読まされて気の毒な人

だ。その為に私は大分心持がよくなりました」（書簡

154）と賢治は書き送っている。保坂から賢治に宛て

た手紙は現存しないので、保阪がどのような返事を出
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したかは定かではないが、「あんなに破壊的な私の手紙

にも乱れずあなたの道を進むといふあなたを尊敬しま

す」（書簡 155）と賢治は記している。保阪は賢治の手

紙を受け止め、あまり動揺も示さなかったのだろう。

そして大正９年４月の保阪宛の手紙には「あなたの手

紙を見たらほんとうに心持が直りました」（書簡 162）
と書き、その理由として、保坂の像が見えていたが、

苦しいことのないことを感じたり、考えて見たら、像

が見えなくなり、明るいイメージが見えてきたという。

保坂の安定した対応はカウンセラーの様であり、賢治

の心の回復の一助となったのであろう。大正７年の手

紙にも「あなたはむかし、私の持ってゐた、人に対し

てのかなしい、やるせない心を知つて居られ、またじ

っと見つめて居られました」（書簡 102a）と書かれて

いる。賢治が自分の心を理解してもらっていると感じ

ている点もカウンセラーとして有能であったと考えら

れる。その後の手紙からは賢治が安定している様子が

伺える。 
賢治は仕事を辞めた後、精神的な危機的状況におち

いった。何者でもないという不安の中、アイデンティ

ティ拡散の状態に陥ったのではないだろうか。しかし、

トシの看病のために上京すると、活力を取り戻し、ア

イデンティティの模索を始める。結局、賢治の希望は

父によって否定され、再び危機的な状況に陥る。それ

でも、保阪の手紙が支えとなり、次第に危機から脱出

していったと考えられる。 
 
（７）国柱会入会と父との対立 
①宗教的アイデンティティの確立 
次第に賢治は元気になっていく。６月の保阪宛の手

紙には「私なんかこのごろは毎日ブリブリ憤ってばか

りゐます。何もしやくにさわる筈がさっぱりないので

すがどうした訳やら人のぼんやりした顔を見ると、

『えゝぐずぐずするない。』いかりがかっと燃えて身体

は酒精に入った様な気がします。（中略）確かにいかり

は気持が悪くありません。関さんがあゝおこるのも尤

もです。私は殆んど狂人にもなりさうなこの発作を機

械的にその本当の名称で呼び出し手を合わせます。人

間の世界の修羅の成仏。そして悦びにみちて頁を繰り

ます。本当にしっかりやりませうよ」（書簡 165）と書

き、「しっかりやりませう」と 21回も繰り返している。

大人しい賢治が人が変ったように怒ったり、檄を飛ば

している。 
賢治が変化した原因としては、日蓮宗への傾倒が考

えられる。大正９年 10 月、24 歳の賢治は日蓮正宗の

行動団体・国柱会に入会した。保阪には 12 月の手紙

で国柱会入会と創立者田中智学への忠誠を書いている

（書簡 177）。国柱会に入会することで、賢治は新たな

アイデンティティを獲得したと考えられる。西平直は

「もし、アイデンティティが同一性であり、一貫して

いることであるならば、信仰こそその たるものであ

る」84)と述べている。宗教的なアイデンティティを確

立したことが、賢治を安定させ、気持を高揚させたと

考えられる。 
 

②父との宗教上の対立 
賢治は花巻の町を題目を唱えながら歩くようになっ

た。保阪には父母の許しを得ていると書き送っている

が、実際には父は賢治の行動を苦々しく思っていた。

関は「寒い冬の夜上町通りを『南無妙蓮華経』と越え

たからかに唱題してくるのを聞いたとき、私たちは水

を浴びたように愕然としました。（中略）その時ちょう

ど賢治の父上が私の家に来ておられましたが、賢治の

そういう姿を見て舌打ちし、『困ったことをするもの

だ』といって眉根を暗くされました」85)と述べている。 
宗教をめぐって、父子の対立も激化し、２人はいち

いち経典をあげ、くり返し論じあい、イチや妹たちは

おろおろと嘆いたという。ある夜果てしない議論のう

ちに時が経ち、母娘に向かった政次郎は「聞いててひ

どかったろう（辛かったろう）。だが大事なことを言い

あったので喧嘩ではないのだからな」86)と涙を流した

ことがあると言う。 
賢治の父への反抗であった。父は熱心な仏教徒であ

り、妹シゲは「賢治さんもお父さんも両頭の蛇だと思

います。宗教の方なら、賢治に高僧になってもらいた

かったし、学問の方なら博士になってほしかったので

しょう。お父さんも、宗教家であると同時に大実業家

になりたいところもありました」87)と述べている。賢

治は実業家になることで、父に対抗しようとしたが、

彼の計画は父に認められず、否定されてしまった。つ

まり、実業の道では父に対抗することはできなかった

のである。もう一つの父のアイデンティティである仏

教に対して、賢治は反旗を翻して対抗したのである。 
賢治は何とか父を乗り越えたいと思い、その手段と

して宗教を選んだのではないだろうか。高山は「日蓮

宗への入信は、強すぎる父の影響から賢治が独立する

ための窮極の選択であり、ほとんど生活無能力者とい

うべき賢治が父の依存から脱け出せない現実を、信仰

の強烈さで優位に立つことによって転覆しようとする

試みだった」88)と述べている。しかも、賢治が日蓮宗

に傾倒するきっかけを作ったのは父であったし、父も

信仰の篤い仏教徒であったので、実業の問題のように

父が拒否することで決着がつくという問題ではなかっ

た。父に改宗を迫り、自分の信じる日蓮正宗の方が正

しいと認めさせようとするが、父はそれを拒否するこ

とが繰り返され、決着がつかなかった。矢幡は「父親



原著 

32 

に反抗する正当性の根拠であり、決断に身を投じさせ

る原動力でもあり、あわよくば嘉内との関係を更に強

固たらしめる共通理念ともなるかもしれない法華経信

仰は、賢治が閉塞状況を脱するために何重もの勝負を

賭けたカードになりえた」89)と述べている。一点突破

主義とでも言うのか、国柱会入会は全ての状況を好転

させる魔法のように考えていたのではないだろうか。

だからこそ、賢治は狂信的ともいえる行動を起こした

のであろう。 
また、矢幡はこの時点から父子の力関係が逆転し始

めたことを指摘し、「父親の小言は一生賢治に強い圧力

を与えつづけたが、もはや、賢治の行動の前に決定的

に立ちふさがることはできなかった」90)と述べている。

つまり、父も賢治の反抗に対して、今までのように賢

治をコントロールすることができず、涙することにな

ったのである。 
 
③同行者としての保阪への接近 
 賢治は親友保阪にも国柱会入会を薦めている。大正

９年 12 月の手紙には「どうか殊にご熟考の上、どう

です、一緒に国柱会に入りませんか（中略）我が友保

阪嘉内、我を棄てるな」（書簡 178）と保阪に懇願し、

すがりつこうとしているかのようである。青年期には

親からの自立が大きなテーマになるが、その支えにな

るのが、同性の友人の存在である。悩みを共有したり、

相談したり、自分の価値を確認することができる友人

がいることで、親からの分離が促進される。この時、

賢治は 25 歳であり、親からの分離がテーマになるこ

と自体遅いかもしれない。しかし、支配的な父から分

離するためには、充分な時間が必要だったのだろう。 
また、菅原は保阪への熱烈な感情を同性愛的なもの

と解釈している 91）。確かに保阪に同じ道を歩む同行

者としての一体感を求めるものであったと考えられる

が、信仰も含め、自分のすべてを受け入れてもらいた

いという賢治の願いは、母親に対する子どもの気持で

はないだろうか。矢幡は賢治が世界から消え去ってし

まいたい「つらさ」を感じており、それに抗するため

には「彼の全てを受け入れ、いつまでも一緒にいてく

れる一人の人間を獲得することであった。賢治はそれ

を嘉内に求めた。否定的な面を隠さなくても、全面的

に許され、受け入れられ、親密でありうる関係。それ

は母親と乳児との間でしか成立しないような関係性の

パラダイスなのではないか」92)と述べている。つまり、

人の役に立たなくても、自分の存在を認め、自分の信

じる宗教も含めて受け入れてくれる母なる対象を嘉内

に求めたからこそ、執拗に入信を迫ったのであろう。 
賢治は国柱会に入会することで、精神的な安定を取

り戻すとともに、宗教の問題で父と対立した。それは

賢治が宗教によって得たアイデンティティを認めさせ

ることであり、父から分離しようすると試みでもあっ

た。その一方で、保阪同行者として位置づけ、自分を

受け入れてくれるように求めている。父からの分離す

るためには保阪の存在が必要だったのだろう。 
 
（８）賢治の家出―自立の試み 
①家からの脱出 
大正 10 年１月、賢治は突然無断で家を出て東京の

国柱会へ赴く。関宛の手紙には「何としても 早出る

より仕方ない。あしたにしやうか明後日にしやうかと

二十三日の暮方店の火鉢で一人考へて居りました。そ

の時頭の上に棚から御書が二冊ばったり背中に落ちま

した。さあもう今だ。今夜だ」と思い、ご本尊と御書、

傘を持って飛び出したことを書いている（書簡 185）。
思い詰めていた賢治には本の落下は突然の啓示のよう

に感じられたのであろうが、単なるきっかけに過ぎず、

家を出ることは必然的なことであったと考えられる。 
国柱会で対応した高知尾智輝に賢治は「信仰に励み、

一家の帰正を念じて父の改宗をすすめておりましたが、

なかなか了解してくれません。これは私の修養が足ら

ないために父の入信が得られない。この上は国柱会館

へ行って修養をはげみその上で父の入信を得るこの外

はないと決意し、家には無断で上京したものでありま

す」93)と述べた。高知尾は家出してきた賢治をそのま

ま置く訳にもいかず、親類の家に落ち着くことを提案

した。賢治は小林家を訪ねて居候したことも関に伝え、

「家を出ながらさうあるべきではないのですが本当に

父母の心配や無理な野宿も仕兼ねたのです」（書簡

185）と書いている。さらに下宿と仕事を見つけたこ

とを記している。 
関は親類であり、小林は父の知人である。２人から

宮澤家に連絡が入るのは当然であり、自分の居所を家

に伝えて欲しいと言わんばかりである。実際、父から

手紙や生活を心配して小切手が送られてくる。賢治は

「一応帰宅の仰度々の事実に心肝に銘ずる次第ではご

ざいますが御帰正の日こそは総ての私の小さな希望や

仕事は投棄して何なりとも御命の儘にお仕へ致しま

す」（書簡 189）と帰花を拒み、小切手も送り返した。

25 歳の賢治が始めて家を離れ、わずか７ヶ月間の試み

であったが、自分で稼いだ賃金で暮らしたのである。 
 
②創作活動 
この時期、賢治は印刷所でのガリ版切りの仕事をし、

国柱会活動に参加した。高知尾から信仰がにじみ出る

ような詩歌文学を書かなければならないと聞き、法華

経文学の創作を志した。それまで、賢治は作家志望を

公言していたわけではないが、短歌や短編を書く中で、
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潜在的にはそのような志望を抱いていたかもしれない。

西平はアイデンティティの獲得のためには、熱意や覚

悟、ある種の使命感が必要ではあるが、「本当はもうひ

とつ。誰かにその決心を認めてもらいたかった。君な

らやれる、その一言」94)の必要性を述べている。つま

り、誰かが肩を押してくれることがアイデンティティ

獲得の契機となることがあるのだ。賢治も高知尾の後

押しで、作家としての道を見出したのである。 
賢治は仕事や国柱会の活動の合間を縫って膨大な童

話の原稿を書いていた。印刷所で知合った鈴木東民は、

賢治が袴の紐にぶら下げていた風呂敷包みの中身が童

話の原稿であると教えてもらい、「もしこれが出版され

たら、いまの日本の文壇を驚倒させるに充分なのだが、

残念なことには自分の原稿を引き受けてくれる出版業

者がいない。必ずその時が来るのを信じている」と語

ったと述べている 95)。清六は、「一ヶ月に三千枚も書

いたときには、原稿用紙から字が飛び出して、そこら

あたりを飛びまわったもんだ」と伝説的に伝えている

96)。福島は活動性の更新、抑制の欠如、高揚した自我

感情、多産な創造性などから、マニー（躁）極期と捉

えている 97）。賢治が躁状態であったことは確かだろ

う。その背後には、東京にとどまり、父の支配下から

ある程度脱け出したこと、宗教活動に参加し、「法華経

文学の創作」という自らのアイデンティティが定まっ

たこと等をあげることができるだろう。自らの生きる

道を乱した高揚感が、賢治を突き動かしたのではない

だろうか。 
賢治は原稿を売り込もうとしていた。７月の関宛の

手紙には「私は書いたものを売らうと折角してゐます。

それは不真面目だとか真面目だとか云って下さるな。

愉快な愉快な人生です」（書簡 195）と書き送っている。

９月には雑誌「愛国婦人」に童謡「あまの川」が、12
月には童話「雪渡り」が掲載された。「法華経文学の創

作」という野心を抱き、創作活動にのめり込んでいっ

た賢治は、原稿も売れてますます高揚した気持になっ

たと考えられる。しかし、生前賢治が稼いだ原稿料は

これだけであった。 
  
③父の囲い込み 
父は家出して自分勝手なことをする賢治を勘当した

り、突き放したりすることはしなかった。手紙で賢治

の身を案じ、賢治に仕事のことや妹、親類について相

談している。あくまでも長男としての扱いである。そ

れに対して、賢治も返事を出して自分の意見を述べて

いるし、心配しないよう自分の生活について書き送っ

ている。家出しても、父は賢治を離さず、賢治も離れ

ようとしない。父子ともに関係を断ち切ることができ

ないことが伺える。 

4 月上旬に父が上京し、賢治に関西旅行を勧め、賢

治も喜んで同行する。この旅行で神道や仏教の伝統に

触れ、法華経と国柱会にとらわれ過ぎることを反省さ

せ、併せて感情の融和をはかろうと父が考えたことで

あった。父は帰正問題には触れず、賢治が帰花する自

然な解決を期待したようだ。このような懐柔策を示す

父に対して、息子は対抗することはできないのではな

いだろうか。佐藤は息子が自立するためには、いうな

れば＜父親殺し＞を経ることは不可欠だと指摘し、「賢

治は、父子関係を子ども時代のまま、それこそ煮えき

らない状態のまま延長していまい、政次郎の方もあえ

て崖から追い落とす行為に出なかった。そこに俗にい

う生活無能力者ができあがってしまった。足を地につ

けることによって＜実＞と自己を切り結ぼうとする契

機は、こうして喪われてしまった」98)と述べている。

つまり、息子は内的な父親殺しを果たして父親を乗り

越えていくのだが、賢治父子の場合、賢治を繋ぎ止め

ようとして細やかな配慮をする父に対して、賢治は対

抗することができず、いつまでも濃密な父―息子関係

の中に囲われてしまった。そのために、賢治は大人に

なることが困難だったと考えられる。 
 
④保阪との決別 
賢治は保阪にも上京の事情を知らせ、入信を迫って

いた。保阪も賢治の行動に心を動かされたのか、上京

を考えたようだ。ところが、賢治は「お父様や弟様を

棄てるなんどは私ならば致しません。全体そんな事は

いけません。私の今の場合は一時の変通です」（書簡

186）「お父様や弟様捨てゝ着のみ着の儘こちらにおい

でになる事はどうしてもいけません」（書簡 187）と書

き送っている。おそらく、父の反対を押し切って上京

しようとする保阪を賢治は諌めたのだろう。 
賢治は日蓮生誕七百年の日（2 月 16 日）に上京する

よう誘っている。しかし、保阪は賢治の誘いに応じな

かった。その手紙の直後から保阪は山梨教育会の書記

として地元で働き始めていた。その後、保阪宛ての手

紙はしばらく途絶えることになる。賢治は保阪が上京

しなかったことに、ショックを受け、見捨てられたよ

うな気持になったのではないだろうか。 
保阪は７月に再び兵営に入る。賢治は保阪に面会を

求めながら「私は相変わらずのゴソゴソの子供ですか

ら名誉ある軍人には御交際が不面目かも知れません

よ」（書簡 194）と自分を卑下した手紙を送っている。

保阪の日記には「七月十八日 晴／宮沢賢治／面会来」

と書いた字を斜線で抹消した記述がある 99)。この斜

線の意味は、面会しなかったとも、あるいは面会した

が、宗教等の対立があり、保阪が決別を覚悟したもの

ともとれる。いずれにしても、2 人の関係に決定的と
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なる出来事があったと考えられる。 
賢治は精神的に落ち込み、身体症状も生じる。8 月

の関宛の手紙には、脚気の薬の礼が述べられ、「今はむ

くみもなくほんの少し脚がしびれて重い丈で何の事も

ありません（略）七月の始め頃から二十五日頃へかけ

て一寸肉食をしたのです。それは第一は私の感情があ

まり冬のやうな工合になってしまって燃えるやうな生

理的の衝動なんか感じないやうに思はれたので、こん

な事では 1 人の心をも理解し兼ねると思って断然幾片

かの豚の脂、塩鱈の干物などを食べた為にそれをきっ

かけにして脚が悪くなったのでした。然るに肉食をし

たって別段感情が変るでもありません。今はもうすっ

かり逆戻りをしました」（書簡 197）と書いている。「感

情が冬のような工合」というのは、抑うつ的になって

いたと考えられる。矢幡は「賢治の方に残ったのは、

喪失感のような、輪郭のはっきりしたものではなかっ

た。（略）それは、ぽっかり穴があいたような、何かが

去ってしまったような、空虚感とか、脱力感といった

ものであった」と述べている 100)。 
賢治は保阪を失い、保阪を通して世界につながると

いう賭けに失敗したのである。脚が悪くなったのも、

脚気というよりも心因性の反応ではないだろうか。つ

まり、拠って立つ基盤が失われ、立っていられないと

いう感情が身体に転換されて脚の症状として表れたと

捉えることもできる。 
関宛の手紙には「十月頃には帰る予定」（書簡 197）

と書き送ったが、９月にトシの発病を知らせる電報が

届き、賢治は大きなトランクに書き溜めた原稿を詰め

込み、帰宅する。トシの発病はきっかけでしかなく、

賢治には東京にいる理由も、国柱会での活動も意味を

持たなくなっていたのではないだろうか。山下は「結

局、賢治は東京で親友を失い、信仰に対する情熱を失

った」と述べ、「東京への絶望と比例するように高まる、

故郷への想い」101)を指摘している。傷ついた賢治は

故郷へ戻るしか方法がなかったのである。 
 
（９）花巻農業学校の教師時代 
①現実生活への移行 
帰花した賢治は、大正 10 年 12 月に稗貫農学校（後

の花巻農学校）の教諭となる。当時郡視学県視学羽田

と校長の畠山が、賢治を教諭に推薦したという。畠山

は恩師の関と喧嘩したことのある人だということを聞

いた賢治は「そんな人なら勤めてもいい、行ってみた

い」と乗り気になったと言う 102)。妹シゲは「お父さ

んは兄が花巻農学校につとめて、先生になることには

反対しませんでしたので、話が出るとあっけないほど、

ひょっときまったのでした。（略）兄は家のしごとをつ

ぐということでなく商売をはじめるということもうま

くいかないでいたので、このときは先生になって、家

族一同ほっとしました」103)と述べている。25 歳にな

っても無職だった長男が定職に就いたことに家族は安

堵したのである。 
 家族の喜びに反して、賢治は戸惑っていたようだ。

保阪宛ての手紙には「毎日学校へ出て居ります。何か

らかにからすっかり下等になりました。（略）それがけ

れども人間なのなら私はその下等な人間になりまする。

しきりに書いて居りまする。（略）けむたがられて居り

まする。笑はれて居りまする。授業がまづいので生徒

にいやがられて居りまする」（書簡 199）と書いている。 
それ以前の帰郷を知らせる手紙では「当地就職の儀

も万止やむなきの次第御諒解を奉願候」（書簡 198）と

書き送っている。保阪からは度々便りがあったようだ

が、賢治は近況報告のいかにも儀礼的な手紙しか送っ

ていない。保阪との関係が破綻し、賢治の気持は冷め

てしまったようだ。賢治は花巻での就職を「万止やむ

なきの次第」と捉えている。仕方がないという諦めが

伺える。さらに、学校に就職し、「何からかにからすっ

かり下等になりました」と自虐的になっている。「下等」

というのは、賢治が理想とした東京での信仰に基づく

生活から、故郷での教師の仕事へと落ちぶれたという

気持があったのだろう。言い換えれば、聖なる生活か

ら下降して俗な世間で生きていかなければならない嘆

きだと考えられる。そして、笑われ、生徒に嫌われて

いると自嘲している。佐藤はこの「下等意識」を都会

空間からの地方空間への下降、信仰空間から地上空間

への下降という二重の意味で捉え、「教師になりたくて

なったのではない、それどころか花巻に帰りたかった

わけでも、職業人になりたかったわけでもない賢治は、

この稗貫農学校にどのように自分をいれていいのか、

どのように定位していいのかまるでわからなかった」

と述べている 104)。賢治は理想とする生活から現実生

活への移行に戸惑いながらも、何とか受け入れようと

したのではないだろうか。 
 

②教師としてのアイデンティティの確立 
 実際に教諭として働き始めると、ユニークな授業で

生徒を惹き付けることになる。「それがけれども人間な

のなら私はその下等な人間になりまする」と教師の仕

事を受け入れたことで、仕事に喜びを見出すようにな

ったのではないだろうか。教え子の証言から賢治は理

想の教師とされているが、後に賢治が有名になったた

めに、美化された面もあるだろう。卒業生の富手は

「たゞ温い善い先生」「化学の実験が不思議にうまい先

生」と述べ、時々読んでくれた自作の詩や童話も「たゞ

面白い話として聞いたに過ぎなかった」105)と回想し

ている。賢治のスケールがあまりにも大きく型破りで
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あったために、当時は生徒に理解されない面もあった

のではないだろうか。 
「たゞ温かい善い先生」と言われるように、賢治は

熱心な生徒思いの教師だった。佐藤によれば、生徒の

就職や上級学校の世話をし、自腹を切ってまでお膳立

てをしたり、洋服やその他必要なものを買い与え、紳

士にしてやったことも一再ではないと言う。また、盗

みで捕まった生徒のために奔走したり、責任を持つと

いうことで表沙汰にせずにすませたり、家の農作業の

手伝いで欠席する生徒のことが、職員会議で問題にな

った時も、生徒をかばったと言う 106)。 
賢治は教師の仕事に魅力を感じるようになったよう

で、高等農林の先輩で教師の金子に「先生というもの

は、おもしろいもんでがんすなあ」と述べ、「生徒を教

えるには、生徒が面白く勉強できるように興味を惹起

し、教科書にこだわらずにやることだ」と語ったと言

う 107）。その言葉通り、劇やディベートなどを授業に

取り入れ、当時としては画期的な授業を行った。賢治

は教師としてのアイデンティティを確立し、仕事に生

きがいを感じるようになったと考えられる。 
 
③対人関係の変化 
 賢治は教師仲間との交流するようになり、特に高等

農林の後輩の堀龍と親しくなり、下宿を終始訪ねては、

仏教の話をしている。堀龍は賢治に入信するよう誘わ

れたと言い、賢治は保阪に代わる同行者として堀龍に

接近したと考えられる。堀龍は「宗教的な道を、いっ

しょに行けないのは、宮沢さんの信仰の深さや気持が

あまりへだたりすぎていて、むしを恐ろしかったので

す。その結果、宮沢さんと気持の上でちょっと離れた

ようなときもあったこともあって、とても宮沢さんの

求めるような深いとことまで入ってゆく決心はつきま

せんでした」108)と述べている。そのような堀龍の気

持に賢治も気づいたのだろう。大正 12 年に堀龍と信

仰の話に及んだとき、「どうしてもあなたは一緒に歩ん

で行けませんか。わたくしとしてはどうにも耐えられ

ない。でも私もあきらめるから、あなたの身体を打た

してくれませんか」と言って堀龍の背中を打ったとい

うエピソードが残っている 109）。一緒に歩んでいきた

いという思いを断ち切るための儀式だったのだろう。 
矢幡は「賢治は自らの他者へのありかたのパターン

を反省せずにはおられない」110）と述べている。賢治

は保阪に対して、すてを受け入れてくれることを求め、

それがかなわないならば、見捨てられたように感じて

しまい、見捨てられる前に自分から見捨てるという行

動を取った。その行動は、対人関係を壊してしまうも

のであった。しかし、堀龍に対しては、同行者になる

ことを強要することを諦めために、その後も交流は続

くことになる。さらに、賢治は堀龍の結婚相手を探し

て世話することに奔走した。堀龍が結婚すれば、同行

者になって欲しいという思いを断ち切ることができる

と思ったのだろう。 
賢治は保阪と絶縁してから、多くの友人はいたもの

の、親友はいなかったようである。同行者の候補と見

込んだ堀龍とは距離を置くことで安定を保つようにな

ったし、花巻農学校の同僚の阿部は「宮沢さんの心の

中には、ほんとうの友達はなかったのだと、私は思い

ます」111）と述べている。対人関係が上手になったと

も言えるが、保阪を喪った心の痛手から、親密な関係

を築くことに躊躇したのではないだろうか。 
 
④経済的な依存の継続 
 この頃、花巻高女の音楽教師藤原との交流を深め、

賢治は音楽へ傾倒していった。賢治はレコードの収集

を始め、花巻高女の音楽室でレコード・コンサートを

行った。賢治はレコード会社から感謝状を貰うほど、

たくさんのレコードを買い、給料の大部分がレコード

に消えたと言う。 
また、同僚が病気で退職すると、賢治は毎月お金を

届けたと言われているし、前述したように生徒のため

にもお金を出すことが多かったと言う。佐藤によれば、

盗癖のある生徒に兄弟になると宣言し、「おれの月給は

九十円だが、入用ならば九十円の全部をやる。（略）お

れは親の飯を食べているのだから、そうしてやっても

困らないのだ」と金をやるから、盗まないように諭し

たと言う 112）。賢治は生徒にも自分が親に依存して生

活していると告げているように、教師として働いても、

生活面では父の経済に依存する状態が続いていた。佐

藤は、「花巻農学校に教鞭を執るようになった頃、『い

ずれ財政を乱しては一家はつぶれ、一族は四散する憂

き目を見るようになるから、賢治、お前もそのほうに

心を入れて下宿料のつもりで家へいくらか入れてはど

うだ』と父親が言ったことがありました」と述べてい

る 113）。しかし、賢治は家に金を入れるどころか、父

から金を借り出していた。どこまでも甘い父親である

が、経済的に賢治を支配下に置くことで賢治をつなぎ

とめておけることを、むしろ望んでいたのではないだ

ろうか。教師は父とは全く別の世界の存在であり、賢

治が教師として一人前になり、自分から離れていくこ

とを父は恐れたと考えることができる。賢治は父の思

いを敏感に感じ取り、経済的な依存を続けたのではな

いだろうか。 
また、賢治は教師の仕事を受け入れることはできて

も、世俗の中で生きていくことは受け入れられなかっ

たのではないだろうか。稼いだ金で生活をすることは、

「下等な人間」になりきってしまうと不安になったか
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もしれない。経済的に父に依存して生活することは、

そうならないための 後の砦だったとも考えられる。 
（10）妹トシの死 
①トシとの関係 
大正 11 年 11 月、トシは家族に看取られて 24 歳で

亡くなった。賢治は押入れに頭をつっこんで号泣した

と言う。賢治は宗旨が違うからと葬儀には出ず、棺を

送り出す時に現れ、火葬場へ棺を運んだ。火葬場では

法華経を読経し、父の反対にもかかわらず、持参した

缶に遺骨を入れたと言う。この遺骨は後日、賢治によ

って国柱会本部に納められている。 
トシの死を歌った臨終三部作には、賢治の悲痛な叫

びが感じられ、深い喪失感が伺える。 
 
ほんたうにおまへはひとりでいかうとするのか／わ

たくしにいっしょに行けとたのんでくれ／泣いてわた

くしにさう言ってくれ（松の針） 
 
どこまでも賢治と一緒にいて欲しいとトシが言うこ

とを望んでいる。「おまへはひとりどこへ行かうとする

のだ」（無声慟哭）と、トシが彼を置いて行ってしまい、

1 人残される恐怖に慄いていた。なぜならば、保阪と

決別した賢治にとって、トシは「信仰を一つにするた

ったひとりのみちづれ」（無声慟哭）であり、賢治はそ

のみちづれを永遠に失ってしまったのだ。矢幡は「ト

シを失ってついに、賢治は『信仰を同じくしたい』『そ

んな相手とどこまでもいっしょにゆきたい』という願

いが、腹底から絞り出される叫びのように発された。

そういう関係性を自分がどれほどの激しさで求めてい

たのか、賢治はその可能性を完全に失ってみて初めて

悟ったのである」114)と述べている。 
トシは賢治を理解し、受け入れてくれる唯一の存在

だった。賢治は保阪の代わりに妹を「みちづれ」とし

て選んだ。賢治とトシの関係を禁断の愛と捉える者も

いるが、その実態は明らかではない。しかし、精神的

には近親相姦的な愛情があったと考えても間違いはな

いだろう。高山は「兄が妹を『たったひとりのみちづ

れ』として深く愛するとき、そこにエロス的な情念が

存在しないはずはない」115)と述べている。妹への愛

情が深かければ、他の女性との関係を築くことは難し

いだろう。賢治は禁欲を自らに課していたが、それは

妹の存在が影響していたのではないだろうか。高山は

「女性と肌を重ねることが、妹を『犯す』こととイメ

ージ的につながり、生理的な耐えがたさを痛切に感じ

てしまうような痼疾を賢治が病んでいた可能性は十分

に存在する」116)と述べている。兄妹が「みちづれ」

になることは、その絆の深さやエロス的な情念によっ

て他者を排除し、二人の関係で完結してしまう。賢治

はその関係の心地良さに浸っていたのだろう。それた

め、賢治の喪失感は深かったと考えられる。 
②賢治の喪失感 
トシの死後、佐藤は「賢治さんの落胆恩悩は、はた

の見る目にも気の毒でした」117）と述べている。しか

し、賢治は教師の仕事を今まで通り行っていたし、堀

龍や藤原との交流も続けていた。翌年の正月には上京

し、東京に滞在中の弟清六を訪ね、童話原稿を出版社

に持参するよう依頼もしている。表面上は特に問題な

く日常生活を送っていた。けれども、賢治はトシの死

のダメージから立ち直ってはいなかったと考えられる。

トシの死後、北海道に渡るまでの間、作品はわずかに

２篇だけであるし、また、賢治の書簡も大正 11 年の

年賀状は残されているものの、その後大正 14 年まで

の３年間の書簡は 1 通も現存していない。賢治が他者

との接触を絶ち、自分の殻に閉じこもっていたと考え

ることができる。このことから、賢治の心の痛手の深

さやトシの死の痛手から立ち直ることができないこと

が伺える。 
トシの死から 9 ヶ月経った大正 12 年 8 月、賢治は

青森・北海道経由樺太旅行へ旅立つ。生徒の就職活動

が目的であったが、実際にはトシの死を悼む傷心旅行

であった。そして、一連のオホーツク挽歌が創作され

た。賢治はトシの面影を追い、トシがどこにいるのか

知りたいという願いが、「青森挽歌」では詠われている。 
 
たしかにとし子はあのあけがたは／まだこの世かい

のゆめのなかにゐて／落ち葉の風につみかさねれれ他

／野原をひとりあるきながら／ほかのひとのことよや

うにつぶやいてゐたのだ／そしてそのままさびしい林

のなかの／いっぴきの鳥になったのだらうか 
 
そして、トシの死を受け止めることができず、嘆き

悲しんだ。 
 
けれどもとし子の死んだことならば／いまわたくし

がそれを夢ではないと考へて／あたらしくぎっくとし

なければならないほどの／あんまりひどいげんじつな

のだ「青森挽歌」 
 
「噴火湾（ノクターン）」には、トシに置いて行かれ

た哀しみとトシを求め続ける気持が詠われている。 
 
ああ何べん理智が教へても／わたくしのさびしさは

なほらない／わたくしの感じないちがった空間に／い

ままでここにあった現象がうつる／それはあんまりさ

びしいことだ／（そのさびしいものを死といふのだ）

／たとへそのちがった空間で／とし子がしづかにわら
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はうと／わたくしのかなしみにいぢけた感情は／どう

してもどこかにかくされたとし子をおもふ 
青年期は「自分とは何者か」「なぜ、生きるのか」等

の根源的な問に正面から向き合うことになる。死は生

きることの対極にあり、生きることを考えることは、

死についても考えることになる。青年期には時には死

を美化したり、死に憧れることもある。賢治も中学校

卒業後の焦燥感の中で自殺を暗示するような短歌を残

している。 
 
岩つばめむくろにつどひて啼くらんか 
   大岩壁をわが落ち行かば （歌稿Ｂ131） 
 
賢治は自分の自殺をイメージしているが、真剣に死

を意識したわけではないだろうし、死を概念としてし

か受け止めていないように思われる。山下は「賢治は

トシの死を通じて、概念ではない本当の『死』という

ものを体験し、その苦しみに真摯に立ち向かっていっ

たのである」118)と述べている。賢治はトシの死に直

面し、死によって愛する者が奪われ、二度と会えなく

なることや残され者の狂おしいまでの悲しみなど、死

の残酷さ、悲惨さに気づき、ただ、耐えるしかなかっ

たと考えられる。 
 
③作品集の出版 
 トシを求める旅の翌年、大正 13 年 4 月に賢治は詩

集『春と修羅』を自費出版し、12 月にイーハトブ童話

集『注文の多い料理店』を刊行した。賢治は『春と修

羅』の出版について、大正 14 年の森宛の手紙で「私

はあの無謀な『春と修羅』に於て、序文の考えを主張

し、歴史や宗教の位置を全く変換しやうと企画し、そ

れを基骨としたさまざまな生活を発表して、誰かに見

て貰ひたいと、愚かにも考へたのです」（書簡 200）と

述べている。賢治は詩集を、変革をもたらすような壮

大なものと位置づけ、おそらく意気揚々と発表したこ

とと思われる。しかし、『春と修羅』は、辻潤や佐藤惣

之助等に絶賛され、一部では高い評価を受けたものの、

一般には認められなかった。『注文の多い料理店』は全

く売れなくて、出版社が困っていたので、賢治は父か

ら借りたお金で 200 部買い入れたと言う。 
 賢治が「誰かに見て貰いたい」と思ったのは、唯一

の「みちづれ」であり、賢治の理解者であったトシを

失ったからではないだろうか。トシに代わる誰かに作

品を見て貰い、理解して欲しいという気持があったの

だろう。しかし、辻らの好意的な批評に対して、賢治

は「私はまだ挨拶も礼状も書けないほど、恐れ入って

ゐます」（書簡 200）と書いている。賢治は理解して欲

しいと思う一方で、理解してくれる人に接近すること

ができず、距離を置こうとする。その背景には保阪や

トシを失い、自分のすべてを受け入れて理解してくれ

る人間はいないという強い思いがあったからではない

だろうか。押野は賢治が対人関係に問題があったこと

を指摘し、「賢治は、人に愛され、受け入れられ、認め

られることを心から求めている。いや、そのことだけ

を考えているといっても過言ではない。人に愛される

ことを何よりも求めている賢治が人を恐れざるをえな

いという苦しみは深い」119)と述べている。すべてを

認められなくては意味がないという賢治の思いは、か

なえられるはずもなく、賢治は人から距離を置くこと

で自分を守ろうとしたと考えられる。 
 賢治はトシを失った喪失感、そしてそれを補うため

に出版した『春と修羅』『注文の多い料理店』が世間に

認められなかった挫折感の中にあったが、以前のよう

に精神的な危機に陥ることも、身体症状に逃げること

もなかった。賢治がさまざまな経験を積む中で精神的

に成長したことが伺える。 
 
（11）花巻農学校退職 
 大正 15 年（昭和元年）、30 歳の賢治は花巻農学校を

依願退職する。教師という仕事に情熱を燃やしていた

賢治が、辞職した理由については諸説がある。大正 14
年 12 月、弟清六宛の手紙には、「この頃畠山校長が転

任して新らしい校長が来たりわたくしも義理でやめな

ければならなくなったりいろいろごたごたがあったも

のですからつい遅くなったのです」（書簡 214）と書い

ている。畠山校長の推薦で奉職したという経緯はある

が、校長の交代で賢治が辞める必然性はないだろう。

ただ、畠山の転出は賢治に大きなショックを与えたと

考えられる。畠山は賢治を高く評価し、型破りな賢治

の教育を認めていた。畠山がいたから賢治は思い通り

に教師の仕事ができたという面があった。高山は、賢

治のようなカリスマ性に飛んだ教師は、他の教師と協

働することが難しいこと、畠山がそのような賢治を支

持したことを指摘し、「この太っ腹な畠山校長が転出し、

替って几帳面で堅苦しい中野校長が赴任してきた。こ

れは賢治にとって確実に職場への適応が困難になるこ

とを意味していた」と述べている 120)。 
 また、この時期、清六が家業を転換して家を継ぐこ

とが決まったことも、賢治の精神的な重荷を軽くした

のではないだろうか。清六宛ての手紙には「仕事の計

画はいかにも実務的ではっきりしてゐてひじやうに賛

成です。わたくしも多少見当の付く方面ですから精い

っぱいお手伝ひします。お父さんも大へんよろこんで

ゐます。恐らくきみはその新鮮な熱情と透明な企画と

でわれわれのしがらく寂れた家（わたくしの勝手から

起った）をはなばなしく楽しくしてくれるだらうとお
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もひます」（書簡 214）と清六に期待するという言葉を

贈っている。 
 賢治は辞職する前年、卒業生杉山芳松に宛てた手紙

に「わたくしもいつまでも中ぶらりんの教師など生温

かいことをしてゐるわけには行きませんから多分来春

には教師をやめて本統の百姓になります」（書簡 205）
と手紙に書いている。「中ぶらりんの教師など生温かい

こと」というが、賢治が教師に物足りなさを感じてい

たとは思えない。賢治が辞職に際して作った「生徒諸

君に寄せる」という詩には、教師の仕事への思いが歌

われている。 
  
この四ヶ年が／わたしにどんなに楽しかったか／わ

たしは毎日を／鳥のやうに教室でうたってくらした／

誓って云ふが／わたくしはこの仕事で疲れをおぼえた

ことはない 
 

 賢治は教師の仕事への情熱を失ってはいなかった。

重点は農学校で教えるだけで、実際の農業に携わって

いないことに置かれていたのではないだろか。堀龍は

「棒給生活にあこがれる生徒たちに、村に帰れ、百姓

になれとすすめながら、自分は学校に出ていることに

対して、矛盾を感じたことでしょう」と賢治の辞職の

理由を推察している 121)。つまり、賢治にとって教師

を辞めることよりも、百姓になることが重要だったの

である。自分の言葉に責任を取り、実行するというの

が、賢治の生き方なのであろう。ただ、この時には、

「多分」とあり、教師を辞めるかどうか揺らいでいた

のではないかと考えられる。 
 同年６月の保阪宛ての手紙には「来春はわたくしも

教師をやめて本統の百姓になって働らきます。いろい

ろな辛酸の中から青い蔬菜の毬やドロの木の閃きや何

かを予期します。わたしも盛岡の頃とはずゐぶん変っ

てゐます あのころはすきとほる冷たい水精のやうな

水の流ればかり考へてゐましたのにいまは苗代や草の

生えた堰のうすら濁ったあたたかなたくさんの微生物

のたのしく流れるそんな水に足をひたしたり腕をひた

して水口を繕ったりすることをねがひます お目にも

かゝりたいのですがお互ひもう容易のことでなくなり

ました」（書簡 207）と書き送っている。この手紙で賢

治は会いたいが、会うことは難しいと書かれており、

実際にこれ以降、保阪との交信は絶えてしまい、二人

が再会することはなかった。 
保阪は同年３月に結婚し、５月に勤務先の山梨日日

新聞社を辞めて農業を営み出していた。賢治は保阪の

来書に対して、わたくしも百姓になって働くと答えて

いる。保阪と同時期に賢治が百姓になる決心している

ことから、賢治は保阪から何らかの影響を受けたと考

えても良いだろう。 
さらに、自分の心境の変化を語っている。盛岡の時

は「透き通る水精のような水の流ればかりを考えてい

た」というのは、理想や観念の世界ばかり考えていた

ということだろう。青年は理想を追求し、社会の矛盾

や不正義を汚濁しているものとして批判したり、許容

できないと拒否感を抱くことがある。青年の妥協を許

さない潔癖さであるが、それは、青年がまだ成人社会

に入っていない、入れてもらっていないからできるこ

とであろう。つまり、アウトサイダーとして社会を外

から眺め、観念的に捉えようとするために現実と齟齬

をきたすからである。しかし、社会で生きていくため

には、現実を受け入れたり、自らの主義主張を捨てて

現実と合わせたりして、「清濁併せ呑む」という態度が

必要になると考えられる。賢治の父も「お前はただ理

想をいってばかりのものだ。宙に浮かんで足が地に着

いておらないではないか。ここは娑婆だから、お前の

ようなそんなきれい事ばかりで済むものではない。そ

れ相応に汚い浮世と妥協して、足を地に着けて進まな

くてはならないのではないだろうか」と賢治を諭した

と言う 122)。 
盛岡の頃と違い「うすら濁ったあたたかなたくさん

の微生物のたのしく流れるそんな水」に手足浸してい

るというのは、現実の世界に足を下ろすということな

のであろう。賢治も青年から成人へと成長したのだろ

うか。賢治は生徒に百姓を薦めながら自らは教師に留

まっていることに自己矛盾を感じて、教師を辞めてい

る。しかし、賢治が教師を続けても、生徒も卒業生も

賢治を非難することはなかったろう。賢治自身が自己

欺瞞に耐えられなかったのである。佐藤は辞職に関し

て「純情な賢治」が「自分の立場の矛盾に苦しんだの

です」と述べている 123)。その純情さは青年の特徴で

あり、賢治はいまだに青年の心性に留まり、「清濁併せ

呑む」大人になにはなっていなかったと考えられる。 
また、賢治は「本統の百姓」になると言っている。

「本統に百姓になる」というのならば、実際に百姓の

仕事をすると言う意味であるが、「本統の百姓」とはど

のようなことなのだろうか。「ほんたふ」という言葉は、

「まこと」とともに賢治が好んで使った言葉である。

たとえば、『銀河鉄道の夜』では、ジョパンニは「きっ

とみんなのほんたふのさいわいをさがしに行く」と言

うが、「けれどもほんたふのさいわいは一体何だろう」

とカンパネルラに問うている 124)。また、「春と修羅」

では「まことのことばはここになく／修羅のなみだは

つちにふる」とある。この「ほんとう」や「まこと」

は、「真の」あるいは「理想とする」という意味であろ

う。理想の百姓、真のことば、さいわいを求める賢治

には、現在の自分に対する自己不全感があったと考え
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られる。つまり、現実の自分を受けいれることができ

ず、どこかに理想とするものがあるという思いが、賢

治を駆り立てたのだろう。そして、羅須地人協会の活

動は、賢治の理想を実現するための試みだったと捉え

ることができる。 
天職とも言える教師の仕事を投げ打って「本統の百

姓」を目指した賢治は、自分を探し続ける青年期の心

性を持ち続けていたと考えることができる。 
 

（12）羅須地人協会時代 
①本統の百姓と一人前の百姓 
 賢治は下根子の別宅に独居して新しい生活を始めた。

岩手日報には、賢治が新しい農村の建設に努力すると

いう記事を掲載し、「現代の農村はたしかに経済的にも

種々行きつまつてゐるやうに考へられます、そこで少

し東京と仙台の大学あたりで自分の不足であつた『農

村経済』について少し研究したいと思つてゐます。そ

して半年ぐらゐはこの花巻で耕作にも従事し生活即ち

芸術の生きがいを送りたいものです、そこで幻燈会の

如きはまい週のやうに開さいするし、レコードコンサ

ートも月一回位もよほしたいとおもつてゐます 幸同

志の方が二十名ばかりありますので自分がひたいにあ

せした努力でつくりあげた農作ぶつの物々交換をおこ

ないしづかな生活をつづけて行く考えです」125)と賢

治の談話を伝えている。この談話によれば、半年は農

業に従事して芸術を楽しむ理想的な生活を実践し、半

年は花巻を離れて研究を行なうことになる。確かに冬

期は雪に覆われる花巻で農業はできないので、その間

に研究生活を考えたのであろう。合理的な考え方では

あるが、このような生活が、地域の農民の生活とかけ

離れていたことは間違いないだろう。 
 教師を辞めた賢治は、農民生活を開始する。森宛の

手紙には「学校をやめて今日で四日木を伐ったり木を

植えたり病院の花壇をつくったりしてゐました。もう

厭でもなんでも村で働かなければならなくなりました。

東京へその前ちょっとでも出たいのですがどうなりま

すか」（書簡 218）と書いている。賢治は農民になるよ

う自らを追い込んでいる。一方で東京への思いが強く

なっていることも伺える。 
賢治は真剣に農作業に取り組んでいた。６月に教え

子の菊池が下根子の家を訪ねた時、疲れ切った賢治が

オルガンに寄りかかって眠っていた。賢治の蚋に食わ

れた跡や傷だらけの足を見て、菊池は胸を打たれ、目

を覚ました賢治に「先生。随分ひどうがすべ」と言っ

た。賢治は「 近は大分よくなった。初めのうちは一

日かかっても二坪の開墾がやっとのことで、そのくせ

身体が痛んで困ったよ。だが今ではその三倍も開墾が

出来るし、書くほうも前の生活の頃よりもうんと書け

る。お蔭でおれも一人前の百姓になれそうだ」と言っ

たという 126)。「一人前の百姓」は、地元の農民のよ

うに農作業をこなすことができることを指しているの

であろう。賢治は農民になろうと努力を重ねたのであ

る。 
 
②自立と依存との間で 
関は「羅須地人協会時代の賢治は、金銭や物資の窮

乏にたえていました。もともと自立自営の生活を希望

して父母の家を離れたのですから、当然のことでしょ

う」と述べている 127)。賢治は協会を維持したり、生

計に困る知人や農民への応援のために金銭が必要にな

ると、実家に頼らず、教え子だった大内の父親に援助

を仰いだと言う。関は、「自立しようという決意が、相

当に堅固だったからだと思います」と述べている 128)。
30 歳になった賢治はようやく自立を考えるようにな

ったのだろうか。 
現実には賢治の父への経済的な依存は続いていた。

大内の父親への借金も宮澤家が返していたと言う。さ

らに、その年の 12 月、賢治はチェロを持って上京し

ている。父宛の手紙によると、賢治は一時間も無駄に

したくないと、上野の図書館で勉強したり、ＹＭＣＡ

タイピスト学校、新交響楽団練習所でオルガンの練習、

エスペラントやチェロの個人授業を受けたりしている

（書簡 221、222）。賢治の手紙からは、花巻では得る

ことのできないものを東京でできるだけ多く吸収した

いという焦燥感が伝わってくる。賢治が学ぶものにつ

いて、「文学殊に詩や童話劇の詞の根底になるものであ

りまして、どうしても要るのであります」（書簡 222）
と書いている。賢治は作品を朗読する時に流す音楽を

必要とし、世界の人に作品を読んでもらうためにエス

ペラントを必要としていた。農業よりも芸術のために

必要な習い事だったと考えられる。オルガンのレッス

ンでは先生にほめられた賢治は舞い上がる。「もうこれ

で詩作は、著作は、全部わたくしの手のものです」（書

簡 221）と書いている。 
賢治は費用が足りなくなると、父に無心をしている。

「いくらわたくしでも今日の時代に恒産のなく定収の

ないことがどんなに辛くひどいことか、むしろ巨きな

不徳であるやうのことは一日一日に身にしみて判って

参りますから、いつまでもうちにご迷惑をかけたりあ

とあとまで累を清六や誰かに及ぼしたりするやうなこ

とは決していたしません」（書簡 222）といつもながら

の反省を述べてはいる。賢治は 30 歳になっても、父

の経済に依存し、父も送金をしている。 
そして「わたしは決して意志が弱いのではありませ

ん。あまり生活の他の一面に強い意志を用ひてゐる関

係から斯ういふ方にまで力が及ばないのであります。
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そしてみなさまのご心配になるのはじつはこのわたく

しのいちばんすきまのある弱い部分についてばかりな

のですから考へるとじっさいぐるぐるして居ても立っ

てもゐられなくさへなります」（書簡 222）と書いてい

る。「生活の他の面」とは、芸術や宗教のことであろう。

そこに力を注いでいるから、経済的な面には力が及ば

ないと自己弁護し、皆が自分の弱い部分ばかりを心配

すると、まるで他者が悪いかのように書いている。そ

の背景には、自分を理解してもらえないという苛立ち

があり、「ぐるぐるして居ても立ってもゐられなくさへ

なります」となるのだろう。 
 

③農民との葛藤 
「一人前の百姓」になろうとする賢治の努力は並大

抵のものではなかった。しかし、いくら努力をしても、

賢治は周囲の農民に受け入れられなかった。苦しい生

活を強いられる農民にとって、教師を辞めてまで、農

業を営もうとする賢治を理解することはできなかった

に違いない。それどころか、周囲の農民は賢治に反感

を抱くようになる。たとえば、身体の弱い賢治は部落

の共同作業に出られないので、賦役金を出した時、「な

あに金を出す人ぁ困らない人だから」と言われた 129)。
また、賢治は開墾した畑でチューリップ、ヒヤシンス

などの花やトマトなど、当時としては珍しい作物を栽

培し、リアカーにのせて花巻の町に売りに行っていた。

しかし、売れ残こることが多く、それを賢治は子ども

たちに配ったと言う。農業で生計を立てる農民にとっ

て、作物を無料で配布することは考えられないことで

あり、金持ちのお坊ちゃんの道楽にしか見えなかった

だろう。 
農業のかたわら、羅須地人協会の勉強会、レコード

コンサート、オーケストラの結成、子どもに童話を聞

かせる子ども会を開いたりしていた。そこに参加する

人々は、かつての教え子や賢治のシンパである青年た

ちであった。大人と違い、子どもや青年という若い世

代は、賢治を受け入れる柔軟性があった。しかし、ほ

とんどの農民には理解不能であり、賢治が何を考えて

いるかわからなかったに違いない。「本統の百姓」と「一

人前の百姓」、言い換えれば、理想と現実の間に、あま

りにも大きな隔たりがあることに賢治も気づいていく。

作品 1008 番には次のように描かれている。 
 
土も掘るだらう／ときどきは食はないこともあるだ

らう／それだからといって／やはりおまへらはおまへ

らだし／われわれはわれわれだと／……山は吹雪のう

す明り……／なんべんもきき／いまもきき／やがては

まったくその通り／まったくさうしかできないと／…

…林は淡い吹雪のコロナ……／あらゆる失意や病気の

底で／わたくしもまたうなづくことだ 
 
 農民との隔たりの中で、賢治はうなづくことしかで

きない。賢治は『農民芸術概論綱要』で「おれたちは

みな農民である／ずゐぶん忙しく仕事もつらい／もっ

と明るく生き生きと生活する道をみつけたい」130)と
主張している。しかし、「われわれ」の仲間に決して入

れてもらえずに「おまへら」のままでいなければなら

ない厳しい現実が賢治に突きつけられる。 
また、賢治は無料で肥料設計の相談を受け、農地に

あった肥料を教えていた。収穫が増加すると評判にな

り、相談件数が増えたが、天候によっては不作となる

場合もあった。作品 1088 番に歌われている。 
 

 もうはたらくな／レーキを投げろ／この半月の曇天

と／今朝のはげしい雷雨のために／おれが肥料を設計

し／責任のあるみんなの稲が／次から次と倒れるのだ

／稲が次々倒れたのだ／働くことが卑怯なときが／工

場ばかりにあるのでない／ことにむちゃくちゃはたら

いて／不安をまぎらかさうとする／卑しいことだ／

（略）／青ざめてこはばったたくさんの顔に／一人づ

つぶつかって／火のついたやうにはげまして行け／ど

んな手段を用ひても／弁償すると答へてあるけ 
 
 賢治は仕事を投げ出したくなったり、不安を紛らわ

す為に働いたりする自分を卑怯と断罪している。そし

て、くじけそうな気持を奮い立たせて農民を励まし、

不作の農民には弁償さえしようとした。賢治は農民と

同じ地平に立つというよりも、農業指導者であり、農

業を営むというよりも農民のために働くという思いが

強かったのだろう。「農業指導者」と「農民」、つまり

「われわれ」と「おまへら」との隔たりは賢治の中に

もあったと考えられる。 
 
④女性の出現 
 羅須地人協会の活動は、賢治の理想通りにはいかな

かったうえに、昭和 2 年には、協会の集会で社会主義

教育を行っているという風評が広がり、賢治は警察で

事情聴取を受けた。このような誤解を招いたことによ

り、オーケストラは解散し、集会も不定期になった。 
また、賢治を慕う女性が現れ、頻繁に下根子の家に

訪ねてくるようになった。初めは仲間として歓迎して

いた賢治も、彼女の情熱が高まるにつれて、拒否的と

なった。賢治は彼女宛の書簡の下書きに「私は一人一

人について特別な愛といふやうなものは持ちたくあり

ません。さういふ愛を持つものは結局じぶんの子ども

だけが大切というあたり前のことになりますから」（書

簡 252a）と書いている。保阪、トシを失った賢治は、
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誰も「みちづれ」になることはない、誰も愛すること

はできないという気持になっていたのだろう。 
賢治は 1 人の人を大切にしたり、愛したりすること

ができなかったと考えられる。その背景には、賢治自

身が愛されたり、大切にされたという体験が乏しいか

らではないだろうか。矢幡は「賢治の『愛されない』

という確信は余りにも深く、自分自身も大切にされる

べき 1 人のかけがえのない人間であることを認めるこ

とがついにできなかったのである」131)と述べている。

賢治は１人の人に固執すれば、他のすべての人を愛す

ることはできないという理論で、人として当り前の愛

情を否定し、このような合理化で防衛を試みていたと

考えられる。 
 昭和 3 年 6 月、賢治は伊豆大島へ向う。伊藤七雄が

大島で農学校を開校しようと考え、その助言、調査の

ために賢治を呼んだ。また、伊藤の妹チヱとの見合い

の意味もあったらしい。チヱは結核のため大島で転地

療養をした兄を看病していた。森は昭和 6 年頃、賢治

が「伊藤さんと結婚するかもしれませんといわれ、け

れどもこの結婚は世の中の結婚とは一寸ちがって、一

旦からだをこわした私ですから、日常生活をいたわり

合う、ほんとうに深い精神的なものが主になるでせう」

と言ったと回想している 132)。佐藤によれば、「今か

ら永久に兄妹のようにして暮らす」というのが、賢治

の理想の結婚だという 133)。賢治にとってトシは「た

だひとりのみちづれ」であり、理想の女性だったのだ

ろう。賢治は兄思いのチヱにトシのイメージを求めた

のかもしれないし、結核に倒れた同胞の看病をした経

験を共有する者として通ずるものがあったのかもしれ

ないが、結局、賢治はチヱと結婚することはなかった。

後にチヱは森に「何かしらとても巨きなものに憑かれ

てゐらっしゃるご様子と、結婚などの問題は眼中に無

いと、おぼろ気ながら気付かせられました」と書き送

っている 134)。チヱは賢治が結婚を望んでいないこと

に気づいたのだろうし、兄妹のような夫婦という賢治

の思いを受け入れることは難しかったに違いない。 
 
（13）東北砕石工場 
①闘病生活 
 その年の６月、大島から東京を経由して賢治は羅須

地人協会へ戻り、活動を再開するが、8 月に病に倒れ

て 1 ヶ月以上、熱に苦しみ、肺浸潤と診断された。沢

里宛ての手紙には「六月東京へ出て毎夜三四時間しか

睡らず疲れたまゝで、七月畑へ出たり村を歩いたり、

だんだん無理が重なってこんなことになったのです」

（書簡 243）と書いている。12 月には急性肺炎を発病

し、翌昭和４年まで療養生活を続けた。羅須地人協会

の活動はすでに行き詰っていたが、事実上、8 月で終

結した。賢治は力尽き、病に倒れたのである。教師の

職を投げ打ってまで始めた活動が挫折したのである。 
病に倒れた賢治は死の予感と恐怖の中で懸命に病と

闘ったことが、「疾中」に描かれている。 
 

 睡たいからって睡ってしまへば死ぬのだろう／まさ

に発奮努力して／断じて眼を!眼を!!眼を!!!ひらき（略）

こいつはだめだ／誰に別れるひまもない／もう睡れ／

睡ってしまへ／いや死ぬときでなし／発奮すべし 
 
しかし、病状が重くなると、賢治は自らの死を覚悟

していたことが伺える。 
 
ああ今日ここに果てんとや／燃ゆるねがひはありな

がら／外のわざにのみまぎらひて／十年はつひに過ぎ

にけり（ああ今日ここに果てんとや） 
 

 「外のわざにのみまぎらひて」かなわなかった十年

前の「燃ゆるねがひ」は、信仰に生きることだったと

考えられる。賢治は農学校、農村、農民のための活動

に没頭したため、願いをかなえることができなかった

と後悔している。賢治は「外的な仕事」を優先し、「内

的な仕事」を行なわなかった、あるいは回避してきた

と考えていた。「外的な仕事」と「内的な仕事」を両立

することは難しいかもしれない。それゆえに、モラト

リアム期間には、「外的な仕事」の義務から解放され、

「内的な仕事」のみを行なうことが許される。しかし、

賢治は 32 歳であり、10 年前の 22 歳でさえ、当時と

しては大人とみなされる年齢であり、「外的な仕事」を

猶予される青年期ではなかった。未だに青年期の問題

を解決できずに引きずっていることが伺われる。また、

賢治が「まぎらひて」きた羅須地人協会の試みは失敗

に終わった。このことも、賢治にとっては大きな痛手

だったと考えられる。 
 
②鈴木東蔵との出会い 
死ぬことも覚悟した賢治だったが、次第に回復して

いった。昭和 4 年 9 月には「近日漸くに病勢怠り多少

の仕事も致し居り候何卒御安心願上候」(書簡 248)と
斉藤宛に手紙を送っている。 
その年の 10 月、東北砕石工場主鈴木東蔵が療養中

の賢治を訪問した。鈴木は花巻で自社の石灰の注文が

なくなったことを不審に思い、花巻の肥料店を訪れた

ところ、石灰を勧めていた賢治が病気で倒れたことが

原因であると知り、賢治を見舞ったのである。 
鈴木は賢治よりも 5 歳年長であり、小農の生まれで

勉強が好きだったが、家庭の経済状況により進学はか

なわなかった。小学校高等科卒業後、役場に勤めるか
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たわら、学習を続け、「農村研究家」としての著作を発

表している。紆余曲折の結果、東北砕石工場を経営す

るようになった。 
清六によると、「兄はこの人と話しているうちに、全

くこの人が好きになってしまったのであった」という

135)。そして、土地改良に必要な肥料を提供できるし、

鈴木が、注文が少なくて困っていることを知ると、「ど

うしても手伝ってやりたくて致し方なくなった」と述

べている 136)。そして、賢治は鈴木の求めに応じて、

病床から広告文や石灰の効用についての解説を書き送

ることになった。賢治は病気であっても気に入ったこ

とには、のめり込んでいった。 
 昭和 5 年春には小康状態となり、教え子の沢里宛に

「命を一つ拾ったやうな訳です」（書簡 255）と書いて

いる。また、羅須地人協会にかかわった伊藤忠一に「た

びたび失礼なことも言ひましたが、殆んどあすこでは

はじめからおしまひまで病気（こころもからだも）み

たいなもので何とも済みませんでした」（書簡 258）と

いう手紙を出している。自分の想いに忠実に休みなく

突っ走ってきた賢治は、病を得て立ち止まり、ようや

く過去を振り返って自らを反省する時間を持てたのだ。

賢治は理想を求めて羅須地人協会の活動を始めたが、

病を得て活動が間違っていたと総括しているが、忸怩

たる思いがあっただろう。 
教え子の菊池には「人はまはりへの義理さへきちん

と立つなら一番幸福です。私は今まで少し行き過ぎて

ゐたと思ひます」（書簡 259）と書いている。また、沢

里には「私も農業校の四年間がいちばんやり甲斐のあ

る時でした。但し終りのころはわづかばかりの自分の

才能に慢じてじつに虚倣な態度になってしまったこと

を悔いてももう及びません。しかもその頃はなほ私に

は生活の頂点でもあったのです」（書簡 260）と書いて

いる。賢治は自分の才能に慢心して羅須地人協会の構

想を立てて、教師を辞めたことを悔いている。特に、

「まはりへの義理さへきちんと立つなら一番幸福で

す」と理想とする「ほんたふの幸福」ではなく、現実

的な幸福に言及している点に、賢治の変化が伺える。 
同じ沢里宛への手紙には「思ひきって新しい方面へ

活路を柘きたいと思ひます」「もう一度新しい進路を開

いて幾分でもみなさんのご厚意に酬いたいとばかり考

へます」と新しい計画への意欲を語っている。あくま

でも前向きで新たな道を画策しようとする。何かを求

めて歩むことが、賢治の人生だったのかもしれない。 
賢治は園芸を始めたり、店の手伝いをしたり、今ま

での書いたものの整理をしたりしていた。昭和５年 8
月には「文語詩編ノート」に病気全快と書いている 137)。
その間にも、東北砕石工場の鈴木から手紙が届き、広

告文作成や調査を行っている。9 月に賢治は工場を訪

問し、積極的協力の意志を持ったと言う。鈴木宛の手

紙には、必要ならば協力したいと申し出て事業の拡張

を進言し、「資金調達に関する趣意書乃至計画書の如き

ものを今秋中に作成可致候」（書簡 274）と書いている。 
鈴木は賢治に多大の期待を寄せ、出資を求めたよう

である。それに対して、賢治は父や数人の有力者に相

談したが、難しいと伝え、「小生は変な主義のために二

度迠家を出で只今としては之等に関しては口を開く資

格無之様の訳合にて」力になれないと書いている（書

簡 277）「変な主義のため二度迠家を出」とは、東京へ

家出したことと羅須地人協会の活動を指していると考

えると、賢治は法華経信仰や農村改革への志を「変な

主義」と断じている。鈴木の依頼を断るための弁解で

はあったろうが、賢治の挫折感と家族に迷惑をかけた

という思いが伺える。 
出資の問題があったためか、賢治は進路について心

が揺れ動く。菊池宛の手紙には「たぶんは四月からは

釜石へ水産製造の仕事へ雇はれて行くか例の石灰岩抹

工場へ東磐井郡へ出るかも知れません」（書簡 282）と

書き、沢里宛ての手紙には「来年の三月釜石か仙台か

のどちらかへ出ます。わたくしはいっそ東京と思ふの

ですがどうもうちであぶながって仕方ないのです」（書

簡 286）と書いている。水産製造の仕事については、

大島に行く折に父の指示で賢治は見学、調査をしてい

る。賢治が水産製造の仕事を模索したのは、父の思惑

があったのかもしれない。 
昭和 6 年、35 歳の賢治は東北砕石工場の技師となる。

賢治は恩師関に工場の状況を書き、「嘱託として製品の

改善と調査、照会の回答」という仕事に応じてもよい

かどうか尋ねている。賢治が同封した返信用の葉書に

は、「小生の宿年の希望が実現しかゝったのを喜びま

す」と書かれていた 138)。賢治は恩師からお墨付きを

得たのである。 
賢治が石灰に興味を抱いたのは、研究生時代、関教

授の元で土性調査を行なった時である。「岩手日報」に

土性調査の経過として関の談話が掲載されている。そ

れによると、「田畑には酸性土が頗る多く殆んど全く酸

性土だと云っても良い程である、元来酸性土はアルカ

リ性塩基殊に生石灰或は石灰岩末を加へて之を救治し

て健康地にする必要がある」と石灰の重要性が述べら

れている。関は「原因が分かったので改良を実行して

欲しい」と要望している 139)。これが、「小生の宿年

の希望」であろう。 
また、賢治が研究生の時、父に将来の仕事として「セ

メントの原料を掘りて売るとか石灰岩や石材を売ると

（書簡 72）と書いており、以前から石灰に関心があっ

たことが伺える。さらに遡ると、花巻農学校時代にも、

教え子の平は「烏の啼かぬ日はあっても、宮沢せんせ
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いが石灰岩抹と言わぬ日はない、と言われたほど、石

灰岩抹とおっしゃっておられた」という証言がある

140)。賢治は生徒を引率して北海道修学旅行へ行った

時も、その途中、北海道石灰会社を見学し、復命書で

もこの問題を取り上げ、「早くかの北上山地の一角を砕

き来たりて我が荒涼たる洪積不良土に施与し草地に自

らなるクローバーとチモシイとの波を作り耕地に油々

漸々たる禾穀を成せん」と書いている 141)。また、同

僚の白藤は「糞尿
こ え

をくまないで町の人たちをこまらし

てやれ―といった事も口にしたりしておりました。化

学肥料を使えば、いっこう町のコエを使わなくてもい

いと言うのです」と回想している 142)。石灰の使用が

農地を豊かにするだけではなく、農民の地位の向上に

も役立つと考えていたようだ。実際、羅須地人協会で

の肥料設計においても、石灰の使用を薦めていた。 
鈴木が技師の辞令を発送した後、宮澤家から「スグ

コイ」という電報が来た。鈴木は「失礼な辞令を出し

たのかとも考へました。兎も角宮澤家に行きまして、

敷居を高くまたぎました。然るに用件は予想うに反し、

夢ではないかと嬉びに堪えざる援助策でありました」

と回想している 143)。父が資金協力を申し出たのであ

る。鈴木は宮澤家と契約書を交わし、融資額や利息、

賢治を技師として嘱託し、報酬として年 600 円を現物

支給すること等が決まった。 
父が工場に融資をしたということは、賢治の仕事を

認めたと考えて良いだろう。今まで父は賢治の実業計

画を許さなかった。研究生になることを薦めたのは、

徴兵制度を回避する目的であり、学問の道へ進むこと

を認めたわけではなかった。花巻農学校の教師を認め

たのも、「お父さんは桑っコ大学というほどの養蚕を主

とした学校としても、唐人の寝言のようなものを書く

ことよりはよいことだと喜んでいるようでした」とシ

ゲが言う 144)ように、無職で閑居しながら文学にいそ

しむよりは世間体が良いというくらいだったのだろう。

しかし、今度は父も積極的に賢治をバックアップして

いる。病後の賢治の身体を配慮し、賢治の行く末を案

じ、宣伝をして注文を受ける仕事なら、賢治に可能か

もしれないと考えたのではないか。佐藤は父の思いを

「生死の境から帰還した息子の再起ゆえに、つぶす方

向ではなく、やらせてみる方向に賭けたのである」と

述べている 145)が、商人として損はしないという計算

もあっただろう。いずれにしても、賢治が希望し、父

も認めてくれた仕事である。まさに、トシが望んでい

た「兄上様御自身の天職と一家の方針とが一致する事」

が実現したのである。 
賢治は仕事に取り掛かると、精力的に動き回る。広

告を作成するだけではなく、注文取りに動き回ったり、

高等農林の後輩で農業試験場に勤める工藤藤一と会っ

たりしている。工藤は工場の製品を試し、試験所が推

奨することになる。賢治は工藤への礼状に「良質廉価

の品を多産し他県よりの移入品を完全に駆逐したいと

存じます。いずれにせよ工場主も割合廉潔な直情な男

で自治体に関する小著等もありもうけばかりを夢見る

我利我利亡者でない点甚私とも共鳴する次第、私とて

もこれから別に家庭を持つわけでもなし月給五十を確

実に得れば、あとはこの美しい岩手を自分の庭園のや

うに考へては夜は少しくセロを弾きでたらめな詩を書

き本を読んでゐれば文句はないのですから」（書簡

309）と心情を書いている。工場主鈴木との相性も良

く、仕事への意欲も見られる。一方、私生活では静に

余暇を過ごしたいという希望が語られ、以前のような

大きな志は影を潜めている。仕事のかたわら、趣味を

楽しむという普通の生活を求めるようになったのは、

羅須地人協会での挫折が心の痛手となっていたのだろ

うか。あるいは、自分の能力の限界を悟り、現実的に

自分の生活を考えるようになったのかもしれない。 
賢治はセールスマンとしても優秀であった。有能な

商人である祖父や父の血筋も引いているし、商家に育

ち、商売を見ていたからであろう。岩手県内だけでは

なく、宮城県、秋田県等にも営業に行き、新たな市場

を開拓して注文を取ってくるし、その合間に県庁や農

業、試験場、農学校を訪れて意見を聞いたり、石灰の

宣伝をしたり、推奨を得ようとした。熱を出して寝込

むこともあったが、自らの身体を顧みずに仕事にのめ

りこんで行く。沢里への手紙には「この二ヶ月は歩い

てばかりゐましたがお蔭でからだもいよいよ丈夫にな

り仕事もどうやらできかゝりました」（書簡 239）と書

いている。このような賢治の努力で石灰の売り上げも

伸び、生産が追いつかないほどになったと言う。 
しかし、賢治は営業の仕事に疲弊していく。清六は

「以前農学校で着たシャツや外套を着て、次々と沢山

の店をまわり、農業会では頭を下げて懇願して注文を

取るのが、馴れないことなので恥ずかしく、心も痛む

ようだったと詩に書いている。私共にはわざと少しも

苦しい様子は見せなかったが」と述べている 146)。賢

治が携帯していた王冠印手帳に残された詩 147)がある。 
 
あらたなるよきみちを得しといふことは／たゞあら

たなるなやみのみちを得しといふのみ／このことむし

ろ正しくてあかるからんと思ひしに／はやくもこゝに

あらたなる／なやみぞつもりそめにけり／あゝいつの

日かか弱なる／わが身恥なく／生くるを得んや／野の

雪はいまかゞやきて遠の山藍のいろせり／肥料屋の用

事をもって／組合にさこそは行くと／病めるがゆゑに

うらぎりしと／さこそはひとも唱へしか 
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工場の仕事は「あらたなるよきみち」と賢治は確信

していたが、それは「あらたななやみ」となる。清六

の言うように、営業の仕事を恥ずかしく思うこともあ

っただろ。「肥料屋」という言葉に自虐的な気持が伺え

る。さらに、「病めるがゆゑにうらぎりしと」と言うこ

とは、病気になり、羅須地人協会を辞めたことを指し

ているのではないだろうか。今の仕事だけではなく、

協会を辞めて工場の仕事を始めたことへの後ろめたさ

を感じていたと考えられる。 
賢治は農地の改良という理想に燃え、石灰岩の販売

という新たな道を見出し、しかもその仕事は父や恩師

からも認められた。賢治にとっては、「よきみち」のは

ずであったが、厳しい現実に悩むようになった。 
 

（14）闘病生活 
①遺言書の作成 
石灰の販売は順調であったが、農繁期が過ぎると、

需要がなくなってしまった。賢治は工場の経営を考え、

米の精白に搗粉として石灰を使うことや、壁材料の製

造販売を企画した。昭和６年９月にその販路を拓くた

めに、賢治は各種見本をトランクに詰めて上京した。

清六は「病後でもあり、あまり重いものを持って上京

するのはあぶないと、家中で心配して引きとめたが、

工場としてもどうしても上京しなければならないと言

ってでかけたのであった」148)と述べている。この数

日前、肥料展覧会場で宣伝パンフレット、チラシ類を

人々に配り、熱心に説明をし、疲れ果てた姿を見て、

工藤が同情し、それほどまでにしなくてもよいでしょ

うと慰めている。賢治は営業で奔走し、疲労困憊の状

態だった。 
東京の宿に着いた賢治は高熱を出して寝込んでしま

う。それでも、鈴木には「早速諸店巡訪致し候へ共未

だ確たる見込みに接せず候。何分の不景気には候へ共、

充分堅実に注文を求め申すべく茲三四日の成績を何卒

お待ち願上候」（書簡 392）と書き、営業を行なってい

るかのように装った。工場の命運をかけての上京であ

り、発熱で寝込んだとは知らせられなかっただろうし、

心配をかけまいという配慮があったのだろう。 
一方で生命の危機を感じた賢治は、遺言書を書く。

父母宛には「この一生の間どんな子供も受けないやう

な厚いご恩をいたゞきながら、いつも我慢でお心に背

きたうたつこんなことになりました。今生で万分の一

もついにお返しできませんでしたご恩はきっと次の生

又その次の生でご報じいたしたいとそれのみを念願い

たします」（書簡 393）と書いている。父母から受けた

「恩」を生まれ変わっても返そうという言葉に、賢治

の父母への思いが伺える。自分の我がままで、父母の

心に背いて家を継がずに心配ばかりかけ、親不孝を重

ねたことや親孝行ができなかったことを悔んでいたの

だろう。しかし、どのように親孝行しようとも、親か

ら受けた恩をすべて返すことは不可能である。だから

こそ、賢治は生まれ変わってでも恩を返したいと願っ

たのである。 
賢治は無償で人々のために働いたり、物を与えたり

しても決して見返りは求めなかった。それは、与えら

れると、相手に借りを作るような負担を感じたからで

あろう。八幡は「賢治はいわば『受取不能症』だった。

『与える』ことの過剰と『受け取ること』の不能、こ

の極端な落差が賢治の対人関係の根本なのである」

149)と述べているように、賢治は父母から与えられた

ものも、借りと感じ、無償の愛情として受け入れるこ

とができず、借りを返したいと思ったのである。 
弟と妹達には「たうたう一生何ひとつお役に立たず

ご心配ご迷惑ばかり掛けてしまひました。どうかこの

我儘者をお赦しください」と書いている（書簡 394）。
遺言書には自分を責めることばかりが書かれている。

賢治にとって「役に立たない」ことは、許されること

ではなかったので、許しを乞うしかないという心境だ

ったのであろう。因みにこの遺言書は「雨にもマケズ

手帳」とともに、賢治の死後にトランクの蓋の後から

見つけ出されている。発見した清六は「この手帳と手

紙が、遺稿全部のなかでも、非常に重要なものである

ことが、朧ろげながら私にも解って来た」と述べてい

る 150)。偶然のなせる業か、賢治が意図的に隠したの

かは定かではないが、心のうちの重要なものは、そっ

と隠しておきたいという思いが賢治の中にあったので

はないだろうか。押野は「賢治の他者認識を一言で言

えば、他者同士そう簡単にわかり合えるものではない

ということだ」と述べている 151)。分かり合えないの

ならば、心のうちを明かすことは恐ろしいことである。

それでも、処分せずにトランクにしまってあったとい

うことは、一方では自分をわかって欲しいという賢治

のアンビバレントな気持の表れではないだろうか。 
賢治が遺言書を書いた日、宿の人の連絡で『注文の

多い料理店』の挿絵を描いた菊池武雄が見舞いに来て

家に連絡をしようとしたのが、賢治は断固として拒み、

「なあに風邪です。すぐによくなります」と言う 152)。
鈴木宛の手紙では発熱して寝込んでいることを伝える

が、「小生のことはどうせ幾度死したる身体に候間これ

以上のご心配はご無用に、且つ決して宅へはご報無之

様願上候」（書簡 395）と書いている。賢治は家族の反

対を押し切って上京したこともあり、家族に心配をか

けたくないという思いがあったのだろう。 
賢治は手帳に「廿八日迄ニ熱退ケバ／病ヲ報ズルナ

ク帰郷／退カザレバ／費ヲ得テ／（１）一月間養病／
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（２）費ヲ得ズバ／走セテ帰郷／次生ノ計画ヲ／ナス」

153)と書いている。仕事を続行したいと言う気持は強

いが、身体が思うようにならないこともあり、半ば諦

めの気持が芽生え、仕事から逃げて次の計画を立てよ

うかと気持が揺らいでいることが伺える。 
その後も発熱は続き、賢治は往診した医師のすすめ

もあり、父へ電話をし、「もう私も終わりと思いますの

で 後にお父さんの御声を」と言った 154)。賢治は死

を覚悟し、 後に父の声を聞きたかったのだろうか。

むしろ、父に助けを求めたのではないか。父の後押し

があって始めた仕事を途中で投げ出すことは、期待を

裏切ることになり、賢治にはできなかっただろう。し

かし、精根尽きるまで努力したことを示せば、父も許

してくれるのではないかという思いが賢治の中にあっ

たのではないだろうか。 
賢治の電話に驚いた父は、すぐに帰るように指示し

た。そして、東京在住の知人小林に頼んで、賢治を汽

車に乗せてもらった。清六が迎えに出たときは、重体

であったにもかかわらず、苦しくないふりをして汽車

から降り、家につくやいなや病床に臥してしまった。 
 
②さらなる模索 
 病床でも賢治は手帳に思いを綴っていた。10 月には

「疾すでに治するに近し」と書き、「厳に日課を定め法

を先とし／父母を次とし／近縁を三とし／農村を 后

の目標として／只猛進せよ」155)とまだ、更なる前進

を考えていた。11 月には「雨ニモマケズ」を手帳に書

いている。賢治は、その詩の中で「ミンナニデクノボ

ートヨバレ／ホメラレモセズ／クニモサレズ／サウイ

ウモノニ／ワタシハナリタイ」156)と新たな自己イメ

ージを求めている。 
一方、鈴木からの見舞い状には代筆で「お庇様にて

日増軽快に候へ共寒さに向ひ候故自重罷存候 今后又

事業の方にも協力申上度と存居り候」（書簡 398）と返

事を出している。病気が治れば、仕事を再開したいと

いう気持が伺われる。その後も、鈴木からは仕事の問

い合わせや資金援助の申し込みの手紙が来たが、賢治

は次第に工場の仕事への気持は冷めていったようだ。

昭和 7 年 2 月、肥料設計を依頼してきた高橋久之丞宛

ての手紙に「実は工場との関係甚うるさく私も今春き

りにて経済関係は断つ積りに有之、当地にて多く売れ

たりとも少しも私の得にならず」（書簡 403）と書いて

いる。佐藤は「病がなかなか治らず、その苛立ちから

くる気力の衰えも賢治にはあったに違いない」157)と
分析している。しかし、賢治は前述したように、「猛進

せよ」と自分自身を叱咤激励しているし、デクノボー

という新たな目標も見据えていた。むしろ、「あらたな

るよきみち」として希望を燃やした仕事ではあったが、

わずか半年あまりで病に倒れたこともあり、賢治は仕

事への情熱を失い、別のよきみちを模索し始めたと考

えられる。それでも、工場との関係は継続し、鈴木と

の手紙のやり取りも、賢治が亡くなる 1 ヶ月前まで続

いた。 
 昭和７年、賢治の病状は一進一退であった。3 月に

は『グスコーブドリの伝記』が棟方志功の挿絵で『児

童文学』に発表された。また、佐々木喜善（民族学者）

や母木光（詩人、童話作家）の訪問を受け、新たな友

人ができた。母木は新聞に賢治の記事を書いたが、そ

れに対して賢治は「何分にも私はこの郷里では財ばつ

と云はれるもの、社会的被告のつながりにはいってゐ

るので、目立ったことがあるといつでも反感の方が多

く、じつにいやなのです。じつにいやな目にたくさん

あって来てゐるのです。」（書簡 421）と迷惑であるこ

とを伝えている。「社会的被告」という自己の定義は、

賢治の悩みの根源と言っても過言ではない。この罪悪

感が賢治を宗教や農民のための活動に駆り立てたと考

えることができる。 
賢治は「こんな世の中に心象スケッチなんといふも

のを、大衆めあてで決して書いてゐる次第でありませ

ん。全くさびしくてたまらず、美しいものがほしくて

たまらず、ただ幾人かの完全な同感者から『あれはさ

うですね』といふやうなことを、ぽつんと云はれる位

がまづのぞみといふところです」（書簡 421）と書いて

いる。賢治はトシや保阪に完全なる同行者を求めたこ

とがあった。しかし、２人を失い、そのような同行者

は存在しないことを痛いほど感じていた。だから、賢

治はさびしくてたまらないのであろう。せめて「完全

な同感者」として「ああれはさうですね」と言ってく

れる人を求めたのだろう。誰かにわかってもらいたい

という賢治の切実な思いが伝わってくる。 
賢治は望みを失わず、病床にあっても書き続けてい

た。草野新心宛の手紙の下書きには「何としても闘は

なければならないといふと、それはおれの方だとあな

たは笑ふかもしれません。さうでもないです。わたく

しの今迠はたゞもう闘ふための仕度です」（書簡 433）
と書いている。賢治のそれまでの人生は、まさに挑戦

し、闘い続けて倒れることの繰り返しであったのに、

賢治は「闘ふための仕度」と位置づけており、これか

ら本当の闘いに挑もうと考えていたようである。 
 昭和 8 年、正月には何人かに病気の回復と今後の希

望を書いて送っている。菊池宛には世話になったお礼

を述べるとともに、「やっと少しづつ下らない仕事して

居ります。しかしもう一昨年位の健康はちょっと取り

戻せさうにありません。それでもどうでもこの前より

美しいいゝ本の数冊をつくりあげる希望をば捨て兼ね

て居ります」（書簡 445）と本の出版への執念を書いて
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いる。賢治の求めていたもの、闘おうとしていたのは、

文学者の道であったのだろう。実際、病床にあっても、

賢治は文語詩篇や『銀河鉄道の夜』を推敲していたと

いう。完璧に仕上げて、良い作品を残そうとする賢治

の執念が感じられる。 
賢治が亡くなる十日前に書いた 後の手紙は、教え

子の柳原昌悦に宛てたものであった。「あなたがいろい

ろ想ひ出して書かれたやうなことは 早二度と出来さ

うもありませんがそれに代わることはきっとやる積り

で毎日やっきとなって居ります」（書簡 488）と書き、

賢治が病で苦しい中でも、新たな道を模索していたこ

とが伺える。 
また、「私のかういふ惨めな失敗はたゞもう今日の時

代一般の巨きな病、『慢』といふものの一支流に過って

身を加へたことに原因します。僅かばかりの才能とか、

器量とか、身分とか財産とかいふものが何かじぶんの

からだについたものででもあるかと思ひ、じぶんの仕

事を卑しみ、同輩を嘲けり、いまどこからかじぶんを

所謂社会の高みへ引き上げに来るものがあるやうに思

ひ、空想をのみ生活して却って完全な現在の生活をば

味ふこともせず、幾年かゞ空しく過ぎて漸くじぶんの

築いてゐた蜃気楼の消えるのを見ては、たゞもう人を

怒り世間を憤り従って師友を失ひ憂悶病を得るといっ

たやうな順序です」（書簡 488）と自らの人生を振り返

っている。賢治は自分を過大視するあまり、自惚れて

しまい、仕事をおろそかにしたり、同輩を見下して現

実の生活に真剣に向かい合うことを怠ってしまったこ

と、理想を追い求め、空想の中で生きてきたけれど、

挫折を繰り返すことになったと自分の人生を捉えてい

る。賢治は「空想のみの生活」が消えたことを、人や

世間のせいだとして怒りを抱いていたと打ちあけてい

る。自己犠牲をいとわず、他者のために尽してきた賢

治の心の中には、このような烈しい怒りや憤りがあっ

たのだ。その結果、「師友を失い、憂悶病を得る」と冷

静に解釈している。そして、その原因を「慢」として

いる。米田は「明治の啄木や漱石が、協働の課題とし

てとりあげた自我幻想を、賢治は＜慢＞として、個人

の内面の反省によって、いわば宗教的に解決しようと

した」と述べている 158)。賢治は自らの死期を悟り、

自らの人生を淡々と受け入れて人生を総括している。

しかし、このような境地に到達するまでには、怒りや

煩悶がこころに渦巻いていたに違いない。 
 
（14）臨終 
賢治は豊年を祝う秋祭りを眺めて楽しんだが、その

後、容態が急変し、来診した主治医が急性肺炎と診断

した。それでも、その夜、農民が肥料の相談に来ると、

賢治は丁寧に対応した。賢治の容態を心配した政次郎

は怒りの色をあらわにし、イチははらはらして落ち着

かなかったと言う。その夜、清六が一緒に寝たが、「お

れの原稿はみなおまえにやるからもしどこかの本屋で

出したいといってきたら、どんな小さな本屋からでも

いいから出版させてくれ、こなければかまわないでく

れ」と伝える。賢治は父には「この原稿はわたくしの

迷いの跡ですから、適当に処分してください」と言っ

たが、母には「この童話は、ありがたいほとけさんの

教えを、いっしょうけんめいに書いたものだんすじゃ、

だからいつかは、きっと、みんなでよろこんで読むよ

うになるんすじゃ」159)と言った。清六や母に言った

ことが、賢治の本音であったに違いない。 
翌９月 21 日、容態が急変する。政次郎は「なにか

言っておくことはないか」と聞くと、「国訳の妙法蓮経

を千部つくってください。私の一生の仕事はこのお経

をあなたの御手元に届け、そしてあなたが仏さまの心

に触れてあなたが一番よい、正しい道に入られますよ

うにということを書いておいてください」と賢治は応

える。父は「たしかに承知した。おまえもなかなか偉

い」と言い、部屋を後にした。賢治は清六に「おれも

とうとうおとうさんにほめられたもな」と微笑した。

賢治が他者の評価に敏感であったのは、父に評価され、

認められることを望んでいたからではないだろうか。

その後、母から水をもらい、美味しそうに飲み、母が

「ゆっくり休んでんじゃい」と言って部屋を出ようと

した時に、賢治は息を引き取った 160)。 
賢治は法華経を伝えることが、一生の仕事であった

と述べている。賢治は農学校の生徒たちに「人間は何

故生まれてきたか、ということを知らなければならな

いために、この世に生まれてきたのです。そしてこの

問題を本気になって考えるか考えぬかによって、その

人の生存価値が決定すると思います」161)と教えてい

る。それが、本気で考えて得た結論だったのだろうか。 
 
７．賢治のアイデンティティの変遷過程 

 基盤としての幼少期から児童期にかけて、賢治は大

事にされてはいたが、母親に充分甘えられず、良い子

でいることを強いられた。また、宗教的な雰囲気の中

で人の役に立つことを教え込まれていった。さらに父

親は些細なことも心配し、細やかな配慮をするが、支

配的であった。この様な養育環境の中で、賢治が大人

になるための基盤は不十分だったと考えられる。 
賢治は小学校の頃は、宮澤家の長男として父の後を

継ぎ、古着・質商になると考えていた。しかし、盛岡

中学に入学し、自我を確立させる中で、家業を継ぐこ

とへの拒否感を募らせた。上級学校への進学を許可さ

れないために賢治は自暴自棄になり、学業も放棄して

しまった。 
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中学卒業後は、家業に傾倒することもできず、他の

職業を選択することもできない八方塞の状況の中でア

イデンティティ拡散状態となり、精神的にも危機的な

状態に陥った。盛岡高等農林への進学を許可され、モ

ラトリアム期間を得ることで危機を脱した。 
賢治は関教授について土性学を学び、優秀な成績を

収めたり、親友保阪と出会い、文芸誌に短編や短歌を

発表するなど充実した日々を送った。この時期は漠然

と実業を起こすことを計画していた。しかし、卒業時

には進路について迷い、徴兵制度を回避するために研

究生になることを薦める父と実業を志す賢治は対立す

る。結局、賢治は研究生になるが、仕事に懐疑を抱き、

病を得たこともあって辞職するが、再び、アイデンテ

ィティの拡散状態になり、危機的な状況に陥った。保

阪の支えもあり、トシの看病のために上京した賢治は、

安定を取り戻す。しかし、実業の立案をするものの、

危うさゆえに、父は許可しなかった。実業への希望を

打ち砕かれて帰花した賢治は精神的な危機に陥った。 
賢治は宗教を心のよりどころにして危機を脱し、宗

教上の問題で父に対抗しようとした。賢治は国柱会へ

と家出し、自立を試みた。自活しながら、宗教活動、

創作活動に没頭したが、父は懐柔策で賢治を引き戻そ

うとした。この間に、親友保阪との関係も破綻し、原

稿の売り込みも成功せず、賢治は東京にも居場所を見

つけることができなかったために、トシの病気を契機

に故郷に戻るしかなかった。 
賢治は花巻農学校の教師となり、農民やその生活に

初めて直面することになった。教師として充実した

日々を送っていたが、その間にトシを亡くした喪失体

験を経て出版した詩集と童話集が認められなかった。

そして、ほんとうの百姓を目指して辞職し、羅須地人

協会の活動を始めた。しかし、賢治は農民から受け入

られない現実に疎外感を抱くようになった。この活動

も行き詰まり、賢治の病気によって幕を閉じた。 
回復した賢治は東北砕石工場の技師となった。石灰

石によって肥沃な農地に変えていくという賢治の理想

にもかない、父の後押しや恩師関の承認もあり、よう

やく賢治の理想とする仕事が周囲にも認められた。し

かし、実際には営業の仕事に追われ、賢治は仕事に懐

疑的になり、無理がたたり、病に倒れてしまった。 
病中でも賢治は出版への意欲を抱き、書き溜めた原

稿の推敲を重ねたり、詩作を続けていた。その中で賢

治は「デクノボー」という理想像を描いたが、その理

想を追求することはかなわず、死をむかえることにな

った。 
このように賢治のアイデンティティは変化している

が、中学卒業後と研究生を辞職した後にアイデンティ

ティ拡散の危機に陥っている。家業を継ぐことを回避

したい賢治は、職業の選択に直面すると、精神的に追

い詰められ、不安定な状態なった。中学卒業後は、高

等農林へ進学し、職業選択の問題を先送りすることで、

危機を脱している。研究生辞職後は、親友保阪に支え

られたり、宗教的なアイデンティティを獲得して、家

から逃げ出すことで回復している。 
その後、故郷に戻った賢治は家業を継ぐことを強制

されず、教師、作家、農民、工場技師と変遷をたどっ

た。校長等の誘いで就いた教師の仕事は、自ら辞職し

てしまい、作家としては世間に認められず、自ら望ん

だ農民、工場技師は病気のために挫折してしまった。

このように賢治は社会の中で自らの位置を見出すこと

ができず、アイデンティティの形成は困難であったと

考えられる。 
 

８．背景としての大正時代 

（１）大正時代の概観 
 賢治は明治 29 年に生まれ、に明治から大正への移

行があったのは、盛岡中学 4 年生（16 歳）の時であっ

た。賢治が青年期を大正時代に過ごしたと考えて良い

だろう。 
 大正時代は 14 年と短い期間であったが、大きな変

化が起きた時代だった。日本は明治より欧米を目指し

て近代化に力を入れ、富国強兵の国策の元、日露戦争

の勝利でようやくアジアの大国と認められるようにな

った。そして、1914(大正３)年から始まった第一次世

界大戦は、日本に産業の発展と経済成長をもたらし、

資本主義が確立した。一方、政治も大きく変わり、明

治時代の藩閥政治に対する不満や批判が高まり、大正

デモクラシーといわれる政党政治が確立した。大正デ

モクラシー運動には労働者や農民も参加し、そのよう

な時代の中で大衆文化が花開いた。しかし、大戦後に

は一転して不況となり、労働者や農民の暮らしは厳し

くなるばかりで、米騒動や労働争議が各地で勃発した。

1925(大正 14)年に普通選挙が実施されたが、その反面、

治安維持法が改正され、社会主義運動の取締りが強化

された 162)。 
長山は大正時代について「一握りの勝ち組と、大多

数の負け組という格差が拡大した時代だ。そして、モ

ダンな都市文化が栄える一方では、切り捨てられた地

方の貧困が深まっていくという切実な問題もあった」

と述べている 163)。 
竹村は「政治、経済、文化あらゆる領域で未知との

遭遇が重なったという点で『大正』は大いなる可能性

の時代」ではあるが、「国防国家の土台をつくった国家

総動員体制のルーツであるという視点からみると、時

代の可能性は虹のようにはかないものであったともい

える」と述べている 164)。時代の閉塞感が高まる中で、
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時代は軍国主義へと動いていったのである。 
 

（２）大正時代の青年 
  徳富蘇峰は『大正の青年と帝国の前途』の中で「大

正の青年は恰も金持三代目の若旦那に似たり」と定義

し、「我が金持ちの若旦那たる、大正の青年に取りては、

過去に創業の苦を嘗めず、現在に経営の労に服せず、

将来の発展の望みを繋がず。徒に取るに任せて取り、

成るに任せて成すのみ。即ち唯だ境遇が我を動かす以

外には、我より境遇を動かさず」と述べている 165)。
明治時代は新たな近代国家を建設するという目標に向

かっていた日本では、青年もまた国家のために、創業

の苦を嘗めたのであろう。そして、前述したように日

露戦争の勝利により日本は列強国として地位を確実に

し、ある程度目標を達成したのである。国民の間で高

まっていたナショナリズムは急速に衰え、農村では地

域社会の利益を重視する傾向が強まり、都市において

も国家、政治から離れて実利をも求める傾向が現れた。

つまり、資本主義の発達により、国家よりも個々の利

益が優先されるようになったのである。 
このような社会の中で青年層においては藤村操の自

殺に象徴されるように、人生への懐疑等、自我の確立

と時代との葛藤といった社会問題も発生していた。蘇

峰はそのような青年を苦労知らずで、受動的であると

とらえている。 
蘇峰は若者を勉学に励み、対人関係も良好な「模範

青年」、金持ちになることを目標とする「成功青年」、

此の不可なる世を、如何に渡る可きか当惑する「煩悶

青年」、趣味に耽溺する「沈溺青年」、空々寂々として、

其の日其の日を送る「無色青年」に分類している。賢

治は蘇峰の分類に当てはめれば、生き方に悩む「煩悶

青年」とも言えるし、趣味に耽溺する「沈溺青年」の

一面もあるだろう。長山はその分類を「現代若者論で

しばしば用いられる『安定志向』『勝ち組』『ひきこも

り』『おたく』『フリーター』といったキイワードと通

底する問題意識が出揃っている。大正時代は、まこと

に平成期とよく似ている」と述べている 166)。 
 また、蘇峰は社会にも問題があるとし「吾人は寧ろ

国家に向て、多大の遺憾ある也。蓋し国家が青年を無

視すればこそ、青年も亦た、国家を無視するなれ。国

家が青年を邪魔者に扱へばこそ、青年も亦他国家を邪

魔物に取扱ふなれ」と指摘している 167)。一方で若者

には「何よりも先づ意育の必要を、説かずんばあらず。

意育とは、意志を教育する也。我が意志を鍛錬して、

鞏固ならしむる也」と意志を明確にしていくことを薦

めている 168)。 
青年は自分らしさを確立し、社会へ参加し、社会に

適応して成人になっていくが、青年を受け入れるべき

社会が、青年の参入に消極的であったり、拒否したり

すれば、青年は社会に参加することも成人になること

も困難になる。社会に自らの居場所を見つけられない

青年に問題があるだけではなく、居場所を与えない社

会にも問題があるという蘇峰の指摘は、現代社会にも

通ずるものがあるだろう。 
 
（３）高等遊民問題 
 賢治は中学、高等農林へと進学し、21 歳まで学であ

ったが、当時の大多数の若者は 10 代で仕事について

いた。湯沢によると、旧制中学校、女学校、実業学校、

師範学校等の中等教育に進学できる者は、全国的にみ

て、大正４年で該当年齢の８％、大正 14 年でも 15％
程度だったという。大学、高等学校、専門学校などの

高等教育機関へ進学できるものは大正末でも一部の有

産階級のみで、全体からみれば、１％足らずだったと

いう 169)。大多数の者は小学校の尋常科を卒業した 12
歳か、高等科を出た 14 歳で仕事に就いていた。つま

り、高等農林学校を卒業した賢治は選ばれたエリート

だったのである。父が家業を嫌々手伝う賢治に「きさ

まは世間のこの苦しい中で農林の学校を出ながら何の

ざまだ」（書簡 154）と叱るのも、エリートである賢治

への期待が大きかったからに違いない。また、賢治も

保阪への手紙に「古着の中に座り、朝から晩まで本を

つかんでゐるか、利子やもうけ歩合の勘定をするかし

てゐます。これが体裁のよいことか悪いことか農学得

業士がやってはづかしいことか恥ずかしくないことか

健康によいことかわるいことかどうも何にせよ仕方あ

りません」（書簡 93）と書いており、高等農林を卒業

した者のプライドが伺える。 
 大正時代になると、学校の価値が社会に定着する中

で、進学欲求も普遍化し、中学校進学希望者が急激に

増加し、受験競争が激化した。大正元年には進学志望

者に対する中学入学者の割合は 49％、大正 10 年には

37％となり 170)、中学校受験の厳しさが伺える。また、

資本主義経済の発展を支えるために、高度な技術者や

中堅以上の指導者養成を求める経済界からの要請があ

り、高等教育の拡充も進んだ。大学も大幅に増え、大

正元年には帝国大学 4 校だったのが、大正 15 年には、

帝国大学５校、公立・私立大学 32 校、計 37 校となり、

学生総数も 6 倍に増えた 171)。 
 このように高等教育が拡充し、進学者が増えたもの

の、不況による就職難の時代となり、明治後半から大

正にかけて「高等遊民」が社会問題となった。「高等遊

民」とは高等教育を受けても職業につかない人のこと

である。しかし、高等遊民にも二つのタイプがあると

考えられる。ひとつは、夏目漱石の言ういわば「恒産

の上に徒食出来る身分の者」172)で、世の中に地位・
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名誉や職業・財産などを求めず、世の中から半ば離れ、

世の中を見据えつつ、生を楽しむという生き方である。

一方、日露戦争後、経済が行き詰まる状況の中で増加

したのが、教育制度改革の動きにつれて増加した未就

業者「智識ある窮民」である 173)。前者は自ら望んだ

生き方であり、遺産や親の仕送りなどで金銭的には困

らない人々である。後者は生活のために職を得て働き

たいにもかかわらず、職が見つからないために無職で

いる者である。 
石川啄木は「時代閉塞の現状は嘗てそれら個々の問

題に止まらないのである。今日我々の父兄は、大体に

於て一般学生の気質が着実になったと言って喜んでゐ

る。しかも其着実とは単に今日の学生のすべてが其在

学時代から奉職口の心配をしなければならなくなった

といふ事ではないか。さうしてさう着実になってゐる

にも拘らず、毎年何百といふ官私大学卒業生が、其半

分は職を得かねて下宿屋にごろごろしてゐるではない

か」と述べている 174)。さらに、中等教育を受けた者

について「彼等の何十倍、何百倍する多数の青年は、

其教育を享ける権利を中途半端に奪はれてしまふでは

ないか。中途半端の教育は其の一生を中途半端にする。

彼らは其生涯の勤勉努力を以てしても毎月三十円以上

の月給を取る事が許されないのである。無論彼等それ

に満足する筈がない。かくて日本には今『遊民』とい

ふ不思議な階級が漸次其数を増しつつある。いまやど

んな僻村へ行っても三人か五人の中学卒業者がゐる。

さうして彼等の事業は、実に、父兄の財産を食ひ滅す

事と無駄話をする事だけである」と厳しい現状を述べ

ている 175)。 
花巻農学校の教師時代、賢治は卒業生の就職先を求

めて、北海道、樺太へと出張している。また、大正 14
年、卒業生の杉山宛の手紙には「内地はいま非常な不

景気です。今年の卒業生はもちろん古い人たちや大学

あたりの人たちまでずゐぶん困る人も多いやうです」

（書簡 205）と書いている。それ程、就職難の時代で

あり、学歴に見合った仕事を見出すことは困難であっ

たと考えられる。 
賢治は「高等遊民」という言葉を知っていた。『宮澤

賢治辞典』によると、「詩『不貪慾戒』には『そのとく

いの高等遊民は／いましつかりした執政官だ』とある。

また、『よだかの星』の市蔵は、漱石の『彼岸過迄』の

須永市蔵と響き合う」176)とされている。賢治が啄木

や漱石の著書を読んでいたと推測することができる。 
賢治は漱石の言う高等遊民的な生き方に憧れていた

と考えられる。研究生を辞退し、進路に迷っていた頃、

勉強して暮らしたいという希望を抱いており、保阪に

宛てた手紙には、「私はなにもできないのです。（略）

それでもやっぱり稼ぎたくて仕方がないのです。毎日

八時間も十時間も勉強はしてゐます。がこれは何だか

私にはこのごろ空虚に感じます。もしこの勉強がいつ

までも続けられる事情ならば斯うは感じますまい」（書

簡 83a）と書いている。働きたい気持と勉強したい気

持の中で揺れ動いていることが伺える。その解決策と

して、35 歳迄働いて、働かなくても生計が維持できる

ようにして「三十五から後は私はこの『宮澤賢治』と

いふ名をやめてしまってどこへ行っても何の符丁もと

らない様に勉強して歩きませう」（書簡 83a）と書いて

いる。賢治は許されるものなら、高等遊民的な生き方

がしたかったと考えられる。しかし、賢治は「人の役

に立ちたい」という思いが人一倍強かった。また小沢

は「賢治の如き弱虫が無為にて得る立場にあったなら、

働いている人への劣等感でどうにもならない事は、分

り切った話である」177)と述べている。賢治はとても

高等遊民にはなれなかったのである。結局、働くこと

を選択し、国柱会時代、教師時代、羅須地人協会、東

北砕石工場時代には、経済的自立に結びつかなかった

とはいえ、賢治は身を粉にして働いている。このよう

に考えると、賢治を漱石の言う高等遊民と捉えること

は適切ではないだろう。 

一方、啄木が指摘した「『遊民』といふ不思議な階級」

に賢治は該当するのだろうか。吉田司は「宮澤賢治と

は、この「遊民」といふ＜ふしぎな階級＞の一人だっ

たのではないか、（略）とても世の中一般の“ものの役

に立つ”ような男ではなかった」と捉え、賢治が父に

経済的に依存していたことを指摘し、「まさに『彼等の

事業は、実に、父兄の財産を食ひ滅ぼす事と無駄話を

する事だけ』の、見事に立派な『高等遊民』ではなか

ったろうか」と述べている 178)。 

経済的に自立できず、社会への参加が困難であった

という観点から捉えれば、賢治は啄木のいう『高等遊

民』だったかもしれない。賢治は常に働きたいと考え

てはいたが、就職することよりも、自分で起業するこ

とを考えていた。実業の計画を父に反対され、家業を

手伝っていた頃、保阪宛ての手紙に「若しできるなら

ば早く人を相手にしないで自分が相手の仕事に入りた

いと思ってゐます。えらい人たちは烈しい人の心の中

で恐れず怒らず自分の道を進んで行くやうですが私に

はそんなことは当分見込ありません。やはり険しい世

界へ入ればそれにばかり気をとられてしまひます。

（略）多分まだ林のなかへは入り兼ね小さな工場を造

つてその中で独りで、しんみりと稼ぎませう」（書簡

93）と書いている。賢治は社会に出ることに気後れし

ており、とてもできないと回避しようとしている。賢

治は社会に参加することへの強い不安を抱いており、

官庁や企業に就職して上司や同僚と協働することは、

恐れと怒りを感じさせるものであり、独りで何かした
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いという気持が強かったと考えられる。 

現代も、就職活動ができなかったり、ひきこもって

しまい、社会への参加が困難な若者がいる。彼等も賢

治のように社会へ参加することに躊躇しているのだろ

う。しかし、啄木も指摘したように若者だけの問題で

はなく、若者を受け入れる社会の問題でもある。特に

アメリカの金融不安が引き金となった不況の中で啄木

の言うような時代閉塞感が強くなっており、「遊民」と

いう言葉を「フリーター」、「ニート」に置き換えれば、

現代の青年も大正の青年と同様の問題を抱えているこ

とが理解できるだろう。 
長山は「 近ではやや理解されるようになってきた

ものの、フリーターやニートは『親が甘やかしている』

『怠けている』と考えられがちだ。しかし実情として

は若年失業者であり、学校教育と実社会での職業需要

のズレという社会的な問題が、いちばん原因なのであ

る」と述べている 179)。大正期に起きた学歴のインフ

レは現代社会でも起きている。しかも、大正時代は、

一部特権階級の青年の問題ですんだが、現在、日本で

は大学、短大、専門学校をあわせた進学率が 50％を超

えていることを考えれば、半数以上の青年の問題であ

り、より深刻な状況にあると受け止めなければならな

いだろう。 
 

（４）家長としての父親像 
 第２次世界大戦前は、戸主を中心と家制度が存在し、

戸主は親族を養う責任を負っていた。明治 31 年に施

行された明治民法では、戸主権が規定され、婚姻や家

族の居所指定権についても戸主の許可が必要であった

180)。つまり、結婚も住む場所も自分で決めることが

できなかったのである。賢治が東京でトシの看病をし

ている時に「何卒私をこの儘当地に於いて職業に従事

する様御許可願ひ度事に御座候」（書簡 131）と父に頼

んでいるのは、東京に住むためには、戸主である父の

許可が必要だったからである。 
戸主は父親である場合が多く、父親は威厳があり、

強くて力のある存在となる。有地は家制度で縛られた

家庭では「父親は儒教主義的権威に支えられて子にの

ぞみ、子の方もおそろしいおやじというイメージで父

親に対する。母親は少なくとも表面では父親に同調す

るか、なにも言わない。人間としての感情の交流、心

の通い合う暖かい言葉のやりとりがない家族内の人間

関係を示している」と述べている 181)。 
賢治の父親も威厳を持った父親だったと言う。森は

家族から聞いた話として、父が不在の間、賢治が母や

きょうだいに面白おかしく話を聞かせ、皆を笑わせて

いたが、「父が帰宅すると、いずれ精神の緊張をゆるめ

っぱなしにしている家人どもには、いっぺんにピリピ

リッと強く感電したように、なるのである。（略）賢治

は、パッとたちまち四角四面になってその場に座ると

か、電光石火サッと裏の畑に出ていってしまう、切り

替えが早いのだ」と述べている 182)。また、母から聞

いた話として、羅須知人協会時代、差し入れた食事を

賢治が拒絶した時、母と妹クニは心配で涙したが、「わ

たしとクニとは、泣いているところをお父さんに見つ

かったりしたら、涙どころか目に火がでるほどきびし

くくくられる（叱られる）ので、ふたりで声を立てな

いようにして台所の隅で泣いておりました」と述べて

いる 183)。賢治の家庭も、父は威厳を持ち、感情の表

出が許されない雰囲気があったと考えられる。しかし、

前述したように、賢治の父は賢治に対して細やか配慮

や包み込むような愛情を示している。むしろ母性的と

もいえる父が、父性性を示すことができたのは、儒教

的な家制度が前提としてあったからだと考えられる。 
大正時代になると、デモクラシーの影響や西欧の家

族観が取り入れらたりして、家制度への批判と家庭の

民主的改造が議論された。一方、教育を受けた子ども

たちは、自分なりの考えを持つようになり、独善的で

あったり、理不尽な父親を批判的に見たり、反発する

ようになった 184)。 
賢治の父は実業家としても、宗教心の篤い真面目な

人格者としても認められていたために、賢治が正面か

ら父を批判することは難しかったであろう。賢治は実

業を起業することで、合法的に父に対抗しようとした

が、父の反対でかなわず、宗教によって反抗しようと

した。賢治の反抗を父は正面から受け止めて、議論を

重ねたが、宗教上の論争は勝敗がつくものではない。

賢治は国柱会入会、家出によって、父の呪縛から逃れ

ようとしたが、賢治の反抗に対して父は毅然とした態

度で臨むことがせず、懐柔策で賢治を引き戻そうとし

た。山内は「ふつうには、《父》に対する《子》の立場

は、父への同一化志向、および父からの脱出志向とい

うふたつの相反するベクトルをひとつの『方向性をも

った力＝ベクトル』に転換・合成することによって確

立される。けれども、同一化志向は、対象へと動き得

る一定の距離を必要とするし、また、批判＝脱出志向

も、対象を相対化し得る距離を必要とする。賢治のよ

うに、対象＝父の圏内に、外的にも内的にも包摂され、

主体がまさに押しつぶされようとしている場合、この

距離は失われ、方向性をもった力としては外在されず、

行方を見失った力は彼の内部に不安定なまま浮遊せざ

るを得ない」と述べている 185)。つまり、賢治は父に

同一化することもできず、反抗することもできなかっ

たために、大人になることが困難であったと考えられ

る。 
賢治の死後、父は「あれは、若いときから、手のつ
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けらないような自由奔放で、早熟なところがあり、い

つ、どんな風に、天空へ飛び去ってしまうか、はかり

しることができないようなものでした。私は、この天

馬を地上につなぎとめておくために、生まれてきたよ

うなもので、地面に打ち込んだ棒と、綱の役目をしな

ければならないと思い、ひたすらそれを実行してきた

のであります」と語っている 186)。賢治を自由に飛び

立たせることができず、手元に繋ぎ止めておきたかっ

た父の気持が伺える。本来、父性は子どもと母の絆を

断ち切り、子どもの自立を促進させる役割を担う。し

かし、賢治の父は絆を断ち切るどころか、自らが母性

的な絆の役割を担っていたために、賢治は飛び立つこ

とも自立することもできなかったと考えられる。その

ために、自立したいができないという葛藤を抱きなが

ら、生涯、父の庇護の元で暮らすことになったと考え

られる。 
 それでも、賢治の父は家制度の中で厳しい父として

の立場を確立していた。元々、日本は母性的な社会と

言われ、父性よりも母性が強いと言われ、家制度は父

性の弱さを補っていた一面があるかもしれない。家制

度が崩壊し、民主的な家庭へと変貌をとげた現代では、

父親の存在はますます希薄になり、母子の密着した関

係によって起きる問題が顕著になっている。脆弱な父

性のあり方が、より若者の自立を困難にしていると言

っても過言ではないだろう。 
 
（５）大正時代の農村と改革運動 
 戦時景気のもと、工業化が進み、それに伴って工業

労働者が求められ、農村から都市へと人口の移動が起

こった。造船業、海運業、製鉄業などを中心に成金と

して膨大な冨を得る者が表れたし、農村でも繭の売り

上げが増え、一部の地主や農民は好景気に沸いた。し

かし、驚異的なインフレが起こり、特に穀物の値段が

暴騰し、農民や労働者の生活が苦しくなった。 
 大戦後は一転して不況に陥り、農村も疲弊し、慢性

的な農村不況がすすみ、農業形成の基盤は大きく崩さ

れた。冨の分配に対する不公平感が強まり、社会運動

が激化した。ソ連成立の影響もあり、大正 15 年には

無産政党が次々に新党を結成した。しかし、時代閉塞

の状況を打破するために、社会運動に飛び込んだイン

テリの大半は地主や裕福な家庭の子女であり、彼らの

考え方と労働者や農民との意識との間には大きなズレ

が存在した 187)。 
 賢治も社会主義に関心を持っていたことは指摘され

ており、羅須地人協会時代に労働農民党との関係は密

接であったと言われている。大正 15 年、労農党稗和

支部の事務所開設にあたって賢治の助力があったとい

うし、資金援助を行っていたと言う。前述したように、

昭和２年には羅須地人協会で社会主義教育を行なって

いるのではないかという疑いを持たれ、事情聴取を受

けたこともあった。農村や農民の生活を改善しようと

する労農党と賢治の思いには共通点はあったかもしれ

ない。しかし、賢治は社会主義運動で農民を救済しよ

うとした訳ではない。清六が「彼はあの頃の社会主義

者達と全然異なった道を歩いて行った。社会運動をや

る代わりに、稲作増収の肥料設計と、石灰岩抹の幾百

車かを酸えた野原にまき散らした」188)と述べている

ように、米の生産を増やすことで農民の生活を豊かに

しようとしたのである。農業指導者としての知識やア

イデンティティが賢治にあったからであろう。 
 当時、文学者や文化人の中に農村へと目を向ける者

が表れた。白樺派の武者小路実篤は大正７年に「新し

き村」を開拓した。また、同じ白樺派の有島武郎は大

正 11 年に北海道のおける農場の小作人への無償譲渡

を行なった。彼らは理想や幸福を追求しようと活動を

起こしたが、農業経験も乏しく、いずれの試みも失敗

に終わった。 
 また、画家の山本鼎は芸術と大衆、芸術と農村との

関係を重視し、農民芸術運動を推進した。大正８年、

山本は講習会で農民が制作した農民美術（木製彫小皿、

木彫人形、、クッション等）の即売会を東京実施し、成

功を収めた。彼は「経済的効果を意味する農家の副業」

を盛んにし、農村に新しい地域共同体を作ろうとした。 
 賢治が白樺派や山本の活動から影響を受けた可能性

はあるが、事実かどうかは明らかにされてはいない。

むしろ、「農民芸術概論」や羅須地人協会での実践に大

きな影響を与えたのは、室伏高伸であることが指摘さ

れている。室伏の「文明の没落」「土に返る」は大正末

期から昭和初期にかけてベストセラーになり、青年知

識人の愛読書であったといわれている。上田は「農民

芸術綱要」「農民芸術の興隆」と室伏の著作の類似点を

指摘し、「室伏の影響によってのみ＜土に還る＞生活に

入ったとは言わない。しかし賢治の帰農生活に室伏の

思想がかなり大きな影響を与えていたことは否定でき

ない」と述べている 189)。 
このように、羅須地人協会の活動は、その時代の思

想や社会の影響を受けたと考えられる。しかし、現代

にまで語り継がれ、影響を与え続けているのは、賢治

の実践だけではないだろうか。大正時代の疲弊した農

村と農民の惨状が、賢治のこころを動かし、行動に駆

り立てた。このような実践があったからこそ、賢治の

作品はより重みを増したのではないだろうか。 
 
９．考察 

 宮澤賢治はアイデンティティの模索を続けたが、ア

イデンティティを獲得するには至らなかった。また、
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父親から自立することができず、他者との関係におい

ても、対象愛に発展しなかった。さらに、経済的な面

では、生涯父親に依存していた。このような観点から

捉えると、賢治は青年期の心性に留まっていたと考え

ることができる。 
 ここで問題になるのは、成人になるということは、

どういうことかという点である。Erikson,E.H.は、青

年期にはアイデンティティを獲得し、前成人期には親

密性を獲得した上で、生殖性を獲得することを成人期

の課題としている。つまり、自我の連続性、恒常性、

同一性の感覚を保持し、社会での自らの立場を確立し

始めるとともに、他者、特に異性との心理的に親密な

関係を築くことが、青年期の課題であり、次の世代を

生み育てていく生産性、創造性を包括する生殖性を獲

得して成人になるのである。 
 前述したように、アイデンティティに関しては、賢

治は自らが何者であるか、自分は何ができるのかとい

うことを死ぬまで問い続けていた。また、賢治は他者

のために、身を粉にして働いたが、他者とのと親密な

関係を築くことはなかった。さらに、賢治は自らに禁

欲を課し、異性との関係を回避しようとした。このよ

うに青年期のアイデンティティと親密性の課題を達成

することはできなかったと考えられる。しかし、賢治

は成人期の課題に取り組んだのではないだろうか。例

えば、清六はトランクいっぱいの作品について賢治が

「童子
わ ら し

をこさえる代わりに書いたのだもや」と言った

と述べている 190)。また、賢治は教師として生徒に教

えたり、農業指導者として農民を指導することを通じ

て若者や農業を育てようとし、肥料を与えることで肥

沃な農地を育て農村を豊に変えようとしたのである。

賢治は自分の子どもを生み育てていく代わりに、作品

を創造し、若者や農業を育てていくことを行なった。

つまり、青年期、前成人期の課題を保留し、青年期の

心性のまま、成人期の生殖性の課題に取り組んだこと

が、賢治の特徴と考えられる。 
  
（１）親子関係 
 賢治は母に十分愛されたと確信できなかったのでは

ないか。母イチは慈母として伝えられているが、病弱

でもあり、次々に生まれる妹弟の世話、舅と姑の看病

さらに家業の手伝いに忙殺されていたために、幼い賢

治は母に甘えたいという気持を抑えていた。賢治の入

院に母が付き添わなかったことや犬に怯えた賢治が夜

中に 1 人で恐怖に耐えていたというエピソード等から、

そのことが伺える。また、母の「ひとの役にたたなけ

ればならない」という教えは、条件つきの愛情の示し

方であり、賢治は人の役に立たなければ、母に愛され

ずに見捨てられるのではないのではないかという不安

を抱いたと考えられる。 
父政次郎は厳父として伝えられているが、むしろ母

性的な配慮や愛情を示している。それは賢治が大人に

なっても続いたことは、研究生の時、薄荷糖を荷物に

入れておいたりや雨具の心配をしたエピソード等から

伺える。さらに表面的には家長として君臨していたが、

父性的な厳しさには欠けており、家出した賢治を勘当

することもなく、旅行に誘うという懐柔策で家に戻そ

うとしたこと、賢治の死後、天馬が飛び立たない役割

を果たしたと述べたこと等から伺える。 
賢治は父に囲い込まれていたために、父に同一化す

ることも、反抗することもできず、結局は父から自立

することができなかったと考えられる。賢治は父に対

抗するために、実業の計画を立案するが、父には認め

られなかった。また、宗教で理論武装した賢治は、父

と対立して家出も試みたが、父から逃れることはかな

わなかった。 
しかしながら、父が賢治を囲い込み、経済的な援助

を行っていたから、青年期、前成人期の課題を保留し

たまま、成人期の課題に取り組むことが可能だったと

も言える。職業を得て社会に参加することは、経済的

な自立につながり、このような経済的な基盤がなけれ

ば、親密性や生殖性の課題に取り組むことは、現実的

に困難であろう。賢治は経済面での心配がなかったの

で、売れない童話や詩を書いたり、羅須地人協会の活

動ができたのである。ただ、生前、賢治が評価されて

いたならば、文学者としての地位を築いていたかもし

れないと仮定すれば、社会が賢治を受け入れなかった

という問題も大きいだろう。 
 
（２）アイデンティティ拡散の危機と回復 
 宮澤家の人々は、賢治が長男として家を継ぐことを

当然のことと考えていた。父が賢治に小遣いの報告を

義務付けたのも、商人として育てようという気持があ

ったからだろう。しかし、賢治は家業を嫌い、家業に

傾倒することができなかった。そのために、職業選択

の時期になると、進路を決定することができずにアイ

デンティティ拡散の状態になり、危機的な精神状態に

陥った。中学卒業後は、進学してモラトリアムを延長

することで危機を切り抜けた。高等農林卒業後、一旦

は研究生になるが、病気を理由に辞職し、その後、実

業の計画を父に却下されて家業を手伝うことになった

賢治は、危機的な状況に陥った。この時は、宗教的ア

イデンティティを獲得することで立ち直っている。 
 家業の手伝いを始めると、精神的不調に陥る賢治に

対して、父もどのように対応してよいか悩んだであろ

う。時には叱責したこともあったが、結局、賢治に家
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業を継がせることはできなかった。また、賢治には商

人として家業を切り盛りする才覚が乏しいことも、父

は見抜いていた。賢治が立てた実業の計画も、父から

見れば、危ういものであり、容認することはできなか

ったのであろう。つまり、家業への意欲も才覚も乏し

い賢治が、家業を継がなくてはならない立場であった

ことが、賢治をアイデンティティ拡散へと追い込むこ

とになったのである。 
その背後には家長から長男へと継承することが、重

要視される家長制度があった。大正時代、政府は天皇

を父として国民を子とみなす家族国家主義を推し進め

ようとしていた。そのような社会的背景もあり、長男

を跡継ぎとなることは当然のこととされていた。賢治

は家長制度や家の重圧の中で、もがき苦しんだと考え

ることもできる。現代は家長制度もなくなり、家に対

する意識も変化している。家から自由になったかもし

れないが、家のモデルを喪失したために、家をどのよ

うに築いてくのかが、新たな各自の課題となってのし

かかってくるのではないだろうか。 
 

（３）社会参加への不安 
社会が賢治を受け入れなかった一方で、賢治も社会

へ参加することに、気後れと不安を抱いていた。高等

農林卒業後、関教授に実験補助として推挙された時、

引き受けることをためらっていたし、就職後も賃金に

見合う仕事ができるか不安になっていた。保阪への手

紙では、「やはり険しい世界へ入ればそれにばかり気を

取られたしまひます」（書簡 93）と社会に参加するこ

との不安を述べている。 

しかし、賢治は宗教に傾倒するようになると、人目

も気にせずに、題目を唱えて歩いたり、家出後は職を

見つけて自活をしたり、作品の売り込みに出かけたり

している。また、教師時代や羅須地人協会時代も社会

に貢献しようとしたし、東北砕石工場の技師になった

時には、有能な営業マンであった。 
 前述したように、賢治には人の役に立つ人間でなく

てはならないという不安と人の評価に敏感に反応する

過剰な自意識があったと考えられる。特に、自分は何

ができるのか分らない時には、不安が強かったのでは

ないだろうか。職業選択に直面すると、精神的な危機

に陥ることもあって、職業選択を回避していたことも、

社会参加への不安の原因として考えられる。しかし、

賢治は宗教的アイデンティティを獲得したり、教師、

農業指導者、技師というアイデンティティが保てる時

には、社会に参加することができた。年齢的にも大人

になり、経験を重ねたということもあるだろうが、賢

治は人の役に立つと思えば、社会に参加できたのでは

ないだろうか。 

また、人の役に立つかどうかは賢治の思い込みが優

先し、他者の気持への配慮や共感性が乏しいため、現

実場面では、賢治の思い描く通りには進まないことが

多かった。他者が受け入れてくれなかったり、拒否し

たりする状況に直面し、自分が役に立っていないと感

じると、賢治は挫折感を味わい、役割を担えなくなっ

たり、病気に倒れてしまったのである。その後、賢治

は新たなアイデンティティの模索を始めることになる。

賢治にとっては必然的な変容であったかもしれないが、

このことが、アイデンティティの形成を困難にしたと

も考えられる。 
賢治は「自分の願いを貫くことが周囲からも期待さ

れ、自分の才能を発揮することが、そのまま社会的に

も評価される」191)ことを望んだのだろう。しかし、

このような状況にあるのは、少数の恵まれた人だけで

はないか。多くの人は、自分の願いと現実との間で折

り合いをつけたり、才適度な評価でも満足したりしな

がら、自らの社会的な立場を受け入れてアイデンティ

ティを確立していくのである。若者は賢治のような思

いを抱くかもしれないが、理想と現実の間で妥協点を

認めることが、成人には求められると考える。 
  
（４）対人関係 
 人は他者との関係性の中で生きており、成長に伴い、

対人関係も変化していく。対人関係の発達過程におい

て、思春期以降の友人関係が重要なものとなり、

Erikson,E.H.の理論によれば、前成人期の課題が親密

性であるように、成人になるためには対人関係におい

ても成熟することが求められる。 
大人しい良い子であった賢治は、小学校高学年にな

ると、同級生と徒党を組み、時には悪戯をしたりして

遊んでいた。いわゆるギャングエイジと呼ばれるもの

であり、親からの分離を促進するという役割を持ち、

子どもの発達には必要な体験である。 
中学校時代、賢治は一緒にふざけたり、悪戯をする

仲間はいたが、自分の趣味や興味のある世界に没頭し

たり、変人扱いされていたというエピソード等から、

仲間はいても特定の友人はいなかったと推測される。 
 盛岡高等農林で出逢った保阪が、賢治の親友となり、

影響を受けたり、支えられたりする存在となる。特に

賢治が 22 歳から 23 歳の頃、危機的な状況に陥るが、

保阪との手紙のやり取りが賢治を支えたと考えられる。

そのような保阪に、賢治は改宗を迫り、すべてを受け

いれてくれる同行者になることを求めた。保阪宛ての

手紙には、相手にしがみつき、怒らずに自分を受け入

れて欲しいという懇願が綴られている。 
賢治は同行者になるよう何とか説得しようとしたが、

結局、二人は決別してしまった。賢治は自分を認めて
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受けいれてくれる人を求めるが、それがかなわないと

なると、見捨てられる前に先に見捨てようとする。こ

のような対人関係は、関教授との間にも見られた。賢

治には見捨てられ不安が強かったと考えられる。その

後、賢治は、学校の同僚を同行者の候補として接近し

たが、相手の拒否感を察知して諦めている。 
賢治は＜たったひとりのみちづれ＞として妹トシを

選んだ。トシをみちづれにすることで、賢治の人間関

係はトシとの関係に留まり、友人関係や異性との関係

に発展しなかったと考えることができる。特に賢治は

異性との関係を拒否していたが、異性と関わる時に、

トシとの近親相姦の禁忌が呼び起こされるために、禁

欲を課していたのではないか。トシは亡くなり、賢治

を理解してくれる人はいなくなったのである。 
その後、賢治は教師仲間や文学を通して知り合った

友人と、ある程度の距離を置いてつき合うようになっ

た。保阪とトシを失った賢治は、他者との関係を築く

ことに臆病になり、みちづれを求めることができなか

ったのではいだろうか。この対人関係の変化は、大人

として成熟したものととらえることもできるが、賢治

を孤独にしたという面もあった。 
教師以降、賢治は弱い立場にある人に我が身を投げ

出そうとした。万人を愛することは、誰１人も愛して

いないことではないだろうか。人を求めながらも特定

の人との関係を築くことを避けていた賢治は、孤独で

あったと考えられる。 
 

（５）理想とする自我像の追求 
 賢治は気高いが、到達できそうもない理想を掲げて

は、その目標に向かって突っ走り、挫折しては新たな

理想を目指した。理想を追い求める姿は、現代の若者

の自分探しにも通じるのではないか。この心性を

Kohut,H.の自己心理学の理論から説明を試みる。 
 Kohut,H は人の心を「双極性自己」として捉え、心

には才能や優秀さ等に関する能力的自尊心を中心とす

る「野心の極」と正義感や公平さ等に関する道徳的自

尊心を中心とする「理想の極」がある。「野心の極」に

は「鏡自己対象」、「理想の極」には「理想化対象」が

対応すると考えている。「野心の極」に動機づけられた

行動を、鏡自己対象が認めたり、賞賛すると、「野心の

極」が強化されるが、満たされないと、「理想の極」へ

と向かうと言う 192)。 
乳幼児期には密接な母子関係の中で、子どもは「何

でも思い通りになる」「世界は自分を中心に回ってい

る」という幼児的万能感を持つ一次的ナルシシズムの

段階にある。幼児期から児童期にかけて、子どもは親

が「理想化対象」と「鏡自己対象」になり、自己万能

感から親万能視へと向う。理想とする親からほめられ

たり、認められると子どもは満足感を得て、一次的ナ

ルシシズムから脱却して健康的な自己愛へと変化して

いく。しかし、厳しい躾を受けた子どもは、いつまで

も幼児的万能感にしがみつき、表面的には従順で大人

しくなるが、こころの中には現実離れした誇大自己を

抱くという。賢治は幼児的万能感から脱却できず、潜

在的な自己愛を抱いていたと考えられる。 
賢治は作家になることに野心を燃やし、「もしこれが

出版されたら、いまの日本の文壇を驚倒させるに十分

なのだ」と童話について語っている 193)。また、「歴

史や宗教の位置を全く変換しやうと企画し、それを基

骨としたさまざまな生活を発表して、誰かに見て貰ひ

たいと、愚かに考へたのです」（書簡 200）と、詩集『春

と修羅』について書いている。賢治は内心ではこのよ

うに誇大的な自己万能感を持ち、大きな野心を抱いて

いた。しかし、それ程、自信のある童話集は売れ残っ

てしまったし、詩集も一部の知識人や詩人からは高い

評価を受けたが、一般には認められることはなかった。 
賢治は「野心の極」を満足させる「鏡自己対象」を

得ることができなかったために、「理想化自己対象」を

求めて「理想の極」へと移動したのである。賢治は作

品を理解しない日本人が問題だと考えていた節がある。

羅須地人協会時代、賢治はエスペラントを習ったが、

それは、自分の作品が日本で認められないために、エ

スペラントで世界中に出版しようと考えたからである。

日本では認められないが、世界のどこかには自分を認

めて理解して励ましてくれるような「鏡自己対象」が

あると考えて、それを求めようとしたのである。エス

ペラントとともにチェロやオルガンを習った時、先生

に誉められたり、励まされたが、この体験は傷ついた

自己愛を回復させた。自己愛を取り戻した賢治は再び、

「野心の極」へと向かうことになる。さらに、賢治は

多才であったために、文学だけではなく、農業指導者

としても大きな野心を抱き、羅須地人協会の活動を始

めたり、東北砕石工場の技師になったが、同じような

ことが繰り返されたと考えられる。 
 賢治自身、「慢」という言葉で表しているように、賢

治は誇大的な自己愛から脱却できなかったと考えられ

る。そのために、特別な自分には、他者のために何か

壮大なことができるという思いを抱き、果敢に挑戦し

たのである。しかし、周囲に認められなかったり、拒

否されたりして挫折すると、賢治は撤退してしまう。

自分を評価して認めてくれる「鏡自己対象」が見出せ

ないために「野心の極」は満たされず、「理想の極」へ

と移動することになった。つまり、挫折と理想像を追

い求めることを繰り返すことになったと考えられる。

賢治は他人のために働いたが、内面の誇大的な自己愛

によって動かされたと捉えることもできる。 
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 賢治の求めたものは、「まことの言葉」や「ほんたふ

のしあわせ」であった。理想を追い求めることが賢治

の人生そのものであったと言われる所以でもある。そ

して、 終的に賢治の理想像は「デクノボー」であっ

た。「デクノボー」は、無力であり、欲望からも、他者

の評価からも超越している。つまり、「鏡的自己対象」

を必要としない存在である。賢治は「野心の極」と「理

想の極」を止揚して人格的な統合を図れたならば、「デ

クノボー」となれたかもしれない。 
 
（６）時代性について 
 大正時代は、第一次世界大戦の勃発により、経済や

政治、それに伴い文化や生活も大きく変化した時代で

ある。富国強兵という国家の目標がある程度達成した

ために、国家主義から個人主義へという流れを生んだ。

経済の成長は資本主義を発展させたが、一部の富裕層

と庶民との格差を生み出し、都市への人口流入は、都

市を発展させたが、地域社会の崩壊と地方の疲弊へと

つながった。大正デモクラシーの中、大衆文化が花開

き、教育制度も拡充されたという面もあるが、戦後の

不況の中で庶民の生活は苦しくなった。不況の中で、

学歴インフレが起こり、大学を出ても、職に就くこと

ができない若者が増加した。啄木の言うように閉塞し

た社会であった。 
 賢治は東京での生活を夢見た時期もあったが、結局

は、都市化の波とは反対に故郷に根を下ろすことにな

り、立身出世や金儲けには背を向けて、弱者である農

民や農村に関心を向けていった。もし、賢治が明治の

富国強兵の時代や昭和の軍国主義の時代の人間であっ

たならば、羅須地人協会のような活動ができたであろ

うか。おそらく、時代の波に飲み込まれてしまい、で

きなかったのではないかと推測される。大正という変

革期であったために、賢治の実践活動は成り立ったと

考えられる。 
 
（７）現代の青年期の問題との類似点について 
 大正時代と現代の若者の類似点については、前述し

たように長山が「大正青年の心性には、今日のフリー

ターやニートとほとんど変わらない傾向がみられる」

と指摘している。その理由として長山は「時代の転換

点には価値観の混乱が生じる。それまで常識だった考

えが、なぜか適用しなくなる。『大人になったら働くの

は当り前』という常識が、あの時代、そして今、若者

から消えた。これはもちろん、単純に若者の怠惰や甘

えのせいではない。彼ら自身にも把握できない社会の

変質が起きているのだ。それは意識的な思想潮流や制

度改革で対応できるような表層の出来事ではない」と

述べている 194)。長山が指摘するように、現代の青年

は社会の変化の中でアイデンティティを確立し、社会

に参加することが困難になっていると言えよう。 
 大正時代の青年であった賢治と現代の若者との間に

は類似点が見られる。山下は賢治の人生を「フリータ

ー、自分探し、パラサイトシングル、シスコン」と現

代のキーワードで捉えている 195)。吉田は「『くう・

ねる・あそぶ』という＜飽食時代＞のバブル感覚、高

等遊民感覚を経験している現代の私たちにとって、賢

治の『遊民』性はとても身近で共鳴できる部分は多い」

と述べている 196)。賢治同様、現代の青年も成人期へ

移行することが困難であり、賢治に共感する部分があ

ることを示唆している。 
 現代は青年だけではなく大人になっても、自分の生

き方に惑い、悩む者が少なくない。価値観、規範等の

変化伴って「大人」概念も変化してしまったからであ

る。金原瑞人は「かつては『大人』になる前段階で誰

もが渡らなければならなかった川が、ある意味ですっ

かり干上がってしまい、昔のやり口では、大人になろ

うにもなれない状態が生じた」と述べ、「大人になれな

いまま、同時に成熟もしなければならないような、複

雑な事情が出現してきています」と現代社会の問題を

指摘している 197)。つまり、大人と言われる世代にな

っても、大人とは何かという明確な基準を喪失し、ど

のように大人になったらよいのか、どのように大人と

して生きていくのかが分らない混沌とした状態が生じ

ているのである。 
 賢治は、金原の言うように「大人になれないまま、

成熟した」のではないだろうか。自分を犠牲にして人

のため働いたことも、言い換えれば、自分とは何かと

いうアイデンティティを確立しないままに、次世代の

人を教え育てる成人期の生殖性の課題に取り組んだと

考えることができる。その生き方は、危うい基盤の上

に築かれ、自己破滅に至る危険をはらんでおり、それ

故に、魅力的で美しく見えるのではないだろうか。 
  
おわりに 

 宮澤賢治の伝記資料を辿ることで、青年期の心性と

アイデンティティ形成過程を考察してきた。伝記的研

究では主に Erikson,E.H.の理論に基づいて分析が行

われてきた。青年期の発達過程を理解するためには、

彼の理論は有益ではあり、本論文でも Erikson,E.H.
の理論に依るところが多い。 
しかし、事例研究ととらえるならば、他の理論から

の視点も必要ではないだろうか。本論文でも Kohut,H.
の理論からの検討を加えることで、賢治の心性を別の

角度からもとらえることができたと考えている。ただ、

伝記的研究と事例研究を有機的に結びつけるまでに至

らなかったので、今後の課題としていきたい。 
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 賢治の青年期心性とアイデンティティ形成過程につ

いて取り組む中で、特に「青年期から成人期への移行」

の難しさについて改めて考えさせられた。現代でも、

大人になれない若者や成熟できない成人が問題になっ

ている。本論文が、「青年期から成人期への移行」を考

える一助となれば幸いである。 
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年齢 出来事 詳細 心理的影響 作品 歴史的出来事

1896 明治29年 ０歳 出生　父の不在
父の、父親になることへの無意
識的な回避

父と賢治の複雑な関係の始ま
り

1897 明治30年 １歳

1898 明治31年 ２歳 トシ出生

1899 明治32年 ３歳 父母の熱心な仏教信仰

1900 明治33年 ４歳 治安維持法

1901 明治34年 ５歳 シゲ出生

1902 明治35年 ６歳 赤痢で入院 看病中、父が感染 父への罪悪感

1903 明治36年 ７歳 尋常小学校入学

1904 明治37年 ８歳 清六出生 日露戦争

1905 明治38年 ９歳 終戦

1906 明治39年 10歳

1907 明治40年 11歳

1908 明治41年 12歳

1909 明治42年 13歳 盛岡中学入学、寮生活

1910 明治43年 14歳

1911 明治44年 15歳 短歌制作開始

1912 明治45年 16歳

1913 大正２年 17歳

1915 大正４年 19歳 盛岡高等農林学校入学 モラトリアムの延長 精神的に安定

1916 大正５年 20歳
保阪との出会い
独逸語講習（東京）

親友関係の成立
病気の母を置いて上京

精神的な支え
母の看病を回避、東京への憧
憬

丹藤川

1917 大正６年 21歳 アザリア発刊
作品の発表
実業の計画

保阪からの影響
アイデンティティの模索

秋田街道、柳沢、沼森

1919 大正８年 23歳 家業手伝い
家業への嫌悪
法華経の布教への意志

精神的な危機、内的世界での
闘い

猫、ラジュウムの雁、女、う
ろこ雲、龍の話、ガンジス河
の娼婦の話

1920 大正９年 24歳 国柱会入会、布教活動
花巻の町を題目を唱えながら歩
く。父を改宗させようとする。

信仰における父との対立 家長制度、猫、女、うろこ雲
を改稿

1922 大正11年 26歳

教諭としてのアイデンティ
ティ、同僚への接近
トシ死去

熱心で温かい先生、画期的な授
業　　　同行者として接近する
も、諦める　　　　　たったひ
とりのみちづれの喪失

次世代を育てることへの情熱
対人関係の変化
悲嘆、喪失感

心象スケッチ、春と修羅、小
岩井農場、永訣の朝、松の
針、無声慟哭、水仙月の4
日、山男の四月、独蝶、貝の

日本農民組合
有島農場

1923 大正１２年27歳

北海道経由樺太旅行 生徒の就職活動のための出張だ
が、トシの死を悼む傷心旅行

トシの死を受け入れられず、
１人残されたことへの嘆き

風林、白い鳥、青森挽歌、津
軽海峡、オホーツク挽歌、冬
と銀河鉄道、やまなし、シグ
ナルとシグナレス

関東大震災

1924 大正13年 28歳

心象スケッチ「春と修羅」
刊行、イーハトブ童話「注
文の多い料理店」刊行

変革をもたらす壮大な企画と位
置づけ、出版。一部では評価さ
れたが、認められず。

喪失感を補うための出版に失
敗し、挫折感。

津軽海峡、函館港春夜光景、
比叡、風の又三郎

1925 大正14年 29歳

退職の決意 農民、農村の問題に直面。 生徒に農業を薦めながら、自
分は教師であることの矛盾。
本当の百姓になる決意

異途へ出発 治安維持法改正
普通選挙

1926 大正15年 30歳

退職　別宅で独居自炊生活
羅須地人協会活動
上京(セロ,エスペラント学
習)

自立への試み
農民と同様な生活をするが、受
け入れられない。
作品のための学び。

農民との隔たりを実感。肥料
設計でも不作になる。挫折
感。　野心の極と理想の極の
往復。

雲、孤独と風童、岩手軽便鉄
道の一月、風と反感、オッペ
ルと象、農民芸術概論綱要

大正天皇没

1927 昭和２年 31歳

警察の事情聴取
女性の出現

羅須地人協会への打撃
接近する女性を拒否

理想的と現実の葛藤
全ての人を愛するために、1
人に固執しない。

冬と銀河ステーション

1928 昭和３年 32歳
伊豆大島訪問
肺浸潤

農学校を開校する伊藤の招き。
調査、助言。妹との見合い不成
立。

「兄妹のような夫婦」という
結婚観。トシへの想いを引き
ずる

台地、三原三部、疾中詩篇

1929 昭和４年 33歳
闘病生活
鈴木東蔵と出会い、

羅須地人協会の終焉
砕石工場の仕事への関心

死の予感と闘う。挫折感
東蔵と意気投合する

夜

1930 昭和５年 34歳
回復、新しい道を模索 関の激励、父が資金援助 新たな理想を見つけ、昂揚す

る
まなづるとダリア

1931 昭和６年 35歳
東北砕石工場と契約、病床 営業の仕事に心身をすり減らす 理想とは違う厳しい現実に悩

む
雨ニモマケズ、北守将軍と三
人兄弟の医者

1932 昭和７年 36歳
病床 出版への意欲、新たな計画の模

索
デクノボーという理想像 祭日、母、グスコーブドリの

伝記

1933 昭和８年 37歳 死去 人生を総括する 慢を反省。人生を受け入れる

図表１　宮澤賢治年表
年

母の「ひとというものは、ひと
のために何かしてあげるために
生まれてきた」という教え

自分を犠牲にしても、人のた
めに役立とうとする考えの形
成

礼儀正しい大人びた子ども
品行方正、成績優秀

良い子を強いられ、親の支配
下

クニ出生　餓鬼大将になる 仲間関係の成立　ギャングエイ
ジ

親からの分離、一方で父への
同一化

1918

いたずら好きの少年 父の支配から逃れ、自由を満
喫

仏教、趣味への傾倒、成績
低下、舎監排斥騒動

進学できないことへの不満 自暴自棄、注察妄想
置き換え

1914 大正３年 18歳

盛岡中学卒業、入院、失恋

作文
「立ぱな質屋商人になる」

11月終戦
米騒動
「新しき村」

看病中、父の感染。
進学希望、家業への拒否感
初恋の人との結婚への反対
進学の許可

アイデンティティ拡散
抑うつ的、体感幻覚
危機から脱出 第一次大戦

進路で父と対立
退学を考えるが、卒業
研究生になるが、病気になり辞
職　　　　　　　家業手伝い
実業・東京移住への模索

進路への迷い
保阪への罪悪感、しがみつき
役に立たないことの恐怖、見
捨てられ不安
アイデンティティ拡散

青びとの流れ、復活の前、蜂
や谷は

大正７年 22歳

盛岡高等農林学校卒業
保阪の退学
研究生、徴兵検査
トシ入院、看病のため上京

1921

自立への試み。そう状態にな
り、活発に創作活動、過剰な
自信。父の支配が及ばなくな
り、父子関係の変化。同行者
として保阪を求めたが、喪
失。挫折感から帰郷。

短歌から詩作へ。かしはばや
しの夜、月夜のでんしんばし
ら、鹿踊りのはじまり、どん
ぐりと山猫、注文の多い料理
店、狼森と笊森、盗森、雪渡
り、鳥の北斗、七星海部の川
（童謡）

大正10年 25歳

家出上京　印刷所勤務
宗教活動　創作活動
父と関西旅行
保阪との決別
トシの病気で帰花
花巻農業高校教諭

家の帰正を願い、国柱会へ。自
活し、法華経文学を志す。
父の懐柔策に従うが、帰花拒否
保阪に入信を勧めるが、決別
トシの病気を契機に帰郷
教諭として就職

 


